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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






「絶剣技終ノ型──〈天双絶閃衝ラスト・ストライク・デユアル〉！」




　右手の〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉と左手に構えた〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉。

　交差した光と闇の双剣が、ルビア・エルステインの剣を打ち砕く。

　真しん紅くの刃が砕けた、その瞬間。

　あふれだした灼熱の炎が一気に吹き荒れた。

「……まさ、か……！」

　静止した刻とき。荒れ狂う炎の中で──

　彼女の唇から絶望の吐息が洩もれる。

　あるいは、たんに酸素を求めて喘あえいだだけなのかもしれないが。

　なんにせよ──

（──次の呼吸は、ない）

　炸さく裂れつした炎が剣風に煽あおられて渦を巻く。

　刹せつ那な、カミトはさらに踏み込み──

「おおおおおおおおっ！」

　交差した双剣を撃ち放つ。

　超至近距離で放たれる神速の斬撃。

　闇色に輝く〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉の剣けん尖せんが、彼女の胸に吸い込まれるように消えていく。

「……かっ……はっ──！」

　信じられない、というように見開かれた紅玉の瞳。

　そんな敗北の瞬間でさえ、彼女の姿は気高く、美しかった。

　美しいと──素直に思った。

　──が、そんな感慨も一瞬のこと。

「悪いな。〈最強の剣舞姫〉の称号、返して貰もらう」

　左手の魔剣を彼女の胸に突き込んだまま──

　カミトは逆手に構えた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を一いつ閃せんした。





　　　　◇






　渦巻く炎風の中、火の粉のように舞い散る〈レーヴァティン〉の破片。

　連撃をその身に受けたルビアの身体は宙を舞い、地面に激しく叩たたきつけられた。

「……くっ……あ……！」

　カミトが放ったのは、物質収斂マテリアライズしていない、相手の精神にのみダメージを与える一撃だ。肉体には一切の損傷もない。

　とはいえ、しばらくはまともに喋しやべるどころか、呼吸することさえ困難だろう。

　それにしても──

（……あの双剣奥義を喰くらって、まだ意識があるとはな）

　乱れた呼吸を落ち着かせながら、カミトは胸中で呟つぶやいた。

　おそらく、威力のほとんどは〈レーヴァティン〉に減殺されたのだろうが──

　それでも、あれをその身に受けて意識を保っているというのは、尋常ではない。

　カミトがグレイワースに奥義を託されたときは、完全に意識を失ったものだ。

（これが〈聖女〉の力ってやつか……）

　千年前に〈魔王〉を滅ぼした〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉──アレイシア・イドリース。

　ルビア・エルステインは、その力を継ぐ転生者なのだという。

　謂いわば、〈魔王〉の力を継ぐカミトの対となる存在。その力は、まともに剣を握ったこともない病弱な少女を、最強の精霊使いへと変貌させた。

　ともあれ──

　苦く悶もんに喘あえぐルビアを見下ろしながら、カミトは左右の剣を静かに下ろす。

　剣舞は完全に決着した。〈聖女〉の力があるとはいえ、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを失った彼女に、もはや戦う力は残っていない。

（……まあ、それは俺おれも同じなんだが──）

　緊張の糸が切れた途と端たん。視界が霞かすみ、強烈な眠ねむ気けが襲ってきた。

（……っ、さすがに、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの同時展開は無理があった、か……）

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉と〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉。いずれも規格外の精霊魔装を同時に振るえば、いかにカミトといえど、神威カムイを奪い尽くされるのは必然だ。

　両手の〈精霊刻印〉が輝きを失った、その瞬間。

　膝の力が急に抜け、足もとから崩れ落ちる。

「……っ、カミト！」

　倒れそうになるカミトを、儀式装束姿のクレアがあわてて抱きとめた。

「クレア……悪い……」

「だ、大丈夫なの？」

「……ああ。ちょっと、神威を使い過ぎちまっただけだ……」

　やわらかく心地のよい感触に包まれながら、まぶたを閉じる。

　意識は朦もう朧ろうとしている。けれど、左右の双剣を握る手だけは、絶対に離さない。

　カミトが〈魔王〉に堕おちたとしても、そのときは〈魔王の魔剣デモンズ・ソード〉として、共に在ると誓ってくれたエスト。そして──

（レスティア……）

　三年前のあの日から、ずっと追い求めてきた、闇精霊の少女。

　手を離せば、彼女がまた消えてしまう気がして──

　拳こぶしが白くなるほど強く、剣の柄を握りしめた。

「──カミト君、力を抜いて。いま治ち癒ゆの魔術をかけるわ」

　駆け寄ってきたフィアナが耳もとで囁ささやく。

　だが、カミトはクレアの腕の中で首を振った。

「……だめ……だ……いまの俺おれに、触れないほうがいい」

「……え？　ど、どうして？」

「俺は一度〈魔王〉として覚醒しちまった。……魔王の力ってのは、転生した闇の精霊王レン・アツシユドールの力だ──」

「つまり、聖属性を帯びた私の神威と反発してしまう？」

「……そういう……ことだ」

　カミトは短く頷うなずいた。

　もともとカミトの肉体は、治癒の魔術を弾はじいてしまう体質だった。

　そのため、フィアナが肌を直接触れあわせて神威を送り込み、カミト自身の自己回復力を高める、という回りくどい方法をとっていたのだが──

　魔王覚醒直後の状態でそんなことをすれば、彼女にどんな影響があるかわからない。

　万が一にも、そんな危険を冒おかさせるわけにはいかなかった。

「でも、魔術を使わない応急処置くらいは──」

「俺は……大丈夫だ。それよりも……」

　と、カミトは首を振ってから、視線を前に移した。

　噴き上がる炎の中心で、ルビアはこちらを睨にらみながら、苦く悶もんの声を上げている。まだ意識を失っていないのはたいしたものだが、それは自身の苦痛を長引かせるだけだ。

「先に彼女を治療してやってくれ。多少力を回復させたところで、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを失った状態なら、脅威にはならない」

「カミト君……」

「……っ、私はっ……まだ、敗れていない……！」

　ルビアが喉の奥でうめいた。

　紅玉の瞳に苛か烈れつな炎をみなぎらせ、よろめきながら立ち上がる。

　が──

「いや、あんたの負けだよ、ルビア」

　カミトは冷たく否ひ定ていした。

「あんた、たしか〈聖女〉は〈魔王〉の対抗存在アンチユニツトって言ったよな。それはつまり、俺おれの中の〈魔王〉の力が高まれば高まるほど、あんたの力も増すってことだ。違うか？」

　……返答はない。クレアとおなじ紅玉の瞳が、カミトを憎々しげに睨むだけだ。

「だが、あんたの目もく論ろ見みは外れ、俺は覚醒しかけた〈魔王〉の力を抑え込んだ。ってことは、だ──」

　軽く息を吐き、カミトは結論した。

「あんたを〈最強の剣舞姫〉たらしめていた〈聖女〉の力も、同時に抑え込まれちまったってことだろ？」

「……」

　おそらく核心を突いたのだろう。彼女の肩が微かすかに震える。

　しかし──

「まだ……だ……」

「……なに？」

「まだ、完全に〈魔王〉の力が消え去ったわけではない──！」

　ルビアの右手に蒼そう焔えんが生まれた。

〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉──この世界の条理法則から外れた、異端の焔ほのおだ。

「……っ、二人とも、俺から離れろ！」

　カミトは叫び、左右の双剣を構えた。

　が、その瞬間、腕に痺しびれるような激痛が走る。絶剣の奥義を放った反動だ。

　腕の神経が麻ま痺ひし、一瞬、無防備状態となったカミトに──

「いま一度覚醒しろ、カゼハヤ・カミト。さもなくば──死ね」

　魂さえも凍らせる、絶対零度の蒼焔が放たれる。

「──カミト！」

　クレアが立ち上がって、カミトの前に飛び出した。

「クレア!?」

「古いにしえの血に刻まれし真なる焔ほのおよ、我が手に宿りて焔を喰くらえ──」

　精霊語の詠唱を素早く紡ぎ、その手に紅ぐ蓮れんの焔を纏まとわせる。

　カミトは目を瞠みはった。クレアの得意な精霊魔術の焔ではない。

　それは、ルビアの焔と対を為なす異端の焔。

「其は、万物を無に帰す焔──〈終焉の真紅エンド・オブ・ヴアーミリオン〉！」

　凜りんとした詞ことばが大気を震わせ、紅蓮の焔が放たれる。

　荒れ狂う終しゆう焉えんの焔は、ルビアの放った〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉と虚空で衝突し──

「……っ!?」

　通常、精霊魔術同士の衝突で発生するような爆発は、起きなかった。

　クレアの放った紅蓮の焔が、ルビアの焔を一瞬にして燃やし尽くしたのだ。

　蒼そう焔えんを貪ったクレアの焔は、しばらくその場にとどまると──

　やがて、跡形もなく虚空に消失した。

（これが、クレアの〈炎を燃やす焔〉……）

　カミトは息を呑のむ。話には聞いていたが、こうして目にするのは初めてだ。

「……っ、闇の精霊姫に堕おちたことが、お前の資質を目覚めさせたというのか……」

　愕がく然ぜんと呟つぶやくルビア。

「……姉様、もうやめて」

　と──

　クレアはすっと手を下ろし、前に進み出た。

「カミトを〈魔王〉になんて、絶対にさせない」

　対たい峙じするエルステインの姉妹。

　張り詰めた空気の中で、同じ紅玉の瞳が睨にらみ合う。

　ほんの一瞬、ルビアの瞳が揺らいだように見えたが──

「……邪魔を……するな、クレア」

　彼女の唇から洩もれたのは、冷徹な決別の言葉だった。

「私は、この世界を救わなくてはならない。それが、真実を知った者の責任だ」

「真実……」

　クレアはハッと目を見開いた。

「そうよ。あたしは、姉様の口から真実を聞くためにここにきたの」

　覚悟を決めたように頷うなずくと、そのまま、まっすぐに姉のほうへ歩いていく。

「──四年前の真実を」

「クレア、危険だ──」

　カミトが警告の声を発するのと同時。

　ルビアの手に再び絶対零度の焔が生まれ、激しく燃えあがる。

　だが、クレアは怯ひるまない。無防備に腕を下ろしたまま、彼女に近付いていく。

「……教えて、姉様。あの日、姉様は何な故ぜ〈精霊王〉に叛はん逆ぎやくしたの？」

「おまえには関係のないことだ」

「関係なくなんてないわ。だって──」

「黙れ！」

「だって、姉様は──」

「……っ、黙れと言った！」

　ルビアの指先から、絶対零度の焔ほのおが放たれる。

「クレアっ──！」

　叫び、カミトは必死に手を伸ばすが、間に合わない。

　ほとばしる蒼そう焔えんがクレアの全身を呑のみ込こもうとする、その瞬間。

「──姉様は、あたしにとって、ずっと大好きな姉様だもの」

「……っ！」

　ルビアの瞳が驚きよう愕がくに見開かれる。

　クレアは焔をかわそうともせず、まっすぐにルビアの胸に飛び込んだのだ。

「……なぜ……避けなかった？」

「信じていたわ。姉様が本当にあてるはずないって」

　クレアは、傷ついたルビアの身体をそっと抱きしめた。

「……!?」

「……姉様、こんなこと、もうやめて……」

　くぐもった声は、すぐに涙まじりの嗚咽おえつに変わる。

　身動きのとれなくなったルビアは、途方に暮れた表情で立ち尽くした。

「──決着はついたな、ルビア」

　カミトが静かに告げる。

「……」

　短い沈黙の後、彼女は──

「……そのようだな」

　虚空を見上げ、ぽつりと呟つぶやいた。

「私に残された時間はあとわずかだ。ここで〈魔王〉の覚醒に失敗した以上、もはや〈精霊王〉を殺す手段は存在しない──」

（……残された時間？）

　何なに気げなく口にしたその言葉も気にかかったが──

　彼女には、先に訊きかなければならないことがある。

「教えてくれ。あんたの目的は、この世界を精霊のいない世界に創り変えること──そう言ってたよな」

「……」

「〈精霊姫〉だったあんたが、なぜ〈精霊王〉を殺そうとする？」

「姉様……」

　クレアが泣き腫はらした顔をそっとあげる。

「お願い、真実ほんとうのことを教えて。姉様が〈精霊王〉を裏切らなければならなかった理由を」

　ルビアは──

　唇を微かすかに震わせ、小さな吐息を吐き出した。

「お前たちは決して信じないだろう。私自身、あれを直接目にするまでは、信じられなかった。あんなものが、この世界に存在するなどとは──」

「あたしは信じるわ。姉様のことを。誰だれがなんと言おうと」

「クレア──」

　ルビアの瞳が揺れる。

　その瞳を、クレアはまっすぐに見つめ返した。

「……」

　ルビアは、もう一度息を吐くと、かすかに唇を震わせた。

　そして──

「四年前、私が〈精霊王〉に叛はん逆ぎやくしたのは──」

　静かに口を開く。




　──精霊王が狂っていたからだ。






第一章　災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン






　──四年前。〈神儀院〉の最高評議会によって、エルステイン公爵家の長女、ルビア・エルステインは、火の精霊王に仕える〈精霊姫〉として選出された。

　前任の精霊姫の齢よわいは二十五を超え、すでに精霊と交感する力が衰えはじめていたためといわれている。精霊使いとしてはまだまだ現役の年齢ではあるのだが、〈火の精霊王〉は、うら若き乙女を側そば仕づかえとして望んだのだ。

　その頃ころのルビアは、まだ十五歳になったばかりの少女。しかし、彼女の選出に異議を唱える者は誰もいなかった。

　エルステイン家は代々〈火の精霊姫〉を多く輩出してきた名門の家系で、当時、すでに才能を開花させていたルビアが選ばれたのは必然だった。

　民は新たな〈精霊姫〉の誕生を祝福し、幼いルビアもまた、そんな民の期待に応えようと、精霊王によく仕えた。

　彼女の神楽が〈精霊王〉を歓よろこばせ、大陸の民に幸福をもたらす。

　そう信じていたのだ。

「──あの頃の私は、何も知らない愚かな娘だった」

　ルビアは自嘲するように声を震わせた。

「一切の疑問も抱くことなく〈精霊王〉に神楽を捧ささげ、炎による祝福と大陸の安あん寧ねいを祈願していた。それが、民の幸せとなることを信じて──」

「姉様はみんなの憧れだったわ」

　クレアがぽつりと呟つぶやいた。

「大陸で最も優れた〈精霊姫〉と謳うたわれて……あ、あたしも、いつか大きくなったら、姉様みたいな姫ひめ巫み女こになるって、ずっと心に決めていたもの」

「ルビア様は〈神儀院〉に仕える姫巫女の目標でした。ルビア様が〈火の精霊姫〉に選出されてから、炎はその力を増し、民は冬の寒さに苦しむこともなくなった──」

　こんどはフィアナが口を開く。

　そういえば、ルビアとフィアナは神儀院時代、仲の良い友人だったらしい。カミトはふとそんなことを思い出した。

「──そう、私は信じていた。それが民のためになると。偉大なる〈精霊王〉は、人々に恵みを与えてくれる存在だと」

　ルビアは端正な顔を苦しげに歪ゆがませ、吐き捨てるように言った。

「──あの日まではな」

「……あの日？」

　眉をひそめて訊きくカミト。

　ルビアは、こみあげる怒りを押し殺すように唇を噛かみ締しめた。

「──そう、あの日。私が〈火の精霊姫〉となって半年が経たった頃ころのことだ。帝国辺境のある小都市が、地上から消滅した」

「……っ!?」

　クレアがハッと目を見開く。

「もしかして、ディルスの災厄？」

「ああ。ディルスという名の都市は、もはや存在しないがな」

「……あれは、姉様のせいじゃないわ」

　クレアは否ひ定ていするように首を振った。

「あのとき、姉様が不眠不休で祈き祷とうを捧げてくれたおかげで、〈火の精霊王〉は怒りを鎮めてくださったって──」

「すまん、ちょっといいか？」

　と、そこでカミトが口を挟んだ。

「……え？」

「その、ディルスの災厄ってのは？」

　疑問を口にすると、クレアは不思議そうな顔で、

「……ひょっとして、知らないの？　あの事件のこと」

「たしかに当時は箝かん口こう令れいが敷かれていたけれど、少なくとも、帝国市民ならほとんどの人が知っているはずの大事件よ」

　フィアナも同じように首を傾かしげる。

「四年前はまだ〈教導院〉にいたからな。あの施設で育った子供には、任務で必要とする以外の余計な情報は教えられなかったんだ」

　レスティアの教育によって一般的な知識はひと通り備えているカミトだが、当時、あの施設の外で起きていたことについては、ほとんど何も知らない。だから、ディルスの災厄と呼ばれるその事件のことも耳にしたことはなかった。

「……そうだったわね。とくに姉様のことがあってからは、誰だれもあの事件のことは話さなくなったし、カミトが知らなくても無理ないわ」

　クレアは肩をすくめると、静かに口を開いた。

「ディルスの災厄。オルデシア帝国辺境の小都市ディルスが、〈火の精霊王〉の怒りに触れて、地上から消滅した出来事よ」

「消滅？」

「ええ。三日三晩火の雨を浴びて、あとかたもなく、ね」

　沈痛な表情でうつむくクレア。

「……その、理由は？」

「理由？」

「精霊王の怒りがくだった理由だよ。街ひとつ滅ぼすなんて、尋常じゃない」

　そんなカミトの問い掛けに、クレアは表情を曇らせる。

「ディルスの民が十分な供く物もつを捧ささげなかったことが原因──そういわれているわね」

「供物を……」

「ええ。その年、帝国辺境では長い干かん魃ばつが続いて、精霊王に捧げるための穀物が穫れなかったの。それが精霊王の怒りに触れたそうよ」

「……っ！　そんなことで──」

　カミトは絶句した。

〈精霊王〉が人間界に大きな災厄をもたらすことは、歴史上、幾度もあった。

　暴風、大地震、河川の氾濫、火山の噴火──大陸史に残る大きな自然災害は、そのほとんどが、精霊王の憤ふん怒ぬによって引き起こされたものだとされている。

　だが、まさか、そんなことで都市が滅ぼされるなんて──

「──そう。そんなこと、だ」

　ルビアが鋭く声を発した。

「そんなことで、あの街は灰になった」

　その瞳に昏くらい焔ほのおを宿し、憎悪に満ちた言葉を吐く。

「滅びをもたらす火の雨は、三日三晩、ディルスに降りそそいだ。炎は人々の住む家を跡形もなく燃やし、周辺の土地を完膚なきまでに荒廃させた。悲嘆に暮れる民の声は黙殺され、その懇願が聞き入れられることはなかった──」

「で、でも！」

　クレアが否ひ定ていの声を上げた。

「あのとき、姉様の祈りは〈精霊王〉に届いたわ。みんな、姉様がシドニアの災厄を鎮めてくれたって──」

「……そうだ。あの時、たしかに私は、あの街を救った」

　震える声。奥歯を噛かみ締しめる音が響く。

「ディルスの民は私を責めなかった。それどころか、私に感謝さえしていたよ。街が炎に呑のみ込こまれているあいだ、何もできなかったこの私にな。すべては〈精霊王〉の御み心こころのままに。精霊王の逆げき鱗りんに触れてしまった自分たちが悪いのだと──！」

　激情の叫びをほとばしらせ、ルビアは石柱に拳こぶしを打ちつける。

（……街の人々が滅びを受け入れたのは、なにも不思議なことじゃない）

　カミトは胸中で呟つぶやいた。

　あらゆる事柄に精霊の力を借りている人間界において、元素精霊界アストラル・ゼロの支配者たる〈精霊王〉の裁きは絶対だ。人々が疑問を差し挟むことは許されない。

（けれど、彼女はその時……）

　──疑問を抱いたのだ。

　精霊王に直接仕える〈精霊姫〉という立場にありながら、

（人が決して抱いてはならない疑問を──）

　そんなカミトの思考を読み取ったかのように、ルビアは口を開く。

「それは、私が疑問を抱く最初の切っかけだった」

「……最初の、か」

「──そうだ。ディルスの災厄は、発ほつ端たんに過ぎない」





　　　　◇






〈精霊王〉の裁きは、その後、幾度も大陸各地にもたらされた。

　そのたびにルビアは慈悲を乞い、憤ふん怒ぬを鎮めるよう祈ったが、祈りが聞き届けられるのは、決まって人々がすべてを失ったあとだった。

「あの頃ころの私は無力だった。ただ自分の力を嘆くことしかできなかった……！」

　喉からほとばしる、悲鳴のような叫び。

　紅玉の瞳に籠こもった憎悪の炎が激しく燃えあがる。

「そんなある日、私は最高評議会の席で、心に秘めていた疑問を初めて口にした。精霊王の理不尽な裁きに対する疑問を。そして、精霊王に直接拝はい謁えつする機会を求めた」

「精霊王への拝謁!?」

　フィアナが驚きの声をあげる。

〈神儀院〉の姫ひめ巫み女こであった彼女にとって、それは特別な意味を持つ言葉だ。

　数百人の姫巫女の中から選出された〈精霊姫〉といえど、真祭殿に存在する〈精霊王〉の姿を直接目にすることは、絶対の禁忌とされている。

　歴史を紐ひも解とけば、過去に拝はい謁えつを果たした〈精霊姫〉もいたらしいが、彼女たちは例外なく、非業の死を遂げたという。

「当然ながら、精霊王への直接拝謁など許されなかった。最高評議会は不敬の罪で私に謹慎を命じ、それが火の精霊王の更なる不興を買った」

　繰り返される惨劇。聞き届けられない祈り。

　疑問を抱き、無力感を噛かみ締しめたまま、それでもなお、彼女は慈悲を乞い続けた。

　そんな、絶望に満ちた日々の中で──

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉を叛はん逆ぎやくに導く、決定的な出来事が起きた。

「精霊王は、憤ふん怒ぬを鎮める代償として、私にある供物を要求した」

「供く物もつ……」

　高位の精霊が、人間に贄にえや供物を求めるのは当然のことだ。

〈神儀院〉の姫ひめ巫み女こが習得する演舞は供物として奉納するものだし、精霊使いは契約精霊に、自身の神威カムイを供物として捧ささげている。

　では、火の精霊王は、ルビアにいったい何を求めたのか──

「精霊王が私に求めたのは──」

　喉の奥から絞り出すような声で、彼女は言った。

「──エルステインの真なる焔」

「……っ!?」

　全員の顔が凍りつく。

　エルステインの真なる焔ほのお。

　その言葉が意味するものは、つまり──

「──まさか、クレアを贄に？」

「……」

　沈黙が、その答えだった。

　エルステインの真なる焔。その意味するところは、エルステイン家の血脈だ。

　二人の姉妹に宿る、この世界の条理法則から外れた異端の焔。

「……っ、そんな……」

　愕がく然ぜんと呟つぶやくクレア。

「〈精霊王〉が、あたしの命を？」

「信じられません、ルビア様」

　フィアナもすぐに否ひ定ていの声をあげる。

（……たしかに、〈精霊王〉が人の命を贄として望むとは思えない）

　人の命を供物として要求する精霊は、数多く存在する。それは事実だ。

　だが、民を恐怖によって支配する精霊は古来より、人間の英雄たちによって何度も倒されてきた。

　悪あしき土地の精霊ならまだしも、元素精霊界アストラル・ゼロの支配者たる〈精霊王〉が、そのような贄にえを要求するなど、考えられない。

　だが──

「信じたくないだろうが、これが真実だ」

　瞳に昏くらい焔ほのおをたたえ、ルビアは言った。

「最初は私も信じられなかった。〈精霊王〉の裁きに疑問を抱いた私に対し、忠誠を試しているのだと考えた。私は疑問を抱いたことを悔恨し、許しを乞い求めた。贄の要求を撤回してくださるよう神楽を奉納し、祈りを捧ささげた。毎夜、意識が無くなって倒れるまで、何度も、何度も、何度も……」

　しかし、その祈りが届くことは決してなかった。

「私は、私自身の命を供く物もつとして捧げると願い出た。エルステインの真なる焔は私にも宿っている。私の命と引き換えに、妹を見逃して欲しいと」

「姉様……」

　返答は、否だった。

　精霊王が求めたのは彼女の焔ではなく、あくまで妹のクレアの焔だったのだ。

　そして、なおも慈悲を求める〈精霊姫〉に対し、精霊王は激しい怒りを燃やした。

　その憤ふん怒ぬの矛先はオルデシアの民へと向けられ、贄を捧げなければ、帝都にディルスと同じ災厄が降りかかるとの託宣がくだされた。

「そん……な……」

「〈精霊王〉といえど、そんな無法が許されるはずがないわ！」

　フィアナが声を荒げる。

「〈神儀院〉の最高評議会は、なんて言ったんだ？」

「長老どもは私の訴えを黙殺した。災厄の託宣に戸惑いはしても、〈精霊王〉の意思は絶対だと繰り返すのみだった」

　奥歯を噛かみしめ、首を振るルビア。

「私は絶望した。神儀院に、精霊王に、抗あらがう力を持たない自分自身に──」

　そして、帝都が火の海とされる、その前夜。

　彼女は心を決めた。





　　　　◇






　帝都への裁きは夜明けに迫っていた。

　ルビアは〈神儀院〉の禁忌を破り、祭殿の最奥へと足を踏み入れた。

　たとえ〈精霊姫〉であろうと、決して踏み入れてはならない場所。

　元素精霊界の〈真祭殿〉に。

　彼女は真祭殿を守る守護精霊の前に進み出た。

　まさか〈精霊姫〉が禁を破るなどとは思ってもいなかったのだろう。不意を打たれた守護精霊は、ルビアの意図に気付く間もなく、絶対零度の魔焔に呑のまれて消滅した。

〈精霊王〉への拝はい謁えつを妨げる者は、もはや存在しなかった。

　もとより、祭殿に足を踏み入れることを許されているのは〈精霊姫〉だけなのだ。祭殿の外に配備された精霊騎士たちは、中で起きていることに気付きもしなかっただろう。

　彼女は真祭殿に至る無限回廊を抜け、最奥の間へとたどり着く。

　そして、そびえ立つ最後の扉を解放した。

　はるか高みへと続く階段の最上部。

　巨大な御み簾すに覆われた、玉座の上に──

「──私は、あれを見た」

　ぞわり──と。

　彼女の全身が、怖おぞ気けだつように戦慄おののいた。

　あの〈最強の剣舞姫〉を騙かたっていた少女が。

　怒りではなく、おそらくは、純然たる恐怖に震えたのだ。

　蒼白になった彼女の表情に、三人は思わず息を呑む。

「なにを──」

　最初に声を発したのは、カミトだった。

「あんたは〈精霊王〉の真祭殿で、いったい何を見たんだ？」

　ルビアは──

　紅玉の瞳に明白な恐怖の色を浮かべ、

「──貴様も私と同じものを見たはずだ。三年前に」

「……っ！」

　心臓に鋭利な刃を差し込まれたような感覚を覚えた。

　額ひたいに浮かんだ冷たい汗が、地面に滴り落ちる。

「カミトが、姉様と同じものを？」

　クレアは訝いぶかしむように眉をひそめるが──

　すぐにハッとして呟つぶやく。

「……そ、そうよね。あんた、前回の〈精霊剣舞祭〉の──」

（……そういえば、クレアにはもう知られちまったんだな）

　気まずそうに目を逸そらしながら、カミトは胸中で嘆息する。

　カミトを見るクレアの目に、責めるような色はない。若干の戸惑いを含んでいるようではあるが、それはともかく──

（……俺おれは、三年前に〈精霊王〉の姿を見ている？）

〈精霊王〉への拝謁は、たとえ〈精霊姫〉であっても、絶対の禁忌とされている。

　だが、それには唯一の例外があった。

　──そう、〈精霊剣舞祭〉の優勝者だ。

　過酷な剣舞を勝ち抜いた精霊使いはその報償として、真祭殿に君臨する〈精霊王〉の前で、望む〈願い〉を直接口にすることができる。

（……っ！）

　ズキリ──と、頭の奥で疼うずくような痛み。

　あの時のことを思い出そうとすると、思考に靄もやがかかったような状態になる。

「……あの日、俺おれはたぶん、あんたと同じものを見たんだろう」

　ようやく口を開き、カミトは小さくかぶりを振った。

「けど、俺にはその時の記憶が一切ないんだ」

　真祭殿の最奥に存在したもの。

　記憶にある唯一の光景は、レスティアを呑のみ込こんだ黒い闇のイメージだ。

　カミトの視線は、左手に握った闇の魔剣に吸い寄せられる。

（レスティア、お前は知っているのか？）

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉を絶望させたものの正体を。

「あの日、私が見たのは──」

　と、ルビアが口を開きかけた、その時。

　虚空から突然、激しい炎が噴き上がった。

「……なんだ!?」

　カミトは素早く双剣を構え──

　それから、ハッとルビアに視線を移す。

「……っ、あ、くっ、ぅ……！」

　ルビアが床にうずくまり、苦く悶もんの声をあげていた。

　額ひたいに大量の汗を浮かべ、両腕からは赤い血を滴らせている。

「ね、姉様っ、どうしたの！」

　いち早く異変に気付いたクレアが彼女の手をとった。

「熱あつっ！」

　その血に触れた途と端たん、小さく悲鳴を上げる。

　流れ出た彼女の血は、煮えたぎる溶岩のように沸騰していた。

「なに……これ……姉様、いったい、なにをしたの……？」

　ルビアの袖をまくったクレアが息を呑む。

　彼女の腕を覆うように、蛇を思わせる禍まが々まがしい刻印が刻まれていた。

（あれは、呪装刻印……！）

「……っ、最後の刻ときが、来たようだ」

　血ちの気けを失った表情で、ルビアは儚はかなく微笑ほほえんだ。

「最後って……姉様、どういう……こと……？」

「──煉れん獄ごくの焔ほのおが、私の魂を求めている」

　刹せつ那な、虚空から生まれた紅ぐ蓮れんの炎が、ルビアに牙を剥むいた。






第二章　双剣演武






「……っ！」

　ほとんど反射的に──

　カミトは手にした双剣を振り抜いていた。

　まばゆく輝く鋼はがねの剣──〈テルミヌス・エスト〉が殺到する炎を弾はじき、逆手に構えた魔剣が逆方向から迫る炎を打ち払う。

「クレア！」

　カミトが叫ぶより先に、クレアは〈炎の鞭フレイムタン〉を召喚していた。

　周囲を円形に薙なぎ払はらい、燃え立つ炎の壁を出現させる。

「どういうことだ？　なぜあんたの炎があんたを襲う？」

　カミトは背後のルビアに視線を向けた。

　ルビアは苦痛をこらえた表情で、

「あれは、私自身の炎ではない……」

「なに？」

「あの炎は……この命を代償にして……手に入れたものだ……」

「カミト、来るわよ！」

　クレアが叫んだ。

　荒れ狂う炎は炎の壁を食い破り、身動きのとれないルビアに襲いかかる。

　カミトは舌打ちすると、交差させた双剣で炎を受け止めた。

（……さっきよりも、炎の勢いが増している？）

　肌を炙あぶる熱で、直感的に悟る。

「……このっ、消し炭になりなさいっ！」

　双剣に執しつ拗ように食らいつく炎を、クレアの〈炎を燃やす焔ほのお〉が焼き尽くした。

　炎が消滅したその場所で、玻は璃りの砕けるような澄んだ音が響く。

　砕け散ったものを訝いぶかしげに見て──カミトは目をみはった。

　透き通った真しん紅くの結晶──〈神殺しの焔〉の欠片かけらだ。

「……なっ!?　〈レーヴァティン〉は砕いたはず──」

「お前が砕いたのは、私の精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。精霊そのものが滅びたわけでは……ない」

　ルビアが喘あえぐように言った。

　両腕の呪装刻印が禍まが々まがしく輝き、軍服は濃い血の色に染まっている。

「〈レーヴァティン〉は、過去の精霊戦争において〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉に敗れ、封印された精霊兵器。故ゆえにあれは〈精霊王〉を憎み、同じ目的を抱く私に力を貸した。しかし──」

　ルビアは激しく咳せき込こんだ。赤い血の華が地面に散る。

「本来、あれは人の身で契約できるような精霊ではない。分を超えた契約の代償として、かの精霊が求めたのは──私の命だった」

「……っ、そんな……！」

　クレアは引きつった悲鳴をもらし──

「命を媒介にした契約なんて、何年も維持できるはずない──」

　ハッと何かに気付いたように息を呑のむ。

「そのご大層な呪装刻印は、不可能な契約を維持するためのものか」

　カミトが静かに呟つぶやいた。

「……」

　ルビアは答えない。唇を噛かみ、全身を苛さいなむ激痛に耐えている。

（……彼女は、教国に渡って〈骸連盟マーダーズ〉と接触していた）

　死の商人の組合である〈骸連盟〉は、違法な呪装刻印を刻む施術も扱っている。彼女はおそらく、そこで自身の肉体に呪装刻印を刻んだのだろう。

　本来の契約に上書きを重ね、無数の偽りの契約で、最強の炎精霊を縛り付けた。

　だが、そんな方法がいつまでも続くはずがない。姫ひめ巫み女ことして最高の素質を備えた〈精霊姫〉といえど、いずれ肉体への負荷が限界を迎えるのは明白だ。

「あんた、最初から死ぬ気だったのか？」

「貴様を〈魔王〉として覚醒させれば、あとは憎悪に駆られた〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意思が〈精霊王〉を斃たおすはずだった。……そうなれば、私の命など用済みだろう」

　血の混じった咳せきをしながら、ルビアは平然と言い放つ。

　カミトは彼女を睨にらむように見下ろして、

「ずいぶんと身勝手な計画だな」

「……理想論では、なにも救えない。それは、私が〈精霊姫〉だった頃ころに、身をもって知ったことだ。たとえ多くの犠牲が出ようと、世界を救うにはこの方法しかない」

「違う。そんなことじゃない」

　カミトはかぶりを振った。

「……な……に？」

「考えなかったのか？　あんたが死んで、悲しむ奴やつがいるってことを」

「……」

　紅ぐ蓮れんの炎が咆ほう哮こうした。地の底から響くようなその声に、全身の神経が逆立つ。

　広間の温度が一気に上昇し、虚空に濃密な気配が生まれた。

「カミト……」

「ああ──」

　不安そうなクレアの声に、こくっと頷うなずくカミト。

「あれが──〈神殺しの焔ほのお〉の本体か」

　額ひたいを冷たい汗が流れ落ちた。

　それは──

　虚空に浮かぶ〈手〉だった。

　燃え立つ紅ぐ蓮れんの炎を纏まとった、巨大な手。

　狂おしく、なにかを探すように、虚空を彷徨さまよっている。

「本体などではない。あれは〈神殺しの焔ほのお〉の一部だ」

「……あれで一部だと？」

　信じられない心地でうめく。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエは、強大な精霊の力の一部を、契約によって引き出しているに過ぎない。

　つまり、ルビアの振るっていたあの〈レーヴァティン〉でさえ、最強の炎精霊の断片的な力の発露でしかなかったのだ。

　だが、虚空から突き出たあの腕は──

（……魔神級、どころじゃないな）

　腕だけでこの熱量だ。本体が顕現すれば間違いなく、この空間ごと消滅する。

「──クレア」

　と、ルビアが微かすかな声を洩もらした。

「姉様？」

「今ならまだ間に合う、ここから逃げろ」

「……っ、そ、そんなの嫌よ！　……あたしはあいつと戦うわ」

「無駄だ。あれは人の手に負える存在ではない」

　ルビアは厳しい眼まな差ざしで首を振る。

　虚空から、ゆっくりと這はい出でてくる炎の腕を見つめ──

「あれが求めているのは契約の代償だ。私の命を与えれば、本来あるべき場所に帰還するだろう。私は敗北した──その報いを受けるだけだ」

　ふっと諦めたような微笑を浮かべる。

「そ、そうだ！　姉様の魔石を砕けば、強制的に〈浮遊島ラグナ・イース〉に転送されるわ」

「あれは私の心臓に刻まれた精霊刻印を媒介して召喚される。奴やつを〈浮遊島〉に持ち込めば、途と轍てつもない被害をもたらすだろう」

「……っ！」

　クレアは唇を強く噛かんだ。

　大切な姉を救えない。救うだけの力がない。

　逃れられない絶望に、言葉を失う。

　と──

「諦めるな」

　クレアの肩に、ぽんと手が乗せられた。

　カミトだ。不敵な笑みを浮かべ、虚空に浮かぶ炎の腕を睨にらんでいる。

「カミト……」

「ルビア、あんたもだ。絶望するにはまだ早すぎる」

　振り向いたカミトに、ルビアは訝いぶかしげな目を向けて、

「私の命を守ることに……なんの意味がある……？」

「……さあな」

　適当に肩をすくめ、カミトは双剣を構えなおした。

（……もう、あんたの妹の悲しむ顔を見たくないだけだ）

　理由といえばそんな単純なものだったが、教えてやる義理もないだろう。

　それに、当のクレアの前でそれを口にするのは、やはり気恥ずかしい。

「あんたには、まだ訊ききたいことがあるしな」

「それは貴様が生きていればの話だ。いまはまだ腕だけだが、ひとたび本体が顕現すれば、あれが喰くらう贄にえは私一人では足りなくなるぞ」

「──なら、倒せばいい」

「……愚かな。〈魔王〉の力に覚醒している状態ならばともかく、満まん身しん創そう痍いの貴様にどうにかできる存在では──」

「勝機がないわけじゃない。あれの本体は、まだ顕現してないんだろ？」

　背後のルビアから視線を外し、カミトは一歩踏み出した。

（……そう、勝機はある）

　自身に言い聞かせるように呟つぶやきながら、もう一歩前に出る。

　炎を纏まとう巨大な手。

　虚空の裂け目から、徐々にこちら側に出てこようとしている。

　だが、腕だけだ。

　本体が顕現するには、あの虚空の裂け目は狭すぎる。

　ルビアの身体に刻まれた呪装刻印が、まだ契約を縛っているのだ。

（本体が顕現する前なら、あるいは──）

　猛たけり狂くるう炎の手を睨にらみ据すえながら、双剣に神威カムイを流し込む。

　この〈ロスト・カテドラル〉は、廃都の地脈から神威を吸い上げる、大規模な魔術装置だ。この空間にいるだけで、神威を補充することができる。

（──問題は、肉体のほうだな）

　双剣奥義を放った負荷で、全身の筋肉が悲鳴を上げていた。

　……ズ……ズズ……ズズズズ……ズ……！

　耳障りな雑音とともに、炎の腕が一気に這はい出でてくる。

（──考えてる時間はない、か）

〈レーヴァティン〉──聖域に封印された精霊兵器にして、最強の炎精霊。

　あれが完全に顕現すれば、すべてが終わる。

　まだ不完全なうちに、押し戻すしかない。

　もっとも、たとえ押し戻したところで、精霊契約が残っている以上、時間稼ぎにしかならない。あれは何度でもルビアの命を求めてくるだろう。

　だが、カミトにはある考えがあった。

　成功するかどうかはわからないが──

　なんにせよ、ここで倒せなければ意味はない。

　炎精霊が、掌てのひらを開いた。

「カミト、来るわよ！」

　警戒の声を発するクレア。

　炎の熱で空気が揺らぎ、次の瞬間。

　指先から巨大な火球が放たれる──！

　紅ぐ蓮れんの尾を曳ひいて飛来する、圧倒的な熱量の塊かたまり。

　クレアの得意な〈火炎球フアイアボール〉の魔術だ。ただし、その威力は桁けた違いだが。

　炸さく裂れつ。カミトの目の前で、火炎球フアイアボールが激しい炎を噴き上げる。

　轟ごう音おんと、渦巻く熱風の中心で──

「なんて威力……」

　床に銀剣を突き立てたフィアナが、額ひたいの汗を拭いながら呟つぶやいた。

　カミトたちの周囲を、輝く光の障壁が包み込んでいた。

〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉──使役者の周囲に強固な結界を構築する精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

　スカーレットの契約をクレアに返還したことによって回路が再接続され、再び騎士精霊ゲオルギウスを使役できるようになったのだろう。

「フィアナ、ルビアの守りは任せていいか？」

「ええ。でも、長くはもたないわ」

　フィアナが緊迫した声で言ってくる。

　いまの攻撃はかろうじて防げたが──

　本来の力が顕現すれば、〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉もたやすく破られるだろう。

「ああ。あれが出てくる前に──決着をつける！」

　カミトは頷うなずくと、双剣を手に地を蹴った。

　両手に意識を集中し、心の中で呼びかける。

（二人とも、力を貸してくれ！）

　──はい。私はあなたの剣、あなたの望むままに。

　──私はあなたのものよ、カミト。剣精霊の力は必要ないわ。

　──私も闇精霊の力はいりません。

　二人の契約精霊が火花を散らす。

（だから、頭の中で喧けん嘩かするなって──）

　巨大な腕が空を薙なぐ。神威カムイを籠こめた双剣を手に、カミトは一気に踏み込んだ。

　広範囲を焼き払う煉れん獄ごくの炎。この距離で躱かわすのは不可能だ。

　だが、恐れることはない。それがただの炎であるならば──

「絶剣技、四ノ型──焔ほむら斬り！」

　炎を吸収し、精霊魔装エレメンタルヴアツフエに火属性を付与する絶剣技だ。

　斬り裂かれる炎。白銀に輝く〈テルミヌス・エスト〉の刃が灼熱化する。

　熱風が頬ほおを炙あぶる。構わずに、カミトは突き進んだ。

「汝なんじ、真なる闇よ──貫け！」

　漆黒に濡ぬれた闇の刃が、禍まが々まがしい真しん紅くに輝く。

　炎を噴き上げる腕に向かって、カミトは神速の一撃を繰り出した。

　剣けん尖せんが炎精霊を貫く、たしかな手応え。

　だが──

「……っ!?」

　闇の魔剣が炎に呑のみ込こまれる。

　かつて、数々の精霊を滅してきた〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉の一撃でさえ、〈レーヴァティン〉に決定的なダメージを与えるには至らない。

　しかし、カミトの放った一撃は、まったくの無為というわけではなかった。

　ダメージを負ったことで、ようやくカミトを捕食対象ではなく、敵と認識したらしい。

　炎の指先が〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉の刀身を掴つかみ、そのまま虚空に引きずり込む。

「……っ！」

　カミトは咄とつ嗟さに、右手の〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振り抜いた。

　斬り飛ばされる炎の指。カミトは即座に闇の魔剣を引き抜くと、後方に跳躍する。

　炎の腕が追ってくる。顕現しているのが腕だけではわかりようもないが、おそらく、怒り狂っているのだろう。

（……ま、当然か。契約の贄にえを踏み倒そうってんだからな）

　カミトは一瞬、ルビアに目を移した。

　フィアナの構築した〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉の障壁。その中で、彼女はうずくまってこちらを見据えていた。

　──まるで理解できない、という表情で。

（四年前、真祭殿でなにを見たのかは知らないが──）

　振り下ろされる拳こぶしを交差させた双剣で弾はじき、さらに距離を稼ぐ。

（あんたは絶望するのが早すぎたんだ、ルビア・エルステイン）

　それは、わずかな自嘲を含んだ呟つぶやきだった。

　カミト自身、かつては深い絶望にとらわれていたのだ。

　三年前、レスティアを失ったあの時に。

（──あれから、俺おれは抜け殻のような人生を生きてきた）

　だが、絶望から抜け出す切っかけをくれたのは──

　斬り飛ばした炎精霊の指が再生する。振り下ろされる拳を紙一重で回避して、

　──だめ、カミト！

　頭に響くレスティアの警告。

　突如、虚空の裂け目が大きく開き──

　──ズ……ズズズズズッ……！

　炎精霊の腕が伸びてきた。

（……っ、しまっ──）

　カミトの予測を超え、眼前に迫る巨大な手。

　双剣で炎を防ぐことはできる。だが──

（……圧殺される!?）

〈神殺しの焔ほのお〉の圧倒的な力までは受けきれない。

　二振りの剣ごと、床に叩たたきつけられる。

「ぐ、あっ……！」

　全身が石の床にめりこんだ。炎の熱が髪を焦がし、肺の空気を奪ってゆく。もっとも、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの加護がなければ、肉体などとうに消滅しているだろうが──

　と──

「カミト！」

　風を裂いて放たれた炎の鞭フレイムタンが〈神殺しの焔〉の腕を絡めとる。

　消失する圧迫感。その隙すきを見逃すカミトではない。〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を盾に、交差させた〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を滑らせ、横転して脱出する。

　叩きつけられる巨腕。爆風が吹き荒れ、カミトの身体は宙を舞う。

　体勢を崩したカミトの足を炎の鞭フレイムタンが捕らえ、素早く地上に引き戻した。

「……クレア、助かった」

「もうっ、一人で無茶しないで」

「悪い……」

　カミトは肩をすくめて苦笑する。

　そう、カミトが絶望から立ち直る切っかけをくれたのは──

　クレアたち、学院で出会ったチームの仲間だ。

　たとえ過去に〈最強の剣舞姫〉と呼ばれる力があったとしても、一人では、ここまで来ることはできなかった。

（……あんたは、もっと誰だれかに頼るべきだったんだ）

　しかし、絶望した彼女が求めたのは仲間ではなく、優秀な駒だった。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉──突出した異能者の集団。

　と──

「カミト、あんたはしばらく下がってた方がいいわ」

「え？」

「あんたの神威カムイ、もう尽きかけてる」

「……！」

　指摘されて気付く。

　左右の手に握った双剣が、激しく明滅していた。

　最高位の精霊魔装エレメンタルヴアツフエの同時展開は、想像以上に神威カムイを消耗するようだ。

〈ロスト・カテドラル〉による神威供給さえ、まったく追いついていない。

　──大丈夫……です……カミ……ト……！

　──まだ……いける……わ……！

　頭の中に響く、エストとレスティアの声。

　だが、その声は先ほどよりも不明瞭になっている。

　やがて、両手の精霊刻印の輝きは消失し、その声も聞こえなくなってしまった。

「……っ、マズイな……」

「あたしが時間稼ぐわ。カミトは回復に専念して」

「けど、おまえ──」

　カミトは躊躇ためらった。

　相手は最高位の炎精霊だ。クレア一人では──

「フィアナ、お願い──」

「ええ」

「……？」

　いつのまに忍び寄っていたのか──

　声はすぐ背後から聞こえた。

　くいっと襟首を掴つかまれ、光の障壁の中に引き込まれる。

　同時に、クレアは荒れ狂う炎の中に飛び込んでいった。

「フィアナ、離してくれ──！」

「だめよ」

　フィアナは叱るように言ってきた。

「ここはクレアにまかせて。神威の枯渇したいまの状態じゃ、あの〈レーヴァティン〉に致命傷を与えることなんてできないわ」

「……っ！」

　彼女の手を振り払うことは簡単だ。

　そうしなかったのは、たんに彼女の言い分が正しいと認めたからに過ぎない。

　カミトは双剣を握った手を下ろした。

「この塔は神威の集積装置よ。集中すれば、すぐに神威を回復することができる」

「……それでも、数秒で、ってわけにはいかないだろ」

　カミトの精霊魔装は、二振りとも桁けた違いの神威を消耗するのだ。

　早くて数分。……それだけの時間を、クレアが持ちこたえられるとは思えない。

「──姉様は、あたしが守る！」

　燃える炎の髪をなびかせて──

　クレアは跳躍した。

　虚空から突き出た巨大な腕を、真しん紅くの斬閃が切断する。

「まさか──」

　カミトは驚きに目を見開いた。

　元素精霊界アストラル・ゼロの条理法則にしたがえば、炎が炎を斬り裂くことは不可能とされている。

　彼女は〈炎を燃やす焔ほのお〉の力を、精霊魔装エレメンタルヴアツフエに上乗せしているのだ。

　紅ぐ蓮れんの炎を縦横無尽に薙なぎ払はらい、〈レーヴァティン〉を斬り裂く炎の鞭フレイムタン。

〈闇の精霊姫〉として覚醒したクレアは、あの焔を使いこなしているようだ。

（とはいえ──）

〈レーヴァティン〉の腕はすぐに再生し、さらに強大な炎となってクレアを襲う。

　クレアの表情にも疲労の色が濃くなっているようだ。

（……やはり、生半可な攻撃は効かないか）

　はやる気持ちを抑えつつ、カミトは胸中でうめいた。

　目を閉じて、両手の双刻に神威カムイを集めるよう、意識を集中する。

　地脈からもたらされた神威が体中を巡るのを感じる。

　だが、その量は微々たるものだ。

　一度〈魔王〉として覚醒してしまったカミトの肉体は、あらゆる加護を与える〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉の効果さえ弾はじいてしまうらしい。

　この程度の神威では、最高位の精霊魔装を起動することは出来ない。

（早く……早く……！）

　と──

「何な故ぜ──」

　カミトの耳が微かすかな声を拾った。

「何故、お前たちは絶望しない？」

　ルビアが、血ちの気けを失った表情で、カミトを見据えていた。

「……」

　なんと答えるべきか迷っていると──

「贄にえは私一人で十分だ。いまなら、まだ逃げられる──」

　彼女は、血に塗れた軍服の内側から、何かを取り出した。

　金属の光沢。その手に握られていたのは──

　鎖のついた小さなペンダントだ。

「それは──」

　……見覚えがある。

　今からおよそ二ヶ月前。

　カミトが学院に編入した日、クレアに見せてもらったのと同じものだ。

　獅し子しの紋章のあしらわれた、エルステイン家のペンダント。

　それを、カミトに向かって放ほうってきた。

「……なんのつもりだ？」

「妹に──渡して欲しい」

　カミトは肩をすくめると、

「遺言なんてやめろ。あんたが死ねば、クレアが悲しむ。俺おれはもう、あいつのあんな顔は見たくないんだ」

「……」

「──いいかルビア、俺はあんたを意地でも守るぞ」

　カミトがきっぱり言うと、彼女は──

　桜色の唇をきゅっと噛かみ締しめて、

「──貴様は、本当に……愚かだ」

　カミトの腕にそっと触れた。

　瞬間。

（……っ、なんだ!?）

　灼熱の炎がカミトの全身を駆けめぐる。

　熱い。心臓が炉のように燃え、血液が沸騰する。

「……俺に……なにをした……？」

「〈鳳凰の血エターナル・ブラツド〉──最高位の姫ひめ巫み女こにのみ唱えることを許された、回復魔術だ」

「回復魔術……？」

[image: ]

　カミトは訝いぶかしんだ。

「俺おれには効かないはず──」

「カミト君、〈鳳凰の血エターナル・ブラツド〉は、聖属性の精霊魔術じゃないわ」

　フィアナが首を横に振った。

「火属性に唯一存在する、治ち癒ゆ系統の魔術よ」

「火属性の治癒魔術……」

　ルビアの指先から、灼熱の炎が流れ込んでくる。

「これは、大丈夫……なのか？」

　カミトは以前、ルビアに刻印魔術を刻まれたときのことを思い出した。

　たしかに、あのときのような激痛は感じないが──

「ええ。正統な〈精霊姫〉の魔術よ。通常の治癒魔術と違って、擬似的なものだけど」

「……貴様は〈魔王〉の後継者。〈精霊王〉を滅ぼすことのできる唯一の存在だ。ここで死なせるわけには……いかない……」

　ルビアの指先がカミトの腕から離れる。

「……私の妹を、頼む」

　かすれ声で呟つぶやいて──

　そのまま、膝から崩れ落ちるように倒れ込んだ。

「……ああ。まかせろ」

　カミトは静かに頷うなずいた。

　体内で荒れ狂う煉れん獄ごくの炎。ほとんど暴走状態に近い神威カムイを、無理矢理ねじ伏せる。

　神威を両手に籠こめた途と端たん、双剣はふたたび眩まばゆい輝きを取り戻した。

（これが大陸最高の〈精霊姫〉の神威か……！）

　目が眩くらむほどの輝きに、カミトは思わず息を呑のむ。

　並の精霊使いとは比べものにならない。神威の量が桁けた違いなのだ。

「カミト君、もう結界がもたないわ！」

　フィアナが悲鳴をあげると同時、床に突き立てた銀剣が消滅する。

〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉の加護が解け、熱風が一気に吹きつけた。

「……っ、カミト、早く……！」

　クレアが叫ぶ。カミトは一気に跳躍すると──

「絶剣技、初ノ型──紫電！」

　クレアを襲う炎の腕を叩たたっ斬った。

「クレア、もういい。下がってくれ」

「……わかったわ」

　一瞬で位置を入れ替え、後方に下がるクレア。

　真まっ二ぷたつにした炎の腕はすぐに再生し、カミトを襲う。

　やはり、無尽蔵の神威をもつ最強の炎精霊に、生半可な攻撃は通じない。

（圧倒的な力で、あの虚空の〈門〉ごと一気に破壊するしか──）

　と、その時だ。

　──……カミト、聞いて……

　頭の中に声が響く。

（……レスティア？）

　向かってくる炎を弾はじきながら、訊きき返す。

　──今の状態で、大技を放つのは無謀だわ。

　それはカミトにも分かっていた。ルビアに託された神威カムイがあるとはいえ、満まん身しん創そう痍いの肉体では、最強の剣技を放つことはできないだろう。

　だが、あれを仕留めるには、対精霊用の絶剣技を使うしかないのも事実だ。

（……けど、それに賭けるしか──）

　──イメージして。あなたに相応ふさわしい剣の姿を。

（……え？）

　──べつに、三年前と同じ姿にこだわる必要はないでしょう？

　指摘されて、気づく。

（──そうか！）

　いまカミトが手にしている精霊魔装エレメンタルヴアツフエは、二振りとも両手持ち用の大剣だ。

　一撃の破壊力は高いが、その分肉体への負荷も激しい。

　ならば──

　──あなたも、構わないわね。聖剣さん？

　──私はカミトの剣、カミトの望むままに。

　挑発するような口調のレスティアに、エストも刃を輝かせて応える。

（双剣、か……）

　脳裏に想おもい描くのは、かつて愛用していた暗殺用の剣。

　両手の刻印に神威を流し込みながら──

　その重さ、形状、バランスを記憶の中から蘇よみがえらせる。

（……これだ！）

　イメージが固まった、その瞬間。

　両手の双剣は光の粒子となって、それぞれの姿を変化させる。

　大型の大剣から、小型の片手剣へ──

（──いける、これなら！）

　白と黒に輝く双剣を逆手に構え、カミトは跳躍した。

　身体が軽い。両手の剣はまったく重さを感じさせない。

　激しく燃える炎を斬り裂きながら、広間を一瞬で駆け抜ける。

〈レーヴァティン〉の手の平が火炎球フアイアボールの雨を放った。

　緋ひ色いろの炎が一瞬で視界を埋め尽くし、カミトを呑のみ込こむ。

　だが、カミトは更に加速。炎の中に飛び込むと──

「双剣技──〈大蛇オロチ〉！」

　縦横無尽に奔はしる白と黒の剣閃が、火炎球フアイアボールを次々と叩たたき落とした。

〈教導院〉の暗殺技──グレイワースに使用を禁じられた、邪剣の類たぐいだ。

　──魔女に叱られるわね、カミト。

「いまさら知るか──」

　からかうような口調のレスティアにそう答え、カミトは突き進む。

〈レーヴァティン〉が再び火炎球フアイアボールを生み出し──

「させるかよっ！」

　カミトは黒の魔剣──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を横よこ薙なぎに振るった。

　闇色に輝く刃から、漆黒の雷光が迸ほとばしる。

　──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉。三年前の〈精霊剣舞祭〉で、数多あまたの精霊使いを倒した技だ。

〈レーヴァティン〉の手の中で火炎球フアイアボールが暴発。衝撃が広間を震わせる。

「おおおおおおおっ！」

　飛散する瓦が礫れきをかいくぐって一気に肉薄。地面を蹴って跳躍する。

（これで決める──！）

　最大の神威カムイを籠こめた双剣を、同時に振り下ろし──

　刹せつ那な、虚空の裂け目がひろがった。

（……っ!?）

　這はい出だしてくる、もう一本の腕。

（……っ、躱かわせない！）

　瞬時に判断し、双剣を十字に交差させる。

（──頼むっ、耐えてくれ！）

　両手持ちの大剣に比べ、片手剣の耐久力は大幅に落ちる。いかに伝説級の魔剣、聖剣といえど、最強の炎精霊の力を受けきれるかどうか──

（ここで押し負ければ、消し炭になる──）

　その時だ。広間を覆う炎の壁が突然、割れた。

「──ファーレンガルト流槍術、飛ひ閃せん槍そう！」

　炎の壁を突き破り、烈風を纏まとった魔槍が、炎の腕とカミトの間に割り込む。

　槍を投げ放ったのは──

（──エリス！）

　宙を舞うカミトの視界に映ったのは、ポニーテールの髪をなびかせた少女騎士だ。

　地面に突き立った魔槍が旋風を生み、カミトの身体を宙へと舞い上げる。

　チームメイトの生み出してくれた、一瞬の空くう隙げき。

　だが、それで十分だ。

　空中で双剣を構え、体内で荒れ狂う神威を刀身に籠こめる。

　そして──

「絶剣技、破ノ型──烈華螺旋剣舞・三十六連！」

　閃ひらめく無数の剣閃が、虚空の〈門〉ごと〈レーヴァティン〉を打ち砕いた。





　　　　◇






「は、ははは！　面白い、貴様は最高に面白いなあ、カゼハヤ・カミト！」

〈ロスト・カテドラル〉の最上階。つい先程までクレアが囚とらわれていた祭殿で──

　教国の魔女は遠見の水晶をのぞき込み、ひとり嗤わらっていた。

「しかし、ルビア・エルステインは詰めが甘かった。生半可な情をかけるからこうなるんだ。俺おれなら、クレア・ルージュの精神を完全にブッ壊してから、俺好みの〈闇の精霊姫〉に仕立てただろうよ──」

　皮肉っぽく唇を歪ゆがめ、

「おかげであてが外れちまった。……が、まあいい。場合によっちゃあ、もっと面白いことになりそうだしな、ククク……」

　蛇のような目で、水晶に映り込む闇の魔剣をじっと見つめる。

　レスティア・アッシュドール。

〈魔王〉を覚醒に導く、闇の精霊王レン・アツシユドールの意志。

　ただし、いまの闇精霊は、何か違うものに変質しているようだ。

　シェーラ・カーンの姿をしたそれは、不敵な笑みを浮かべ、

「ここはおまえの勝ちってことにしといてやるよ、カゼハヤ・カミト。お姫様が失敗した以上、余興につきあってやる義理もない」

　胸もとから〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の紋章が刻まれた〈魔石〉を取りだした。

　指先に力を込めると、〈魔石〉にひびが入り、やがて粉々に砕け散る。

〈魔石〉の破壊によって即座に〈転送〉の魔術が発動。シェーラ・カーンの肉体が光の粒子となって虚空に消えていく──

「ク、ク、戦争が起きるぞ。かつての魔王戦争、ランバール戦争をも超える、人間界にかつてなかったような大戦争が、なあ！」





　　　　◇






「──おおおおおおおっ！」

　最後の剣閃が虚空を薙なぐ。

　荒れ狂う炎の腕は、空間の亀裂と共に跡形もなく消滅した。

　フロアを覆っていた炎の柱も同時に消きえ失うせ、一瞬の静寂がその場を支配する。

　双剣を構えた姿勢のまま、カミトは地面に降り立った。

　そのまま、膝から崩れ落ちるように倒れ込む。

「……っ、カミト！」「カミト君！」

　あわてて駆け寄ってくるクレアとフィアナ。

　扉からあらわれたエリスたちも、反対側から走ってくる。

「カミト、大丈夫か！」「カミトさん！」

「……痛いってぇ……」

　うめきながら顔を上げると、心配そうにのぞき込む四人の顔があった。

　何かを叫んでいるようだが、よく聞き取れない。聴覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

「……エリス……リンスレット、無事でよかった……」

　起き上がることもできないまま呟つぶやく。

　腕の神経が損傷したのか、指一本動かせない。

　対精霊殲せん滅めつ用の絶剣技を使った反動だった。

「……シェーラ・カーンを……倒したのか？」

　なんとか唇だけを動かして、二人に訊きく。

「いや──」

　と、エリスは悔しそうに首を振った。

「教国の魔女は逃走したよ。……というか、あれは見逃されたというべきだろうな。レオノーラ殿が助太刀に来てくれなければ、私たちはあの魔精霊に敗れていた」

「……レオノーラが、間に合ってくれたのか」

　下のフロアで戦った際、カミトはレオノーラの〈魔石〉を奪わなかった。かわりに、シェーラ・カーンと交戦中のエリスたちの助太刀を頼んだのだ。

　彼女は、敵であるカミトとの約束を守ってくれた。

「……その、レオノーラは？」

　地面に倒れたまま、カミトは視線をめぐらした。

　魔竜をしたがえた彼女の姿は、どこにも見当たらない。

「……彼女は決勝戦を棄権した」

「棄権？」

「ああ。レオノーラ殿から、君への伝言だ」

　エリスは頷うなずくと、懐から〈魔石〉を取り出した。

「私は全力でカミトと剣舞を舞い、そして敗北した。往生際の悪い真ま似ねをして、あの最高の剣舞を穢けがしたくはない──彼女はそう言っていた」

「……そうか」

　それはいかにも彼女らしい退ひき際ぎわだ。

　彼女と本気の剣舞を舞えたことを、心から誇りに思う。

「……クレアも無事でしたのね」

「……ええ。その……みんな、ありがとう」

「チ、チームメイトを助けるのは当然のことですわ」

「君に素直に礼を言われると、なんだか調子が狂うな」

「髪をおろすと性格まで変わるのかしら？」

「……も、もう、どういうことよ」

　拗すねたように頬ほおを膨らませるクレア。

　その足もとで、スカーレットが嬉うれしそうにしっぽを振っている。

「……とにかく、みんな無事でよかっ──くっ、あっ……」

　突然、カミトの全身を燃えるような激痛が襲った。

　心臓が跳ね、筋肉が痙けい攣れんする。まるで身体の内側を焼かれるような痛みだ。

「カミトっ……ど、どうしたの！」

　クレアがあわててカミトの身体を抱き起こす。

「……っ、すごい熱……！」

「──〈鳳凰の血エターナル・ブラツド〉の反動だ」

　と、背後から静かな声がした。

　全員が振り向く。

「姉様、どういうこと!?」

「カゼハヤ・カミトの肉体を動かしていた炎が尽きたのだ。あれほどまでに肉体を酷使する技を使えば、その反動は凄すさまじいものとなるだろう──」

「そんな……！」

「安心しろ。その男ならば死に至ることはあるまい。〈魔王〉の力が完全に収まったら、そこのフィアナに肉体の治ち癒ゆをまかせるがいい」

「……あんたが……治癒してくれれば早いんだがな……」

　激痛をこらえながら、なんとか皮肉を口にすると、

「あいにく、治癒は私の専門ではないのでな」

　元〈精霊姫〉の少女はにべもなく首を振った。

「ルビア・エルステイン……」

　と、エリスが槍を構え、警戒するように彼女を睨にらむ。

「貴様、いったいなにを目もく論ろんでいる？」

「……ファーレンガルトの娘か」

　石柱にもたれたまま、静かにエリスを睨むルビア。

「……よせ、エリス」

「カミト？　しかし、彼女は──」

「……彼女に、戦う力はもう残っていない。無抵抗の人間に剣を振るえば、騎士の名誉を穢けがすことになる……」

「力が残っていない？」

「……そうだな。たしかに、私に残された力は消滅した……ようだ」

　口調にわずかな皮肉を込めて、ルビアは言った。

　腕の呪装刻印から流れる血は、すでに止まっている。

「……精霊との契約そのものを断ちきるとは──その聖剣の力か」

「前に、一度試したことがあってな」

　クレアに身体を支えられたまま、カミトは頷うなずく。

〈レーヴァティン〉を一時的に押し戻したところで、根本的な解決にはならない。契約の絆きずなで繋つながっている限り、あれは何度でも彼女の命を贄にえとして求めるだろう。

　だが、最強の炎精霊の本体を倒すことなど論外だ。あれは人間の精霊使いがどうこうできる相手ではない。

　ゆえにカミトは、〈レーヴァティン〉とルビアを繋ぐ契約を断ち切ったのだ。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉──テルミヌス・エストの力だ。

　最強の対魔術性能を有し、あらゆる呪いを吸収するこの魔剣は、同時にあらゆる呪いを解く聖剣でもある。そして、精霊使いと精霊とのあいだで交わされる精霊契約もまた、呪いの一種なのだ。

　以前、カミトはヴェルサリア・イーヴァの心臓に刻まれた呪装刻印をテルミヌス・エストで破壊したことがあった。もっとも、あの時は精霊との契約ではなく、精霊に狂乱をもたらしていた呪装刻印のみを破壊したのだが。

（……どうやら、賭けには勝ったみたいだな）

　カミトは手にした聖剣に胸中で呼びかけた。

（……エスト、よくやってくれた）

　──はい。私はカミトの愛剣ですから。

　──あら、なにを勝手なことを言っているのかしら、聖剣さん？

　──カミトは私とお話ししているのです。闇精霊は黙っていてください。

（だから、頭の中で喋しやべらないでくれ……）

　こめかみを押さえてうめくカミト。

「契約を断ち斬った──」

　クレアがハッとして言った。

「なら、姉様が契約の代償を求められることは、もうないのね」

「……ああ。そのはずだ──」

　カミトはルビアに視線を移すと、

「あんたには、まだ訊ききたいことがあるからな。ここで勝手に死なれちまうわけにはいかないんだよ」

　彼女の目をまっすぐに見つめた。

「──まだ、答えてもらってなかったよな。四年前、あんたは〈精霊王〉の祭殿で、いったいなにを見たんだ？」

「私は……」

　ルビアの瞳が一瞬、虚空を彷徨さまよう。

　その瞬間、彼女の顔にあらわれた感情を、カミトは見逃さなかった。

　それは、隠しきれない恐怖の感情だ。

　過去に〈教導院〉を壊滅させ、骸連盟マーダーズや教国の軍部と対等に渡り合う、元〈精霊姫〉の少女。そんな彼女が恐怖を抱くものとは、いったい──

　数秒の沈黙の後──

　彼女はようやく口にした。




「──この世ならざるものを」




「この世ならざるもの？」

「そうだ。おそらくは、それがいまの〈精霊王〉を狂わせた存在。そして、おまえたちが精霊王の奇跡と呼んでいるものの正体だ」

「……姉様……なにを……なにを言っているの？」

　クレアが戸惑うような声をあげる。

「覚えておくがいい。〈精霊剣舞祭〉の優勝者に与えられる、この世界の条理法則を超越した奇跡。あれは、おまえたちの望む〈願い〉を叶かなえるものではない」

「……どういうことだ？」

　疑問の声を口にしながら──

　カミトはかつて聞いたある言葉を思い出していた。

　──世間に流布しているほど万能ではないんだよ、精霊王の祝福はね。

（……たしかグレイワースも、そんなことを言っていた）

　彼女もまた、精霊王に謁えつ見けんした人間の一人だ。

（……〈精霊王〉の奇跡、か）

　普通の人間の言葉ならば、愚かな妄言と切り捨てていただろう。

　だが、彼女は──ルビア・エルステインは、かつて精霊王に直接仕えた〈精霊姫〉だ。

　彼女がその地位も責任も、命さえ犠牲にして叛はん逆ぎやくせざるをえなかった、その理由。

〈精霊王〉の狂乱。それが、真実だとすれば──

「しかし、魔王覚醒に失敗した以上、すべては手遅れだ」

　ルビアは軍服の袖から何かを取り出すと、カミト目がけて投げ放った。

　反射的につかむカミト。

「……？」

　彼女が放ほうり投げたのは、赤く輝く〈魔石〉だった。

「真実はその目で確かめるがいい」

「ま、まて、ルビア！」「姉様！」

　同時に彼女の意図に気付く二人。──が、遅い。

〈魔石〉を手放したことにより、転移の魔術が発動。

　ルビアの身体は光の粒子となって、このフィールドから消滅する。

「姉様っ、待って、姉様っ……！」

　クレアの声が広間に虚むなしく響いた。

「……姉様」

　おとずれる静寂。

　やがて──

「……これで〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の総そう帥すいも退場したってわけか」

　手にした〈魔石〉に目を落とし、呟つぶやくカミト。

　ミュア・アレンスタールは姿を消し、リリィ・フレイムはレオノーラに倒された。

　そのレオノーラもまた、自らの意志で退場したという。

「残っているエース級は教国の魔女。それに〈聖霊騎士団〉のルミナリスか──」

〈精霊剣舞祭〉決勝戦終了まで、あと十数時間。

　崩壊した壁の外では、すでに陽ひが落ちかけている。

　と、その時だ。

「む、なんだ!?」

「なんですの？」

　エリスとリンスレットが悲鳴をあげた。

　二人の足もとに突然、輝く魔術方陣が出現したのだ。

「これは〈転移〉の魔術……きゃっ！」

「な、なんだ!?」

　カミトたちの周囲にも同様に魔術方陣があらわれ、

　そして──

「……っ!?」

　視界を眩まばゆい閃せん光こうが満たした。





　　　　◇






　白一色に染まる視界。

　激しい酩めい酊てい感に襲われ、一瞬、身体の感覚を喪失する。

　目を開けると──

　視界に飛び込んできたのは、真っ白い天井だった。

「……ここは？」

　呆ぼう然ぜんとして、硬い床から起き上がろうとすると、

「痛っ──！」

「だ、だめです！　急に起き上がっては……」

　耳元で可か憐れんな女の子の声が聞こえた。

「……？」

　クレアたちの声ではない。だが、なんとなく聞き覚えのある声だ。

（この声は、たしか……）

　眉をひそめ、視線だけで周囲を見回す。

　と──

「……大丈夫……ですか？」

　カミトの顔を覗のぞき込こんでいるのは、真しん紅くの儀礼装束に身を包んだ姫ひめ巫み女こだった。

　頬ほおに落ちかかる艶つややかな黒髪。おびえた小動物のような瞳。

「君は……！」

　思い出した。

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の後継者として〈火の精霊姫〉に選出された姫巫女。

　レイハ・アルミナス。

「……レイハ、どうして君が？　……っていうか、どこだここは？」

　混乱したまま訊たずねるカミト。

　と、〈精霊姫〉の少女はやわらかく微笑ほほえんで、

「落ちついてください。みなさんは〈浮遊島ラグナ・イース〉に帰ってきたんですよ」

　衝撃的な言葉を口にした。






第三章　〈精霊剣舞祭〉閉幕






　目覚めたカミトはレイハに案内されるまま、別の部屋に通された。

　折れた腕に簡単な添え木をして歩く。精霊魔装エレメンタルヴアツフエの双剣は腰に吊つっていた。レイハは預かると申し出てくれたのだが、カミトが断ったのだ。

　レイハについて歩いていくうちに、柱廊に囲まれた庭園が見えた。見覚えがある庭園だ。以前、フィアナと一緒に女装して忍び込んだことがある。

（……〈神儀院〉の大祭殿か）

　何な故ぜかはわからないが、どうやら、本当に〈浮遊島ラグナ・イース〉に転送されたらしい。

「クレアたちは、もう事情を知ってるのか？」

　前を歩く〈精霊姫〉に訊きく。

「いえ。みなさんにもこれからお伝えするつもりです。カミトさんもほぼ同時にこちらに転送されたのですが、肉体の損傷が激しかったようなので、少し眠ってもらい、こちらで簡単な治療をほどこさせていただきました」

「そうか……」

　……たしかに、身体の痛みはだいぶおさまっているようだ。まあ、痛みが消えただけで、実際には相当ガタがきているのだろうが。

「その、俺おれの身体は、聖属性の魔術を弾はじいちまう体質なんだが──」

「はい、それもフィアナ先輩──いえ、フィアナ様から聞いていましたので、その、そういう方法をとらせていただきました」

　なぜか恥ずかしそうに頬ほおを赤らめるレイハ。

「そ、そういう方法って……どういう方法だ!?」

「あ、あの、私の口からはとても……フィアナ先輩がとても積極的で……」

「……」

　なにも聞かなかったことにして、カミトは口をつぐんだ。

　柱廊のつきあたりにある扉の前で、レイハは足を止めた。彼女が扉を開くと、そこは先ほどの庭園に面した広い部屋だった。

　おそらく、身分の高い客人のために用意された部屋なのだろう。中央に木製のテーブルがあり、そこにお嬢様たちが全員揃そろって座っていた。

「あ、カミト。やっと起きたのね」

　カミトが姿を見せると、クレアが声をあげた。〈闇の精霊姫〉の儀式装束から普段の制服に着替え、髪もツーテールにくくっている。

「カミト君、大丈夫？　身体、痛くない？」

「……あ、ああ」

　カミトは頷うなずくと、フィアナの横に座って小声で囁ささやいた。

「フィアナ、まさか……みんなの前であれをしたのか？」

「ふふっ♪　レイハたち、みんな真まっ赤かになっていたわよ」

　悪戯いたずらっぽく笑うフィアナ。

「大丈夫。クレアたちには見られてないから」

「お、おまえな……」

「む、なんの内緒話をしている？」

　向かいの席に座るエリスが不審そうに睨にらんでくる。

「あ、いや、なんでもないぞ」

　カミトはあわてて誤ご魔ま化かすと、真剣な顔でレイハに向き直った。

「……えっと、説明してくれるんだよな。俺たちがここに転送された理由」

「ええ。いきなりここに飛ばされて、納得できないわ」

「全員揃ったことだし、きちんとした説明をお願いしたい」

「はい」

　訊たずねるクレアたちに、精霊姫の少女はこくっと頷くと、

「オルデシア帝国代表〈チーム・スカーレット〉。あなたたちは、〈精霊剣舞祭〉に優勝しました」

　満面の笑顔でそう告げた。
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「……優勝……あたしたちが？」

　最初に沈黙を破ったのは、クレアだった。

「どういうことだ？」「どういうことですの？」

　続けて疑問の声をあげるエリスとリンスレット。

　カミトも首を傾かしげる。

〈精霊剣舞祭〉決勝戦〈クロス・ファイア〉の開催期間は、三日間。

　カミトたちが廃都に転送されてから過ぎた時間は、まだ二日だ。少なく見積もっても、あと十数時間は残っていた。

　だが、レイハは落ち着いた口調で、

「皆さんが戸惑われるのも無理はありません。ですが、〈精霊王〉は私たち〈精霊姫〉にそう託宣を下されました。〈チーム・スカーレット〉の剣舞は、彼らを大いに愉たのしませ、満足させたと」

「その結果は〈精霊王〉が決めたことなのか？」

「はい。〈精霊剣舞祭〉は精霊王に捧ささげる最高位の儀式。最終的に、すべては〈精霊王〉がお決めになることです」

「それはそうだが……」

　納得のいかない顔で呟つぶやくカミト。

「それに、戦果を見れば〈チーム・スカーレット〉の優勝に異論を唱える者は誰だれもいません。脱落者は一人もいませんし、獲得した〈魔石〉の数は圧倒的です。たとえあと十数時間あったとしても、結果は変わらないでしょう」

「……〈魔石〉って、そんなに獲得してたか？」

　カミトは胸元の内ポケットから、獲得した〈魔石〉を取り出した。

　各国のチームの紋章が彫刻された、真しん紅くの精霊鉱石が五つ。

〈聖霊騎士団〉の副団長アルダ・リート。〈竜皇騎士団〉の暴竜精霊使いレグリス・ローア。ミュア・アレンスタール。レオノーラ・ランカスター。最後に〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の総そう帥すい、〈最強の剣舞姫〉を名乗るルビア・エルステインのものがある。

　各国のエース級、指揮官級を複数人撃破。

　団体戦の成績としては、たしかに圧倒的だ。

「あたし、〈聖霊騎士団〉の特務兵を一人倒したわ」

　と、今度はクレアが〈魔石〉を取り出し、テーブルの上に載せた。

「特務兵エイラ・シダール。影精霊の使い手よ」

「これで六つ……か」

「ニャー、ニャー……」

「ん、どうしたのスカーレット？」

　テーブルの下で、火猫精霊がなにかを懸命に訴えている。

　クレアが首を傾かしげながら抱き上げると、スカーレットはぺろっと舌をだした。

　テーブルに転がったのは二つの〈魔石〉だ。

　その表面には〈聖霊騎士団〉の刻印が刻まれている。

「スカーレット、これ、どうしたの!?」

　クレアが驚きに目を見開く。彼女も知らないようだ。

　レイハは二つの〈魔石〉を手にとると、

「これは〈聖霊騎士団〉のランサ・カイロッド様、こちらは騎士団長ルミナリス・セイント・レイシェード様のものですね」

「……え？」

「おまえ、あのルミナリスに勝ったのか!?」

　今度はカミトが驚く。

　聖騎士ルミナリス。三年前の決勝戦でレン・アッシュベルと剣舞を舞った相手だ。今大会でも、レオノーラと並んで優勝候補の一人と噂うわさされていたはずである。

「えっと、その……」

　クレアは戸惑うように口くち籠ごもると、

「スカーレットの真名解放をしたのよ。カミトの闇精霊がこの娘この真名を知ってて、それで……あたしは途中で気を失って覚えていないんだけど、数百年間、眠っていた分の力が一気に放出されたみたいで……」

（彼女がルミナリスを倒したのか……）

　カミトは、クレアに抱かれたスカーレットをまじまじとみつめた。

〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデ。

　見た目は可愛かわいらしい火猫だが、その真の姿は、可か憐れんな少女の姿をした高位精霊なのだ。

「ニャー？」

　不思議そうに首を傾げる火猫精霊。

　猫耳少女の裸身を思い出してしまい、カミトは思わず赤面した。

「ということは、だ──」

　と、エリスがテーブルの上の〈魔石〉を見て呟つぶやく。

「〈チーム・スカーレット〉は、決勝戦にエントリーしていた三チームの指揮官を全員倒したということか」

「はい。その通りです。更に言えば、〈竜皇騎士団〉の副団長ユーリ・エルシッドは〈最強の剣舞姫〉に敗れ、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉のリリィ・フレイムもまた、レオノーラ・ランカスターに敗れていますね」

「あの、教国の魔女──シェーラ・カーンは、どうなりましたの？」

　リンスレットがたまりかねたように口を挟んだ。

（……リンスレット？）

　その切羽詰まった表情に、カミトは違和感を覚えるが──

「〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉のシェーラ・カーンは、みずから〈魔石〉を破壊し、退場しました」

「……え？」

　全員が顔を見合わせた。

（……リタイアした？　あの魔女が？）

　彼女の性格からして、みずから敗北を認めるとはとても思えない。

　なにが裏があるのか、それとも──

（……あの魔女は、いったいなにを目もく論ろんでいる？）

　フィアナから聞いた話によれば、ルビアの計画の一部──〈闇の精霊姫〉のことなどもある程度は把握していたようだが──

「──というわけで、いま、お話ししたように、各国の指揮官級、エース級はほぼフィールドから消えました。全員が残っているのは〈チーム・スカーレット〉のみ。みなさんが転送された時点では、〈竜皇騎士団〉に二人と〈聖霊騎士団〉に一人が残っていましたが、精霊王はこれ以上の剣舞の継続を不要と判断したようです」

　淡々と言葉を紡ぐ〈火の精霊姫〉。

「──そう……か」

　カミトは、いったん思考を中断すると──

　ふうっ、と大きく息を吐きだした。

「優勝したんだな……俺おれたち」

「ええ……そう、みたいね」

　呆ぼう然ぜんとして答えるクレア。

　……なんだか、現実感がない。

　湖でのクレアとの出会い。エストとの契約。エリス率いる風王騎士団との決闘。チームメイトにフィアナを迎えてのジオ・インザーギとの戦い。ヴェルサリア・イーヴァを倒した学内ランキング戦。〈嵐の如き乱舞テンペスト〉での死闘。そして〈クロス・ファイア〉──ルビア・エルステインとの決着。

　グレイワースに導かれ、アレイシア精霊学院に編入してから、様々なことがあった。

　すべては〈精霊剣舞祭〉に優勝するためだ。

「あたしたち、とうとうここまで来たのね……」

　クレアの透き通った瞳に涙のしずくが浮かんだ。

「クレア……」

　カミトはその頭にぽんと手をのせる。

（……こいつが、俺たちをひっぱってきてくれたんだよな）

　カミトと出会う以前──

　彼女はたった一人で戦っていたのだ。

　クレアは制服の袖で涙をぬぐうと、赤くなった目でカミトを睨にらんだ。

「な、泣いているんじゃないんだからね！」

「無理しなくていいぞ。泣きたいなら泣けよ」

「ち、違うってば、もう……」

　拗すねたように頬ほおを膨らませ、カミトの胸板をぽかぽか叩たたく。

　そんなクレアを、チームメイトのお嬢様たちは優しい眼まな差ざしで見つめていた。

「クレア、感謝する。私たちをここまで連れてきてくれて」

「おかげで王家の連中を見返せたわ」

「……クレア、よくがんばりましたわね」

「う、うん……みんな、ありがとう……」

　いつもは素直になれないクレアも、目をこすりながら感謝の言葉を口にした。

「──おめでとうございます、みなさん」

　レイハがあらためて祝福の言葉をかける。

「〈浮遊島ラグナ・イース〉ではすでに〈チーム・スカーレット〉優勝が発表されています。とくに、あの〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉を破ったカミトさんのことは話題になっていますよ」

「……っ！」

　と、その時──

　カミトはふと重大なことに気付いた。

（……まずいな）

〈精霊剣舞祭〉の様子は〈神儀院〉の放った精霊によって観測され、この〈浮遊島〉のあらゆる場所で投影されているはずだ。ということは必然、彼女とカミトとの戦いも大勢の人間に見られたことになる。

　つまり、仮面を脱ぎ捨てた〈最強の剣舞姫〉の正体も──

　そんなカミトの反応を予想していたのか、レイハは真面目な表情になると、

「……カミト様が心配しておられるのは、ルビア様のことですね？」

「あ、ああ」

　クレアたちもハッとして、レイハのほうを向く。

「ご安心ください。燃え盛る炎の中で舞われたあの剣舞、〈神儀院〉の精霊では近付くことさえできませんでした。遠巻きに映された映像も、その……最高評議会は、彼女の正体を公にすることは影響が大きすぎると判断して、こちらで修正させていただきました。〈最強の剣舞姫〉の正体が、かつて大陸に災いを呼んだ〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉であることについては、私たち〈精霊姫〉を含め、ごく限られた者しか知りません」

「……そうか」

　カミトは内心で安あん堵どの息をつく。

　精霊が近付けなかったということなら、ルビアの素顔は見られても、彼女とカミトのあいだで交わされた会話までは聞かれていないはずだ。彼女が語った〈精霊王〉の狂乱のこと、そしてカミトに宿る〈魔王〉の力のことも──

「姉様は──」

　と、クレアが口を開く。

「姉様は、いまどこにいるの？」

「……！」

　──そうだ。ルビア・エルステインは〈魔石〉を捨てることによって転移した。

　とすれば、彼女もまた、この〈浮遊島ラグナ・イース〉に帰還しているはずなのだ。

「それが──」

　精霊姫の少女はうつむいて、

「ルビア様を含め、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉のチームは全員、規定の場所──それぞれ〈魔石〉に設定された帰還地点に転送されませんでした」

「……え？」

「どういうことだ？」

「おそらく、〈魔石〉に刻まれた魔術を上書きしたのでしょう。あの〈魔石〉はすべて、私たち〈精霊姫〉が魔術を込めたもの。通常の精霊使いにそのようなことができるとは思えませんが、かつて大陸最高の姫ひめ巫み女こと謳うたわれたルビア様なら、あるいは──」

「つまり、あらかじめ設定した別の場所に転送されたってことか……」

　ふと脳裏をよぎったのは、なにも言わずに姿を消したミュアのことだった。

　裏の世界で生きてきた彼女に、帰る場所はあるのだろうか──

「ルビア様に関する〈神儀院〉の判断は？」

　フィアナが訊きく。

「〈神儀院〉が直接追っ手を差し向けることはないと思います。ただ、オルデシア帝国の中枢には、すでに情報がもたらされているかもしれません」

「……っ、そんな……」

　クレアは唇を噛かんだ。

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉は、帝国に甚大な被害をもたらした大罪人だ。彼女の居場所が判明したとなれば、帝国は即座に身柄を押さえにかかるだろう。

　捕縛任務に最精鋭の〈十二騎将ナンバーズ〉が派遣されるとすれば、〈聖女〉の力を喪うしなったいまのルビアが逃げ切れるかどうか──

「姉様……」

　不安そうに呟つぶやくクレアに、カミトは小声で囁ささやく。

「心配するな。この〈浮遊島〉には、秘密の地下通路が無数にある。彼女のことだから、逃走手段は用意してるだろう」

「そ、そうね……」

　クレアはこくっと頷うなずいて──

　急に立ちくらみを起こしたように、ふらっとカミトに倒れかかる。

「クレア、大丈夫か!?」

「ど、どうしましたの？」

「……う、うん、大丈夫。ちょっと、疲れただけよ」

「……いろいろあったからな」

　ルビアに囚とらわれ、〈闇の精霊姫〉にされてから、ほとんど時間が経たっていない。精神的な疲労もかなりのものだろう。

　緊張の糸が切れて、一気に疲れが襲ってきたのだ。

「祭殿の中に寝室を用意してあります。どうかお休みください」

「ありがたく頂戴するわ。その前に御祓みそぎがしたいのだけど。できればお風呂がいいわね」

「はい。熱いお湯ですね」

　気軽な口調のフィアナに頷うなずくレイハ。

「俺おれも休息をとるかな」

　カミトにも急速な眠ねむ気けが襲ってきた。姫ひめ巫み女こに治ち癒ゆを受けたといっても、それはあくまで傷を塞ふさぐだけの表面的なものだ。肉体の疲労は限界に近い。

「それじゃ、いきましょ、カミト君、背中流してあげるわよ」

「……ああ。って、ちょっとまて！　お、俺は寝るからな！」

「ふふ、冗談よ♪」

「む、そうか……わ、私はべつにかまわないのだが……」

　もじもじと人差し指をくっつけるエリス。

「クレアも洗ってあげるわね」

「ふあっ、や、やめなさい、エロ王女！」

　賑にぎやかな声をあげながら、部屋を出て行くお嬢様たち。

　カミトも肩をすくめ、部屋を出て行こうとすると、

「あ、あの、レン・アッシュベル様──」

　レイハに呼び止められた。

「……っ！」

　彼女の口にしたその名前に、カミトは息を呑のむ。

　彼女の視線はカミトの左手にそそがれていた。

（……そ、そうだった！）

　ルビアとの剣舞の最中、カミトは〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を振るい、その手には闇の刻印が浮かび上がっていたのだ。見る者がみれば、すぐに正体を看かん破ぱしただろう。

　カミトが絶句していると、

「あ、ご、ご安心ください。あの映像は、ルビア様の素顔と同じくこちらで操作を加えています。ある意味で、あなたの正体はルビア様の正体以上に大騒ぎになりますから」

「そ、そうか……」

　内心でほっとするカミト。

「けど、〈神儀院〉の姫巫女にはバレちまったんだな」

「いえ、刻印に修正をかけたのは私の独断ですから。おそらく、〈精霊姫〉の中でも知っているのは私だけだと思います」

「え？」

「闇の魔剣についてはさすがに無理でしたが、カミト様が使われたのは双剣。闇属性の魔剣は、あの〈ネペンテス・ロア〉という怪物も使っていたことですし、なにより、いまのカミト様のお姿からレン・アッシュベルを想像する者はいないかと……あ、失礼しました、その、そういうつもりでは──」

「あー、いや……それは別にいいんだが」

　カミトは後頭部をかきながら目を逸そらし、

　ふと聞きとがめる。

「君が独断で？」

「はい。前にお二人が祭殿に来られたときです。もしカミト様の左手の刻印が映ることがあれば、隠して欲しいと、フィアナ先輩にお願いされていましたので」

（俺おれが気を失って倒れていたときか……）

「あのお姫様は、本当に抜け目ないな」

　カミトは苦笑する。

　本人は否ひ定ていしているが、フィアナには王族の才覚がありそうだ。

「……助かった。できれば、俺の正体は秘密にしてくれると助かる」

「は、はい……」

〈火の精霊姫〉はこくっと頷うなずいて──

「あ、あの……」

「うん？」

「あのとき、ルビア様は何を語ったのですか？」

「……」

　この少女に話すべきかどうか、カミトはしばし悩み──

「君は〈精霊王〉についてどう思う？」

　口をついて出たのは、そんな言葉だった。

「……え？」

「〈精霊王〉がこの世界を支配していることについて、さ」

「すべては精霊王の御み心こころのままに。私たちは、そう教えられてきました」

　まっすぐにカミトの目を見つめて答えるレイハ。

「そう……だよな」

　それは〈神儀院〉の姫ひめ巫み女この共通見解だ。

　脳裏にルビアの残した言葉がよみがえる。

　──真実は自分の目で確かめるがいい。

「大陸の未来のために──彼女はそう言ってたよ」

「大陸の未来のため……」

　去って行くカミトの背中に視線をそそぎながら──

　レイハは難しい表情で呟つぶやいた。





　　　　◇






　用意された寝室に入るなり、カミトはベッドに倒れこんだ。

　身体がまるごと沈み込むような、心地のよい感触。

　決勝戦中は硬い地面で寝ていたので、この寝心地の良さは本当にありがたい。

「……終わった、な」

　大理石の天井を見上げて、ぽつりと呟く。

　チームの優勝という、これ以上ない結果で〈精霊剣舞祭〉は終幕した。

　シェーラ・カーンの行方、ルビアの語った〈精霊王〉のことなど、気にかかることはいくつもあるが、カミトにとっての最大の目的は果たせたわけだ。

　カミトは手にした双剣をそっとベッドの上にのせた。

　そう、この〈精霊剣舞祭〉に参加した目的は、彼女をこの手に取り戻すこと。

　光を反射しないレスティアの刃にそっと手を触れる。

　そうしていないと、またどこかへ消えてしまいそうで──

（レスティア……）

　微睡まどろみに誘われ、カミトの意識は深い眠りに落ちていく。

　──約束だったわね、カミト。

　と、どこか遠くのほうでかすかな声が聞こえた。

　やわらかな羽毛で耳をくすぐられるような、心地のよい声。




　──教えてあげる、三年前の真実を。






第四章　三年前の真実






　カミトが目を覚ますと──

　周囲を石の壁に囲まれた空間に立っていた。

（ここは……？）

　あたりを見回して、ふと気付く。

　見覚えのある場所だ。

（……まさか、〈精霊王〉の祭殿!?）

　ハッと息を呑のんだ途と端たん、壁にかかった燭しよく台だいの炎がかすかに揺れた。

　目の前には開いた扉があり、その先に、奥が見通せないほど長い通路がある。

　真祭殿へ続くといわれる無限回廊だ。一般の姫ひめ巫み女こは当然のことながら、大陸に五人しかいない〈精霊姫〉たちでさえ、この先へ足を踏み入れることは禁忌とされている。

　唯一の例外は──

（……〈精霊剣舞祭〉の優勝者、か）

　胸中で呟つぶやき、カミトは自分の姿を見下ろした。

　腰まで伸びた艶つややかな黒髪。裾の長い、儀式装束にも似た異国風ふうの衣装。左手には、闇色に濡ぬれ光る抜き身の剣を手にしている。

　その姿は紛まぎれもなく、三年前の〈最強の剣舞姫〉──レン・アッシュベルだ。

（……夢。しかもこれは、三年前の記憶か）

　何度思い出そうとしても、決して思い出すことのできなかった記憶。

　決勝戦でルミナリスを破った翌日の記憶だ。

（……ということは、俺おれはこのあと──）

　背後の扉が静かに開く音がした。

　振り向くと、そこにいたのは、最高位の儀式装束を纏まとった四人の姫巫女だった。

　無論、この場所にいるのがただの姫巫女であるはずがない。

　すべての姫巫女の頂点に立つ存在。四人の〈精霊姫〉たちだ。

　この頃ころはまだルビアの後任は決まっておらず、火の精霊姫の座は空位となっている。

〈精霊姫〉たちは、優勝者であるカミトに向かってうやうやしく一礼し、その中の一人がスッと前に進み出た。

　歳としはカミトより少し上か。首に銀糸で編んだ輪を付けている。銀をシンボルにしているのは、たしか聖王に使える精霊姫だ。

「レン・アッシュベル──」

　と、その少女が口を開く。

「〈精霊王〉に求める〈願い〉は、もう決まっていますか？」

「──はい」

　と、澄んだ声で答えるレン・アッシュベル。

　この頃ころのカミトはまだ声変わりをしていない。グレイワースからは、あまり喋しやべるなと注意されていたが、ほんの二言、三言であれば、十分に女の子の声で通すことができた。

「──そうですか。それはよかった」

　精霊姫は頷うなずくと、かすかに微笑ほほえんだ。

〈願い〉の内容を聞かれるかもと思い、別の答えも考えてあったのだが、どうやら杞憂におわったようだ。

（そう。あのときの俺おれには──）

　叶かなえたい〈願い〉などなかった。

　カミトが〈精霊剣舞祭〉で披露した剣舞によって、火の精霊王は大いに満足し、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の叛はん逆ぎやく事件で滾たぎっていたその憤ふん怒ぬはすでに鎮まっていた。

　グレイワースへの義理は果たしたといえる。あの魔女がカミトを〈精霊剣舞祭〉に出場させたのは、カミトの剣舞によって、〈精霊王〉のオルデシア帝国に対する怒りを鎮めようという意図があったからだ。

　グレイワースは別段、そのことを隠そうとはしなかったし、また、カミト自身の〈願い〉について、なにかを言ってくるようなこともなかった。

　ただ、分不相応な〈願い〉は身を滅ぼすと、そう警告していた。

〈精霊王〉の奇跡はこの世ならざる力。
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　故ゆえにその〈願い〉が大きければ大きいほど、高い代償を要求される、と。

　一般的に、精霊王の奇跡はあらゆる〈願い〉を叶かなえるといわれているし、代償があるなどという話は聞いたことがない。しかし、なんといっても黄昏の魔女ダスク・ウイツチは二十四年前の〈精霊剣舞祭〉の優勝者だ。その言葉には重みがあった。

　なんにせよ、カミトは自分自身のための〈願い〉など持ち合わせていなかった。

　最初から、彼女の〈願い〉を叶えるために、この〈精霊剣舞祭〉に出場したのだ。

　しかし、レスティアはまだ、その〈願い〉を教えてくれていない。

　いずれ時が来れば話す、とはぐらかされ続けて──

　とうとうここまできてしまった。

　左手に握った〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉は、かたくなに沈黙している。

「──では、この無限回廊をまっすぐ前に進み続けてください」

　精霊姫の少女は扉のほうを指差した。

「ここから先は、通常の空間とは切り離された特異な場所です。途中で回廊が枝分かれしているところもありますが、決して足を踏み入れてはなりません。過去にも何人か〈精霊剣舞祭〉の優勝者が次元の狭間はざまに消えていますから」

「……わかりました」

　レン・アッシュベルは息を呑のんで頷うなずくと、無限に続く回廊に足を踏み入れた。

（……だめ……だ──この先はっ……）

　頭が割れるように痛い。嫌な予感がする。

　この先に待っている未来を、カミトは知っているのだ。

（……やめろ！　その先へ進んだら、おまえはレスティアを──）

　だが、カミトの意識はレン・アッシュベルに干渉することはできない。

　この夢は、すでに起こった現実の記憶を、再現しているにすぎないのだから。

「本当に不思議な空間だな……」

　ほのかな光に照らされた、薄暗い回廊を歩きながら、三年前のカミトは呟つぶやく。

　入ってきた扉はすでに消えていた。

　どのくらい歩いたのか、時間の感覚も曖あい昧まいになってきたところで、

　──手が震えているわよ、カミト。

　頭の中に可か憐れんな少女の声が響く。

　カミトは足を止め、手にした闇の魔剣を拗すねた目で睨にらんだ。

「……どうして、しゃべってくれなかったのさ」

　──ごめんなさい。祭殿の中ではどこに耳があるかわからなかったから、内緒の相談をすることができなかったの。帝国の諜ちよう報ほう部ぶもあなたのことを嗅かぎ回っていたし。

「いまみたいに、頭の中に話しかけてくれればいいじゃないか」

　──高位の姫ひめ巫み女この中には、念話を聞き取れる者もいるわ。油断はできない。その点、外の世界と完全に断絶されたこの空間は、内緒話をするのにとても都合がいいのよ。

　闇の魔剣は光の粒子となって虚空に消える。

　乱れ舞う黒い羽がカミトの視界を覆い尽くし、漆黒のドレスに身を包んだ可か憐れんな少女が、目の前に姿をあらわした。

「拗すねないで、カミト。これから私の〈願い〉を教えるわ」

　レスティアはくすっと微笑ほほえむと、カミトの耳にそっと顔を近づける。

　そして、彼女はその〈願い〉を告白した。




　──あなたに暗殺して欲しいの。五人の精霊王を。





　　　　◇






（……っ!?）

　夢の中で意識が暗転。

　次の瞬間、カミトは装飾の施された巨大な扉の前にいた。

　最奥の扉──精霊姫でさえ踏み入ることは禁忌とされる、真祭殿の扉だ。

「……本当に、そんなことができるのか？」

　魔剣の姿に戻ったレスティアに、カミトは同じ質問を何度も繰り返す。

　精霊王の暗殺。

　精霊である彼女がなぜそんなことを願うのか、その理由はわからない。

（けれど……）

　彼女は、それが世界を救うためだと言った。

　この世界を正常な姿に戻すための、唯一の手段だと。

（……なら、僕は彼女の願いを叶かなえるだけだ）

　彼女は、カミトにとっての生きる意味そのものなのだから。

　──大丈夫。あなたは最強の戦闘技能者よ、カミト。

　その声に押されるようにして、カミトは扉の前に進む。

「僕はやるよ。レスティアがそれを望むなら」

　──ありがとう、カミト。

　そこで言葉は途切れた。

　カミトは無言で〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉の柄を握り締める。

　片方の手で扉の表面に触れると、扉は重々しく開きはじめた。

　目の前にあらわれたのは、巨大な石の階段。

　その頂上に、眩まばゆく輝く五つの光があった。

「……っ！」

　カミトは息を呑のみ、一歩を踏み出した。

　そのまま、ゆっくりと上っていく──

　この場ですべての〈精霊王〉を暗殺することは不可能だ。

　せめて一柱でも滅ぼせればそれでいい──と、彼女はそう言った。

（……暗殺対象は、人間界に最も強い影響力を持つ聖王〈アレクサンドロス〉）

　歩きながら、階段の頂上を見上げる。

（聖王の玉座は、あそこか……）

　途中の踊り場に足をかけた、その時だ。

　──此こ度たびの汝なんじの剣舞、見事であった。

　空間そのものを揺るがすような声が、巨大な広間に反響した。

「……っ!?」

　カミトは足を止める。

（まずい、な……）

　対象ターゲツトまでの位置が遠すぎる。およそ暗殺には不向きな距離だ。

　だが、これ以上進めば、間違いなく咎とがめられる。

　カミトは〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を床に置くと、自身もその場に跪ひざまずいた。

　──我等は汝の剣舞に報い、奇跡によって〈願い〉を叶かなえよう。

　──汝は、我らに何を願う？

「僕は──」

　心臓を鷲わし掴づかみにされた心地で、カミトは呟つぶやいた。

　機会は一度。失敗すれば、待っているのは冷徹な死だ。

（……本当に殺やれるのか？）

　もう一度、心に問う。

　彼女は答えない。闇色の刀身は、カミト自身の心を映すようにそこにある。

「僕の願い……それは──」

　俯うつむいたまま──

「──精霊王の死だ」

　彼女に託された、その〈願い〉を口にした。

　言葉を発したと同時。カミトは走った。

　余計なことは考えず、一気に距離を詰める。

（──僕は、破壊のために生まれた武器だ）

〈教導院〉の教練によって、肉体に記憶された精神の楔マインドセツト。

　その瞬間、〈最強の剣舞姫〉は冷徹な暗殺者へ変貌する。

（──喪うしなわれし闇よ、我が手に宿り、力となれ！）

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉──数多あまたの敵を倒した精霊魔装エレメンタルヴアツフエに神威カムイを籠こめ、抜き放った。

　一撃離脱。精霊王に闇の魔剣を突き立て、抜き、全力で撤退する。

　その手順を冷静に組み立てながら、カミトは階段を疾走した。

〈精霊王〉に反応らしきものはみられない。本来であれば、踊り場から足を踏み出した瞬間に、カミトの肉体はこの世から消滅していただろう。

　レスティアに聞かされていたとおりだ。

〈精霊王〉の使役する奇跡。その力は精霊王自身の力に依よるものではない。故ゆえに、奇跡はその〈願い〉を可能な限り叶かなえようとしてしまう。

　あれはそういうシステムなのだと、彼女は教えてくれた。

　この世界の支配者たる〈精霊王〉にさえ制御できない、奇跡の力。

　その力は、奇跡の執行者たる〈精霊王〉をも縛るのだと。

　歴史上、何者も口にしたことのなかった〈願い〉。

　精霊王の死を、叶えようとして。

（──けど、それもせいぜい一瞬だ）

　精霊王の死はイレギュラーな〈願い〉。

　奇跡の力が、その執行者である精霊王を滅ぼすことはない。

　即座にカミトの〈願い〉を無効と判断し、奇跡の遂行を中断するだろう。

〈精霊王〉の玉座まで、あと数歩に迫る。

　だが、その数歩が無限にも思える距離だ。

　死はすぐそこにある。間に合わなければ、カミトはレスティアもろとも消滅する。

（あと二歩──）

　駆けながら距離を目測する。

　殲せん滅めつ対象は聖王だ。中央の玉座めがけて一気に奔はしる──

　──と、そこで。

「……!?」

　違和感を覚える。

　ここまで接近して初めて気付いた。

　眩まばゆい閃せん光こうに満たされた、中央の玉座。

　本来、そこに存在しているはずのものが──

　存在していない。

（──どうして!?）

　カミトは胸中で叫んだ。

　何な故ぜ、聖王が座しているはずの中央の玉座が空位なのか。

　──カミト、様子がおかしいわ！

　レスティアの声が頭に響く。彼女にとっても予想外の事態らしい。

　だが、暗殺を中止するわけにはいかない──

　ここで離脱すれば、待っているのは死だ。

「おおおおおおおおっ！」

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉に神威カムイを籠こめる。

　魔剣の刀身からほとばしる闇が、光を斬り裂く。

　即座に対象ターゲツトを変更。聖王の隣の玉座へ魔剣を振り下ろす。

〈水の精霊王〉──イセリア・シーウォードの玉座へ。

　神速の剣閃が、玉座に輝く光を貫いた。

（……殺やったか!?）

　手首に伝わるたしかな手応え。だが──

「……っ！」

　カミトは驚きよう愕がくに目を見開く。

　眩まばゆい光の中に居たのは──

　水鏡色の髪をした、裸身の少女だった。

（……これが──〈精霊王〉？）

　少女の胸に突き立てた闇の魔剣が、凄すさまじい瘴しよう気きを放つ。

　そして──

　──ありがとう。これでやっと、解放される。

　薄く目を開けた少女が呟つぶやく。

（……解放？　なんのことだ──）

　疑問を抱いた、刹せつ那な。

　──いけない、カミト！　逃げて！

　レスティアの悲鳴が脳裏に響く。

（……え？）

　次の瞬間。剣を突き込んだ光の中から、大量の闇が噴き出した。

「……な……に……!?」

　溢あふれ出だした闇は、レスティアとカミトを一瞬で呑のみ込こんだ。

　視界が暗転。粘着質の闇が全身に絡みつき、カミトを深しん淵えんに引きずり込む。

「なんだ……なんだ、これは……！」

　必死にもがき、抜け出そうとするが、カミトの身体はどんどん沈んでゆく。

（……これが……このおぞましい闇が、精霊王の正体だっていうのか──）

　と、カミトは気付く。

　左手に握っていたはずの剣が、忽こつ然ぜんと消えていた。

　おそらく、あの闇に呑み込まれたときに手放してしまったのだ。

（レスティア……どこだ、レスティア……！）

　どこまでも沈んでゆく闇の中で、カミトは叫ぶ。

　だが、抵抗の意志もむなしく、カミトの意識は闇に呑まれていく。

　──カミト、ごめんなさい……私は──

「……レスティア！」

　汚泥のような闇の中で──

　カミトはようやく、堕おちてゆく魔剣の姿をとらえた。

「待ってろ、いま助けに……」

　闇の中に手を伸ばした、その時。

　カミトはハッとした。

（……っ！）

　レスティアを呑のみ込こもうとしている、深しん淵えんの渦の中心。そこに──

　──何かがいる。

　本能的な恐怖が全身を支配した。

　人間の精神力など容易たやすく凌りよう駕がする、肉体に刻み込まれた畏い怖ふ。

　深淵の底で。

　──この世ならざる存在が蠢いている。

（……なん……だ？　なんなんだ、あれは……！）

　深淵の中心めがけて堕おちていくレスティア。

　必死に伸ばした指先は届かない。

　──カミト、聞こえる？　カミト……！

「僕はここだ、レスティア！」

　遠ざかっていく彼女の声。

　カミトは粘つく闇の汚泥をかきわけるように進んでいく。

　──あの時の約束を、まだ覚えてる？

「……約束？」

　闇の魔剣が回転し、宙に複雑な紋様を描く。

　カミトは眉をひそめ──すぐにその意味に気付いた。

　魔術方陣だ。彼女は魔剣の状態で精霊魔術を発動しようとしている。

「レスティア、おまえ何を……」

　魔術方陣に触れた途と端たん、カミトの腕は光の粒子となって消滅する。

（……これは、転移魔術!?）

　カミトは目を見開いた。

　レスティアは、カミトをどこか別の場所に転移させようとしているのだ。

「やめろ、レスティア！　僕は、僕はレスティアとずっと一緒に──」

　──カミト、聞いて。

　だが、レスティアはむしろ、落ち着いた声で語りかけてくる。

　彼女はすべてを諦めてしまったのか──

（……違う！　レスティアは、僕に託そうとしてるんだ！）

　カミトの全身が、転移魔術の眩まばゆい光輝に包まれ、消えていく。

　その中で、彼女の声はまだ響いていた。

　──カミト、いつか私が私でなくなってしまったら……

　──あなたが私を殺して。

「レスティアアアアアアアアッ──！」





　　　　◇






「……っ!?」

　堕おち続ける意識の中で──

　カミトはハッと目を覚ました。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

　呼吸が乱れ、全身から冷たい汗が吹き出す。

「レスティア……」

「私ならここにいるわ、カミト」

　頭上で声が聞こえた。

　透き通った、気持ちが安らぐような声。

　首を傾けて見上げると、深い黄昏色の瞳が、穏やかにカミトを見下ろしていた。

「……レスティア！」

「きゃっ！」

　跳ねるように起き上がると、闇色のドレスを纏まとった少女は、可愛かわいい悲鳴をあげた。

「もう、驚くじゃないカミト」

「……わ、悪い」

　カミトは、目の前のレスティアをじっと見つめた。

　艶つややかな黒髪。濡ぬれ光る漆黒の翼。

　闇精霊の少女は、三年前と同じ姿で微笑を浮かべている。

　そう、これは夢ではない。

　三年前に失った契約精霊の少女は、いまカミトの前に戻ってきてくれたのだ。

　左手の精霊刻印にレスティアの存在を感じ取ることができる。

　そのことが、なによりも嬉うれしい。

　……と、その時。カミトは気付いた。

　彼女がここに座っているということは、つまり──

　いままでカミトが寝ていたのは、彼女の膝の上ということになる。

「……えっと、ずっと膝枕してくれたのか？」

「ええ」

　レスティアはこくっと頷うなずいた。

「昔はよくしてあげていたじゃない」

「お、おまえな……」

　顔を赤らめ、思わず目を逸そらすカミト。子供の頃ころならともかく、成長したいま膝枕をされるのは、やはり気恥ずかしい。

　そんなカミトの反応に、レスティアはくすっと笑って、

「……ごめんなさい。怖いものを見せてしまったわね」

　カミトの頭をそっと撫なでる。

　指先が髪に触れる懐かしい感覚に、カミトは一瞬、言葉をつぐむ。

　やがて──

「……さっきの夢は……おまえが？」

　と、切り出した。

「──ええ。あれが、失われた三年前の記憶よ」

　乱れたドレスの裾をなおし、頷うなずく彼女。

　カミトは息苦しい思いで、先ほどの夢を回想した。

　失われた記憶。決して思い出すことのできなかった、あの日の出来事。

　精霊王暗殺の真実。

　そう。あれはたしかに、カミト自身の記憶だ。

「……あの日、俺おれは失敗したんだな。おまえの願った精霊王の暗殺に」

　結果として、レスティアはあの闇に呑のみ込こまれ、カミトのもとから失われた。

　そして、同じく闇に呑み込まれたカミトは、帝国辺境の森の中で目覚めたのだ。

　あの日、精霊王の祭殿で起きた記憶を失って──

「……」

　三年越しの再会を果たしたいま、彼女に訊ききたいことは、いくらでもあった。

　なにから訊たずねるべきか迷い──

「レスティア、おまえは、いったい何者なんだ？」

　ようやく、口を開く。

「私は、レスティア・アッシュドール。魔王を覚醒させる使命を負った、導き手よ」

　カミトの目をまっすぐに見つめて、闇精霊の少女は答えた。





　　　　◇






「……レスティア・アッシュドール。それがおまえの真名なのか？」

「ええ。私は〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉から生み出された、分身のような存在だから」

「……闇の精霊王レン・アツシユドールか」

　カミトは忌いま々いましく呟つぶやいた。

「……わからないな。どうして、人間の俺に、そんな奴やつの力が眠っているんだ？」

「──いまから、数千年前のことよ」

　レスティアはため息をつくと──

　追憶に想おもいを馳はせるように黄昏色の瞳を閉じた。

「五大精霊王との精霊戦争に敗れた〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉は、その最後の瞬間、自身の力を、人間の男に転生させる魔術を使ったの。いつの日か再び力を取り戻し、五大精霊王エレメンタル・ロードを滅ぼすために。それがカミト──あなたよ」

「どうして、人間の男なんかに力を？」

「精霊は精霊の器となることはできない──強大な精霊が、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを使役することができないようにね。たとえ精霊王であろうと、それは変わらないわ。〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉は、やがて人間種族が繁栄し、精霊を使役するようになることを見越していた。力を転生させる器としては最適だったのでしょうね」

　これは私の推測だけど──と、彼女はそう付け加えると、

「男に転生させたのは、精霊王に従う人間たちの目を欺くためかもしれないわ。精霊と交感できるのは清らかな乙女のみ、というのは絶対普遍の法則だと思われていたから」

「……迷惑な話だな」

　生まれつき備わっていた精霊使いとしての力。

　その力のせいで、カミトはあの狂った施設に引き取られたのだ。

　とはいえ──

「……そのおかげで、レスティアに出会えたともいえるのか」

　左手の刻印に目を落としながら、呟つぶやく。

　レスティアはかすかに微笑ほほえみ、話を続けた。

「そして、私は〈魔王〉の力を受け継ぐ者を導く使命を帯びた〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志。数千年におよぶ人間界の歴史上、〈魔王〉の力の後継者は何人もあらわれた。けれど、そのほとんどは私と出会うことなく一生を終えていった。あるいは、伝説の〈魔王〉スライマンのようにイレギュラーな形で覚醒するか、分不相応な力に呑のみ込こまれ、怨念の塊かたまりとなった者もいる」

「ひょっとして、あの〈ネペンテス・ロア〉って化け物か？」

「ええ。あれは残留した〈魔王〉の力の一部が、禁術によって形を与えられた姿よ」

「……なるほど、な」

　レスティアは〈魔王〉の力の後継者を導くために生み出された精霊。故ゆえに〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志を遂行し、カミトを使って仇きゆう敵てきたる〈五大精霊王〉を滅ぼそうとした。

　そこまではわかるのだが──

（……闇の精霊王レン・アツシユドールによる〈精霊王〉への復ふく讐しゆう。本当にそれが目的なのか？）

　……何かがひっかかる。

「あの闇は──」

　と、カミトは切り出した。

「俺おれたちを呑み込んだあの闇は、いったいなんだ？」

〈精霊王〉の玉座から溢あふれ出だした黒い〈願い〉。

　あれこそが、世界を支配する〈精霊王〉の真の姿なのか──

「──あれは、〈この世ならざるもの〉よ」

「ルビアもそう表現していたな。それはなにかの比喩なのか？」

「いいえ。そのままの意味よ。あれはこの〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉のものでも、まして人間界のものでもない。どこか異なる世界から来た存在」

「つまり、わけがわからない存在ってことか？」

「……否ひ定ていはしないわ。ただ──」

　と、レスティアはカミトの目を見つめ、

「あれがいまの〈精霊王〉を狂わせているのは間違いない」

　……カミトは沈黙した。ルビアの語った言葉を思い出したのだ。

　彼女は言った。〈精霊王〉は狂っている──と。

「レスティア、おまえはあの時──」

　乾いた唇を舐なめて、

「……世界を救おうとしてたのか？」

「そうなるはずだったわ──結果的には」

　──三年前のあの日、レスティアは世界を救うと言った。

　そのために五大精霊王を暗殺する必要があると。

　だが、あの時、精霊王の暗殺は失敗し、レスティアは黒い闇に呑のみ込こまれた。

「あの日、私は異界の闇に汚染された。けれど、もっと致命的なのは、私を媒介して、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意識が汚染されたことよ」

「……そういうことか」

〈精霊剣舞祭〉決勝戦の最中、カミトは魔王を覚醒に導く声を聞いている。

　あの声は、レスティアの声ではない。

〈闇の精霊王〉──レン・アッシュドールの声だった。

「レン・アッシュドールは、あなたの中に眠る〈魔王〉の力によって、あの闇を完全に解放しようとしているわ。世界を破滅に導くあの闇を──」

「おまえは精霊王を滅ぼして、同時にあの闇も消滅させようとしたのか？」

「いいえ。〈精霊王〉を滅ぼすつもりはなかったわ」

　レスティアはドレスの裾をぎゅっと握った。

「三年前、あなたが殺そうとしたのは、狂った〈精霊王〉の人格よ。〈精霊王〉本来の意識は、まだ完全に汚染されず、あの闇の中で生き残っていた」

「……そうか。あの〈水の精霊王〉は」

　精霊王の玉座に〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を突き立てた時、カミトはある少女の姿を見た。

　イセリア・シーウォード。

〈廃都〉の地下に封印されていた少女精霊の姿を。

　いまの話から推論すれば、彼女は分離した〈水の精霊王〉の意識なのか──

「三年前の計画は〈魔王〉の力を使って、まだ汚染されていない〈精霊王〉の人格を解放するものだった」

「だが、俺おれは失敗した──」

　結果的に〈水の精霊王〉の解放には成功したものの、今度はレスティアの中に封印されていた〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意識が汚染されてしまったのだ。

「〈闇の精霊王〉の意志を切り離すことによって汚染から逃れた私は、私の中のレン・アッシュドールが目覚める前に、カミトを〈魔王〉として目覚めさせたかった。そして、今度こそあの闇──〈この世ならざるもの〉から、精霊王を解放する計画だった」

　そのために、レスティアはルビア・エルステインと同盟を結んだ。

　カミトを〈魔王〉として目覚めさせる計画は彼女と一致したものの、最終的な目的は違った。レスティアの目的は真なる精霊王を解放すること。対して、ルビアの目的は精霊王を滅ぼすことだった。

　ルビアは狂った〈精霊王〉を滅ぼすべきだと信じていたが、精霊王を滅ぼしてしまえば、元素精霊界アストラル・ゼロの秩序は失われ、人間界にも破滅がもたらされる。

　レスティアはあくまで精霊王の解放を主張したが、彼女は〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志であるレスティアの言葉を聞き入れなかった。

「──とはいえ、彼女のやり方が間違っていた、と断ずることはできないわね。精霊王の解放は、一度失敗している。それに──」

「〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉は、俺の魔王覚醒よりも早く目覚めてしまった」

「ええ。あの時は、〈闇の精霊姫〉が抑え込んだけれど、汚染されたレン・アッシュドールの意志は、いつまた目覚めるかわからない──」

「つまり……」

　思考を整理するために、カミトは沈黙した。

　三年前。正体不明の闇に汚染された〈精霊王〉を救うため、レスティアは精霊王の暗殺を計画した。だが、計画は失敗。〈水の精霊王〉の意識を救い出すことはできたものの、今度はレスティアと〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意識が汚染されてしまった。

　汚染された〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉は〈魔王〉の力を使い、あの闇をこちらの世界に呼び出そうと画策する。それを知ったレスティアは、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉が完全に目覚めるより先にカミトを覚醒させ、ふたたび〈精霊王〉の意識を解放しようと計画していた──と。

　カミトは顔を上げると──

「……俺は、いったいどうすればいい？」

　両手の拳こぶしを強く握り締めた。

　レスティアの言う通り、カミトの中の〈魔王〉の力が消滅したわけではない。

　汚染されたレン・アッシュドールの意志は、〈魔王〉の力に共鳴してふたたびカミトを支配しようとするかもしれない。

「あなたの意志にまかせるわ、カミト」

　レスティアはそっとカミトの手をとった。

「私はあなたにすべてを話した。あとはあなた自身が決めればいい」

「俺おれは……」

「あなたがどんな決断をしても、私はあなたと共にあるから」

「レスティア……」

　気がつけば──

　憂いを含んだ黄昏色の瞳が間近にあった。

「……っ!?」

　艶つややかな唇。かすかな吐息が頬ほおをくすぐる。

　くすっと悪戯いたずらっぽい微笑に、胸がドキッと高鳴って──

「──なにをしているのですか、カミト」

　不意に。

　抜き身の剣のように冷たい声がした。

「……エ、エスト!?」

　カミトはあわててベッドから跳び上がった。

　いつのまにか、ベッドのすぐ脇に、全裸ニーソの剣精霊が存在していた。

　じーっとカミトを冷たい目で睨にらんでいる。

「……カミト、そこの闇精霊となにをしているのですか？」

　普段通りの無表情。

　だが、カミトにはわかった。

　……怒っている。エストがものすごく怒っている。

「エ、エスト、落ち着いてくれ……」

　なだめようとするカミトを遮って、

「あら、なにか文句があるのかしら、聖剣さん？」

　レスティアがくすりと微笑する。

　凍えるようなエストの視線を、彼女はまっすぐに受けとめた。

「闇精霊、離れてください。カミトは私のマスターです」

「カミトと契約したのは私が先よ。あなたこそ、カミトとの久々の逢おう瀬せを邪魔しないでくれるかしら」

「いまは私がカミトの契約精霊です。カミトから離れてください」

「嫌よ。どうしてもと言うなら、力ちから尽ずくでどうぞ」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　見えない火花を散らし、睨み合う闇精霊と剣精霊。

「な、なあ、二人とも……」

　カミトが呆あきれた心地でため息をつく。

「契約精霊どうし、もうちょっと仲よくできないのか？」

「できません」「珍しく意見が合ったわね。私もよ」

　二人同時に即答する。

　レスティアがベッドの上で立ち上がった。

「いまここで決着をつけるのもいいわね。どちらがカミトの契約精霊に相応ふさわしいか」

「望むところです、闇精霊」

「ちょ、ちょっとまて、二人とも──〈神儀院〉の施設を壊すな！」

　そんな静止の声も虚むなしく──

「魂すらも焼き尽くす黒き雷よ──〈闇魔閃雷ヘルブラスト〉！」

　レスティアの放った雷撃が部屋の壁を粉々に打ち砕く。

　しかし──

「最強の対魔術特性を有する私に、精霊魔術は効きません」

　ほとばしる雷撃の中で平然と立つエスト。

「さすが伝説の〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉ね。でも──」

「……!?」

　エストが紫紺ヴイオレツトの瞳を見開く。激しい雷撃はただの目め眩くらまし。レスティアは一瞬にしてエストの背後に回り込むと、

「こういうのはどうかしら？」

　両脇を羽交い締めにして、身体ごとベッドの上に引き寄せた。

「……っ、なにを……するのですか」

「ふふ、あなたのとっても恥ずかしがることよ」

　そのままエストを押し倒し、ニーソックスの縁に指をかける。

「な……」

　エストの動きが止まった。

　無表情のまま、顔色だけがカアッと赤くなる。

「聖剣さんは、たしか素足を見せることに羞恥心を抱くのよね？」

「……それ……は……」

　レスティアが太もものニーソを膝下まで一気に下ろした。

「ふあっ！」

「伝説の聖剣さんは、可愛かわいい声をあげるのね」

「……やめて……やめてください……」

　エストは必死にニーソを上げようとするが、

「だめよ♪」

　レスティアはさらに足首のあたりまでずり下ろす。

「……ふ、あ……だめ、です……」

　瞳にうっすらと涙を浮かべ、カミトを見つめるエスト。

　カミトはハッとして、

「レスティア、な、なにしてるんだ！」

「あら、カミトは、この娘この素足を見てみたくないの？」

「……っ、そ、それは……」

　カミトは一瞬、言葉につまった。

　エストが絶対に見せてくれない素足。

　……正直、ちょっと見てみたい気持ちは否ひ定ていできない。

「ほら、カミトも見てみたいって」

「……や……だめ……」

　ニーソの縁を引っかけた指先が、踵かかとを露あらわにしかけたところで──

（……だ、だめだ！）

　カミトはハッと我に返って、首をぶんぶん振った。

「レ、レスティア、いい加減にしろ！」

　彼女をエストから引き離す。

　レスティアは不満そうに頬ほおを膨らませた。

「ふうん、カミトは聖剣さんの味方をするのね」

「いや、別に敵とか味方とかじゃなくてだな……」

　頭をかきながら、困ったように言うカミト。

「……まあいいわ」

　レスティアはため息をつくと、

「続きはまたあとでね、カミト」
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「……っ!?」

　カミトの頬ほおに優しくキスをする。

　背中の黒翼をはためかせると、部屋の窓から外へ飛び去った。

「……」

　呆ぼう然ぜんとするカミト。

　その横で、エストはパツンとニーソを穿はき直し、

「カミト、見ましたか？」

「え？」

「私の素足を見ましたか？」

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳が、カミトをじーっと見つめている。

「だ、大丈夫だ！　ギリギリ、踵かかとしか見てない！」

　カミトがあわてて首を振ると、

「……カミトはえっちです」

　エストは無表情のまま、ほんのわずかに顔を赤らめた。





　　　　◇






　宵よい闇やみの空を、美しい黒翼が舞う。

　空へ飛ひ翔しようしたレスティアは、艶つややかな黒髪をそっと撫なであげた。

「私としたことが、みっともないわね。妬やいてしまうなんて」

　自嘲するように呟つぶやいて、黄昏色の瞳をそっと閉じる。

　そして、彼女はなにかを悔いるように、胸に手をあてた。

「ごめんなさい、カミト──」




　──私、あなたにひとつ嘘うそをついたわ。





　　　　◇






　精霊王の聖域〈浮遊島ラグナ・イース〉の地下に存在する、秘密の通路を──

　ルビア・エルステインは、よろめきながら歩いていた。

「……く……ぅ……」

　苦痛の喘あえぎを洩もらしながら、一歩一歩、壁に沿って進んでいく。

　彼女の肉体は、すでに限界だった。

〈レーヴァティン〉の契約を維持するため、心臓に刻んだ呪装刻印。

　その代償はあまりに大きい。たとえ〈レーヴァティン〉に魂を要求されずとも、彼女の命はそう長くはもたないだろう。

（……だが、私はまだ、死ぬわけにはいかない）

　咳せき込こみ、血を吐きながら、彼女は胸中で呟つぶやいた。

　そう、まだだ。自分にはまだやるべきことが残されている。

（……おかしなものだ。もとより、死は覚悟していたというのに）

　まさか、命を媒介とした契約が断ち切られるとは──

（カゼハヤ・カミト、お前はいつも私の思惑の上を行く──）

　思わず、かすかな笑みがこぼれる。

　脳裏に思い浮かぶのは、彼の背中だ。

　双剣を構えたあの少年は、

　──ルビア、俺おれはあんたを意地でも守るぞ。

　彼女にそう約束したのだ。

　トクン──と、心臓が鼓動する。

　肉体を苛さいなむ苦痛ではない。それは、疼うずくような甘い痛みだ。

　幼少の頃ころより、厳格な姫ひめ巫み女ことして育てられてきた彼女が、初めて知った痛み。

（……なんだ、この不可解な感情は？）

　その正体がわからず、ルビアは苛いら立だちを覚えた。

（いまは、心を乱している場合ではないというのに──）

　世界の命運は、カゼハヤ・カミトの選択に託された。

　彼がどんな選択をするにせよ、人間界には大きな混乱がもたらされるだろう。混乱は瞬く間に大陸を覆い、やがてランバール戦争をも超える戦争が勃発する。

　それだけは、絶対に避けなければならない。

　混乱を収束させるには、圧倒的な兵力が必要だ。

　そのために、彼女は強大な戦力を整えていた。

　大陸規模のネットワークを持つ〈骸連盟マーダーズ〉、アルファス教国軍上層部に在籍する魔王教団派とのコネクション、そして〈教導院〉の遺児達を中核とする私兵組織。

（彼女たちを使い、まずは教国を手中に収める──）

　紅玉の瞳に苛か烈れつな焔ほのおを宿し、前に進む。

　地下空洞の先は〈浮遊島ラグナ・イース〉の東端に繋つながっている。そこに、リリィ・フレイムの手配した小型飛行艇が配備されているはずだった。

　すでに帝国は追っ手を差し向けているだろう。仮に〈十二騎将ナンバーズ〉クラスの精霊騎士だとすれば、いまのルビアに抵抗する術すべはない。

（急がな……ければ……）

　よろめき、壁に手をついた瞬間。

　風を裂いて飛来した短剣が、ルビアの腕を貫いた。

「……っ！」

　悲鳴をかみ殺し、暗闇に目を凝らす。

　突き立っているのは、血に濡ぬれた暗殺用の短剣だ。

「……何者だ？」

　暗闇に向かって誰何すいかする。契約精霊を失い、〈聖女〉の力も失ったいまの状態では、敵の気配を感じとることもできない。

　と。

「何者とはご挨あい拶さつねえ。おなじチームメイトなのに」

　魔術の光が浮かびあがった。

「シェーラ・カーン、貴様……」

　ルビアは奥歯を噛かみ締しめる。

　暗闇の奥からあらわれたのは、薄いドレスに身を包んだ教国の魔女だ。

　彼女の背後には、真しん紅くの軍服を纏まとった少女達が控え、ルビアを取り囲んでいた。

　闇の中に浮かぶ、白い仮面。全員、その手に短剣を構えている。

「教団の〈蛇〉か──」

　短剣を引き抜きながら、ルビアは呻うめいた。

　軍に所属しない執行者の集団だ。〈精霊剣舞祭〉優勝の任務を果たせなかったルビアに、本国から処刑命令が下されたのだろう。

（──どのみち、口止めのために命を狙って来ただろうがな）

　ルビアはあの国の暗部を知りすぎている。

　軍の連中が始末を考えるのは当然のことだ。

　右手を突き出して反撃の構えをとった。契約精霊を失ったため、炎の精霊魔術を使うことはできないが、精霊によらない焔ほのお──〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉を生み出すことはできる。狭い洞窟の中でなら、二、三人は倒せるだろう。

（だが、それまでだ。いまの私では──）

「教団の〈蛇〉？　残念、違うわ」

　魔女はせせら嗤わらい、指先をパチリと鳴らした。

　軍服姿の少女達は、機械的な所作で白い仮面をとる。

「なっ……」

　全員、見覚えのある少女達だった。

　ルビアが大陸全土から集めた異能の暗殺者──〈教導院〉の遺児だ。

　総勢十三人の少女が、光のない虚うつろな瞳で、ルビアを冷たく見据えている。

「あなたの育てていた娘たちは、私の私兵として、そのまま軍に吸収したわ。もっとも、不必要な自我が目覚めていたようだから、教団が再教育をほどこしてあげたけど」

「魔女、貴様あああっ！」

　ルビアは絶対零度の焔を放った。

「可哀かわい想そうなお姫様」

　刹せつ那な、虚空から漆黒の影が出現した。

　影は咆ほう哮こうすると、その大おお顎あごを数倍にも膨らませ、荒れ狂う蒼そう焔えんをひと呑のみにする。

「……っ、その精霊、まさか──」

　強きよう靱じんな四肢。禍まが々まがしく輝く真しん紅くの眼め。

　漆黒の魔狼は、大気が震えるようなおぞましい咆哮を放つ。

「いい子ね、〈フェンリル〉」

　シェーラ・カーンが魔狼の首筋を撫なでた。

「すべてを凍いてつかせる〈絶対零度の焔〉も、この魔氷精霊には無効──ローレンフロストの娘は本当にいい贈り物をしてくれたわ」

　力尽きて倒れこむルビアの前に歩いてくると、

　その表情が豹変する。

「残念だったなァ。お前は俺おれの手のひらで踊っていたに過ぎないんだよ」

「……!?」

　突然、口調が変わった魔女に、ルビアは眉をひそめる。

「〈魔王〉の肉体は手に入らなかったが、なかなか楽しかったぜ。ひさびさに外界の空気って奴やつを味わえたからな」

「……貴様、何者だ？」

「意外と鈍いんだな、聖女様は。〈魔王〉の肉体を求める奴やつは、一人しかいねえだろ」

「まさか……！　貴様は、千年前に滅びたはずだ……」

「はっ、忌いま々いましい〈神儀院〉の歴史書ではそうなってるんだろうがな」

　シェーラ・カーンの姿をしたそれは、ルビアの側頭部を踏みつけた。

「……っ、何が……何が貴様の目的だ？」

「何度も言ってるだろ、俺は完全なる肉体が欲しい。こんな腐れ蛇姫の身体じゃ、本来の力を解放できないからな。まあ、そいつは当面無理そうだが──」

　唇の端を歪ゆがめ、右手に輝く精霊刻印を見せつける。

　結晶化した氷の紋様。

「この魔氷精霊の記憶の中に、なかなか面白いもんを見つけてな。なんでも、あの廃都に〈精霊王〉の分身が封印されてるらしい」

「……〈精霊王〉が封印？　どういうことだ……？」

「ここで死ぬ奴に教えても仕方ねえだろ」

　シェーラの指先に眩まばゆい閃せん光こうが生まれる。

「くく、安心しろ。てめえの出来損ないの妹もすぐに送ってやるよ」

　と、その時だ。

　凄すさまじい轟ごう音おんと共に、地下空洞の壁が崩壊した。

「……何だ？」

　咄とつ嗟さに退避するシェーラ・カーン。

　彼女を守るように、周囲を〈教導院〉の少女たちが素早く囲む。

　たちこめる土煙が晴れたそこに──

　異形の巨人が屹きつ立りつしていた。

　不定形の水で形作られた、女の姿をした巨人。

「間に合ったみたいよ、リリィ」

　と、巨人の肩に乗った少女が口を開く。

「──紅蓮卿カーデイナル！」

　もう一人の少女が、巨人の背中から飛び降りた。

　すぐに倒れたルビアのそばにかがみ込む。

「リリィ……か……」

「喋しやべらないでください。体力を消耗しますから」

　リリィは懐から治ち癒ゆの鉱石を取り出すと、ルビアの腕に押し当てた。

　あたたかな光がルビアを包み、傷が癒いやされていく。

　リリィはシェーラ・カーンを睨にらみ、

「裏切ったな、魔女！」

「おいおい、利用してたのはお互い様だろう？」

　嘲ちよう笑しようしつつ、魔女は巨人の肩に乗った少女に目を移した。

「──そいつは戦術級軍用精霊〈アプサラス〉か」

「そうよ。〈嵐の如き乱舞テンペスト〉の時にもらった、三体の軍用精霊のうちの一体。〈コロッサス〉と〈ガルーダ〉は潰しちゃったけれど、これは使うまでもなかったから、とっておいたの」

　暗灰色アツシユグレイの髪を揺らし、ミュア・アレンスタールは言った。

「〈蛇〉の精鋭が始末に向かったはずだが？」

「全員返り討ちにしてあげたわ」

　即答するミュア。

「ミュアを舐なめないで。おまえも殺してやるわ」

「教主様は下がってください。あれは私達が──」

〈教導院〉の少女が無機質な声で警告し、短剣を構える。

「へえ、〈数字付き〉ですらない三さん下した風ふ情ぜいが、私と戦うつもりなんだ──」

　ミュアは面白そうに微笑ほほえんだ。

「そんなに死にたいなら、遊んであげてもいいけど？」

「……っ！」

〈教導院〉の集団に動揺が走った。

　大陸最高峰の戦闘技能者の集団が、たった一人の少女に気け圧おされたのだ。

　だが、シェーラは肩をすくめて前に出た。

「ずいぶんと強気なようだが、おまえの軍用精霊は最後の一体。俺おれの駒全員と戦えば、途中でそいつを使い潰しちまうのは明白だ」

「だったら、この洞窟ごと崩壊させるわ」

「馬ば鹿かか？　てめえも死ぬぞ」

「ミュアは死なないわ、絶対に。兄様のために生きると決めたから」

　表情ひとつ変えずに呟つぶやくミュア。

「……〈怪物〉め。狂ってやがる」

　シェーラは舌打ちした。

「ミュアは本気だ。貴様もこんな場所で兵力の大半を失いたくはないだろう」

　リリィの言葉に、シェーラは一瞬、考える素そ振ぶりを見せて──

「……退ひくぞ。時間の無駄だ」

　暗闇の奥へと歩いていく。

　配下の少女たちも、すぐにあとを追って姿を消した。

「……」

　数秒間の沈黙。そして──

　リリィ・フレイムはようやく息を吐いた。

「ミュア、よくやった。お前にあんなハッタリが使えるとは思わなかったぞ」

「ハッタリじゃないわ。ミュアは本気よ」

　きょとん、と首をかしげるミュア。

「なっ、わ、私たちまで生き埋めにするつもりだったのか!?」

「運が良ければ死なないわよ」

「……はあ。まったく」

　リリィはもう一度大きなため息をつくと、ルビアに向きなおった。

「──ご無事でなによりでした、紅蓮卿カーデイナル」

「リリィ、すまない。〈教導院〉の娘たちを奪われた。私の失策だ」

「いえ、私の諜ちよう報ほう力りよくがおよびませんでした。教国が信用ならない相手であることはわかっていたとはいえ、まさかこれほど早く行動を起こすとは」

「おそらくは〈骸連盟マーダーズ〉とも話はつけているはずだ。〈神儀院〉と帝国の精霊騎士に追われ、身を隠す場所はないということだな」

　状況は大きく変わった。

　軍事力を教国に掌握された以上、方針を考えなくてはならないが──

　ルビアは立ち上がると、

「お前はどうする？」

「……え？」

「この通り、いまの私には身を寄せる場所はない。精霊使いとしての力も失った。私についてくる必要もあるまい」

「ご冗談を」

　リリィは、ルビアの前に跪ひざまずき、

「貴方あなたは私たちを〈教導院〉から解放し、人間扱いしてくれました。他人に仕えるつもりはありません。これからも、存分に私をお使いください」

「……そうか」

　ルビアは彼女の肩に手をのせた。

「──ならば、私と共に来るがいい。リリィ・フレイム」

「は、はいっ！」

「しかたないわね」

　ミュアが軍用精霊の肩から飛び降りた。

「ミュアもお前との同盟を結んであげるわ。帰る場所がないのは一緒だし、お前も嫌いだけど、教国の連中はもっと嫌いだし、リリィは私がいないと何もできないし」

「お、お前こそ、私がいなければご飯も作れないだろう！」

「リリィ、うるさい。殺すわよ」

「同盟の申し出を受けよう、ミュア・アレンスタール」

　真しん紅くの髪を翻し、ルビアは暗闇の奥へ歩を進める。

　その先に待つ運命を、踏み砕くように。

「──戦争が始まるぞ」






第五章　リンスレットの覚悟






「……ふう、お風呂気持ちよかった」

〈神儀院〉が用意してくれた祭殿の個室で──

　御祓みそぎを済ませたクレアは制服に着替えていた。

　お気に入りのリボンを口にくわえ、片方の髪をツーテールにくくる。

　彼女たちはこれから、一度滞在していた城館に戻ることになっていた。

　ふと、クレアは部屋の窓から外を見た。

　外にはもう夕闇が垂れ込めている。

　ほんのさっきまで、〈廃都〉で剣舞を舞っていたのが嘘うそのようだ。

「……結局、カミトとあまり話せなかったわね」

　シャツのボタンをはめながら、ため息をつく。

　カミトと二人きりで、もっと話したいことがあったのに──

（……本当に、いろいろなことがあったわ）

　正直、まだ混乱しているところだ。

　消えた姉の行方。彼女の話した叛はん逆ぎやくの理由。

　カミトに眠る〈魔王〉の力のこと──

　それに──

（……～っ、し、信じられないわ。あのレン・アッシュベル様の正体が……）

　頬ほおがカアッと熱くなる。

　レン・アッシュベルは、クレアの憧れの女性だ。

　ずっと、彼女のような精霊使いになりたいと思って、努力してきた。

　それが、まさか──

（……カ、カミトだなんて）

　けれど、あの時。カミトはたしかに言ったのだ。

　俺おれが〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉だ──と。

　あの瞬間、クレアの胸は高鳴った。

（あのときのカミト、すごく……カッコよかった）

　クレアはベッドの上に倒れこみ、枕にぽふっと顔を押しつけた。

　枕をぎゅっと抱きしめ、そのままゴロゴロと転がる。

（そ、それに……）

　枕から顔を上げて、そっと唇に触れた。

（キ、キス……したんだわ）

　心臓がドキドキと鼓動する。

　思い出すだけで、身体の芯が蕩とろけるように熱くなってくる。

　頭がカミトのことでいっぱいになってしまう。

「……～っ！　もうっ、なんなのよ……」

　ぽふぽふぽふっ。と、枕を叩たたいていると──

「……ニャー？」

「ふああっ、スカーレット!?」

　ベッドの上に乗ってきたのは、炎を纏まとう火猫精霊だった。

　つぶらな瞳で不思議そうに首を傾かしげている。

「もう、びっくりするじゃない」

　クレアは枕を手放すと……

　スカーレットを、そっとふところに抱き寄せた。

「……ありがとね、スカーレット」

　のどを撫なでさすると、気持ちのよさそうな声で鳴く。

　スカーレットには感謝しても感謝しきれない。この火猫精霊の呼びかけが、〈闇の精霊姫〉に堕おちかけていた、クレアの意識を取り戻してくれたのだ。

「……そういえば、真名解放したのよね」

　クレアはハッと思い出した。

〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデ。全身に炎のドレスを纏う可か憐れんな少女。

　彼女は数千年前の精霊戦争を戦った、太古の精霊兵器なのだという。
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　あの時、クレアは一瞬で意識を失ってしまったため、言葉を交わすこともできなかったのだが──

「ニャー？」

　どうやら、スカーレットはあの時のことを覚えていないようだ。

　クレアは、右手をすっとスカーレットの頭にかざした。

　神威カムイを供給すると、炎の刻印がまばゆく輝く。

「真名解放──目覚めよ、〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉オルトリンデ！」

　神威を籠こめられたスカーレットの全身から、激しい炎が噴き上がる。

　だが──

「……」

　スカーレットの姿はそのままだ。

　あの少女の姿には変化しない。

「……おかしいわね」

　クレアは首を傾かしげた。

「……まあいいわ」

　一度は解放できたのだ。これから修行を積めば、また解放できるようになるだろう。

　それに、これ以上、ライバルが増えても困るし──と、小声で呟つぶやく。

　ふと顔をあげると、窓の外を歩いていく人影が見えた。

　リンスレットだ。

「なにをしてるのかしら？」

　その背中は、なんだか元気がなさそうに見える。

「そういえば、御祓みそぎの時も口数が少なかったわね……」

　クレアは窓枠に足をかけると、軽やかに飛び降りた。
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　リンスレットは大祭殿の庭園のほうへ歩いていった。

　庭園の中央にある泉の前まで来ると、月明かりの映る水面にすっと手をかざす。

（……精霊魔術？）

　クレアが訝いぶかっていると──

「──〈氷結の閃光レイ・オブ・フロスト〉よ！」

　リンスレットは小声で呪文を唱えた。

　対象となった物体を凍りつかせる、基本的な氷属性の魔術だ。

　リンスレットの神威カムイに共鳴して、泉の水面が淡い輝きを放つ。

　やがて、彼女は落胆したように肩を落とした。

「……リンスレット、なにしてるの？」

「クレア！」

　リンスレットはあわてた様子で振り向いた。

「な、なんでもありませんわ！」

「嘘うそね」

　クレアは断言した。なんだかんだで、長い付き合いの幼おさな馴な染じみなのだ。様子がおかしいことくらいわかる。

「さっきの御祓のときも、めずらしく口数少なかったし、なにかあったの？」

「……ク、クレアには関係ないですわ」

「な、なによそれ、心配してるのに……」

「ふ、ふん、余計なお世話ですわ！」

　リンスレットはふいっと顔を背けて走って行こうとする。

「待って……！」

　クレアはリンスレットの腕を素早く掴つかんだ。

　……放ほうっておけるわけがない。

　横切ろうとしたリンスレットの頬ほおに、涙の跡があったのだ。

「リンスレット、あんた……」

　掴んだ腕を見下ろしたクレアは、ハッと気付いた。

　彼女の右手に刻まれているはずの精霊刻印が、見当たらない。

　たしかに、精霊を使役していないとき、精霊刻印はほとんど見えない状態になっているのだが、それでも、よく見れば確認できるはずなのだ。

　けれど、リンスレットの精霊刻印は、完全に消滅していた。

「どういうこと？　あんたの〈フェンリル〉は？」

「……」

　リンスレットはバツが悪そうに目を逸そらした。そして、

「──絆きずなが弱まっていますの。泉の近くなのに冷気くらいしか出ませんわ」

　声を震わせる。普段、あんなに気丈な彼女が、いまにもくずおれそうだった。

　クレアは泉のほうへ目をやった。水面に薄い氷の膜が張っている。

　だが、それだけだ。彼女の放つ〈氷結の閃光レイ・オブ・フロスト〉の威力はもちろん、こんなものではない。

　本来であれば、泉そのものが凍っていただろう。

「なにがあったの？」

「……」

「話して。チームメイトなんだから」

「クレア……」

　リンスレットはきゅっと唇を噛かみ締しめた。

「……魔女との戦いで、フェンリルを失ってしまいましたわ」

　リンスレットはシェーラ・カーンとの戦いで、フェンリルが魔精霊に喰くわれたことを話した。その魔精霊は契約精霊を奪う能力を持っているらしく、彼女の精霊刻印まで消えてしまったのだという。

　話を聞いたクレアは──

「……精霊を奪うなんて、そんなの〈精霊剣舞祭〉の精神に反するわ！」

　髪を炎のように逆立てて怒った。

　精霊剣舞祭は殺し合いでも戦争でもない。精霊王に奉納する剣舞なのだ。

　死力を尽くすのは当然だが、なにをしてもいいわけではない。

「アルファス教国に抗議を送りましょう」

「──それは、たぶん無駄よ」

　と、背後から声がした。

　振り向くと、庭園の入り口にフィアナとエリスがいた。

「エリスから事情は聞いたわ」

「勝手に話してすまない。王女殿下なら、なにか解決策を知っていると思ったのだ」

　律儀に頭を下げるエリス。

「いえ、構いませんけれど……」

「無駄っていうのはどういうこと？」

「シェーラ・カーンは、アルファス教国の王族の中でも外れ者なの。魔精霊を扱える忌いみ子ごね。まあ、私と似たような境遇といえるかしら。けれど、軍の一部、それに教国内部に根を張っている魔王派教団と繋つながって権力を握っている。教国に抗議を送ったところで、まず間違いなく無視されるわ」

「じゃあ、どうするのよ。その魔精霊のこと、何か知ってるの？」

「残念ながら、精霊を奪う精霊のことは、私も訊きいたことがないわ。〈バンダースナッチ〉──教国の秘匿していた精霊なんでしょうね」

　フィアナは首を横に振った。

　使役者がほとんどいない魔精霊に関する資料は、極端に少ないのだ。

「八方塞ふさがりか……」

　エリスが腕組みして唸うなる。

「……ううん、きっと方法はあるわ」

　クレアが呟つぶやいた、その時。

〈大祭殿〉の建物のほうから、姫ひめ巫み女この声が聞こえてきた。

「──皆様、馬車の用意ができました」
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〈神儀院〉の用意してくれた馬車の中で──

「そうか、フェンリルが……」

　話を聞いたカミトは重い表情で呟いた。

（……彼女が気落ちしてたのはそのせいか）

　カミト自身、契約精霊を失うことの辛つらさは知っている。

　まるで半身を引き裂かれたような気持ちだろう。

「それで、〈フェンリル〉を取り戻す方法を考えていたんだけど──」

「シェーラ・カーンの居場所は、まだつかめていないのか？」

「〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の居場所は〈神儀院〉も把握していないそうよ」

　フィアナが首を横に振る。

　シェーラ・カーンは抜け目のない魔女だ。捕らえるのは困難だろう。

　そもそも、一度契約の破棄された精霊を取り戻す方法があるのか、それすらもわからない。もし〈フェンリル〉が、完全に奪われてしまっているのだとしたら──

（それこそ奇跡の力にでもすがるしかない、か……）

「それでね、あたし考えたんだけど──」

　と、クレアが真剣な表情で切り出した。

「あたしの〈願い〉を使って〈フェンリル〉を取り戻すのはどうかしら」

「クレアの〈願い〉を？」

「ええ。あたしは姉様に会えて、真実を聞くことができた。だからもう、叶かなえたい〈願い〉はないの。〈精霊王〉の力なら、契約の断たれた精霊を取り戻すことだって不可能ではないはずよ」

「そ、そんなの、だめですわ。あなたの〈願い〉なのに──」

「あんたには、絶対に叶かなえなきゃならない〈願い〉があるでしょ。あ、あんたには、その、いろいろ借りがあるし、べつに恩に着る必要なんてないんだから」

「クレア……」

　リンスレットの碧へき玉ぎよくの瞳がかすかに揺れる。

「──その話、ちょっと待ってくれ」

　と、カミトが口を挟んだ。

「え？」

「〈精霊王〉の奇跡に関しては、慎重になったほうがいい気がするんだ。ルビアの話がどうもひっかかる」

「それは……」

　──この世界の条理法則を超越した奇跡。

　──あれは、お前たちの望む〈願い〉を叶えるものではない。

　と、彼女はたしかにそう言った。

　ルビアの言葉をそのまま鵜う呑のみにするわけではない。

　だが、カミトは見てしまっていた。

　──三年前の記憶の中で、〈精霊王〉の奇跡がレスティアを呑のみ込こむのを。

　この世界の条理から外れた──〈この世ならざるもの〉。

　それが、奇跡の正体であるとするなら──

（……その力に頼るのは、あまりに危険すぎる）

「──たしかに、そうかもしれないわ。けど……」

　クレアは親指の爪を噛かんだ。

「俺おれは、なにか別の方法を探すべきだと思う」

「私もカミト君に賛成よ。私は元〈神儀院〉の姫ひめ巫み女こだけど、ルビア様の話を聞いたあとでは、〈精霊王〉に不審を抱かないわけにはいかないもの」

　フィアナの言葉に、リンスレットはきゅっと唇を噛むと、

「……わ、わかりました。仰おつしやるとおりですわね」

　こくっと頷うなずいた。

「……クレア、その、気持ちはありがとうですわ」

「う、うん……」

「私もその魔精霊に関して調べてみるわ」

「ああ、ファーレンガルト家も協力を惜しまないぞ」

「魔精霊のことなら、グレイワースがなにか知ってるかもしれないな」

「み、みなさん……」

　制服の袖で目もとをこするリンスレット。

　それからハッと顔を上げて、

「い、いつまでも落ちこんでいるのは、わたくしらしくないですわね！」

　いつもの優雅な微笑を浮かべてくれた。
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　馬車が城館の門前に到着した。

　剣の姿になったエストを小脇に抱え、カミトはロビーへ向かう。

　歩きながら、ふと星空を見上げた。

（そういえば、レスティア、どこに消えちまったんだ？）

　大祭殿で姿を消してから、彼女は戻ってこない。

　精霊刻印が繋つながっている感覚はあるので、まあ、大丈夫だとは思うが──

（昔から気まぐれだったからな、彼女は……）

　胸中でため息をつく。

　カミトたちが近付くと、城館の扉が内側から開いた。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

　出迎えてくれたのは、メイドのキャロルだ。

　彼女のほんわかした笑顔はみんなの心を癒いやしてくれる。

「キャロル、わたくしがいなくても大丈夫でしたの？」

「はい。朝食を作っているときに小ぼ火や騒ぎが三回ありましたが、なんとかお嬢様の部屋で食い止めました」

「……はあ。そのくらいで済んでよかったですわ」

「……大丈夫じゃないだろ」

　冷静にツッコむカミト。

　……こんなメイドを雇っていて、ローレンフロスト家は本当に大丈夫なのだろうか。

「お帰りなさい、お姉さま、お兄様！」

　と、キャロルのうしろから、金髪の可愛かわいらしい少女が顔をだした。

　リンスレットの妹のミレーユだ。パタパタと駆け寄ってきて、姉の身体に抱きつく。

「も、もう、ミレーユ、はしたないですわよ！」

　お姉さんらしくたしなめるリンスレット。

　けれどその手は優しく頭を撫なでている。……相変わらず妹には甘いようだ。

　ミレーユは姉からパッと離れると、こんどはカミトに抱きついた。

「むっ……」

　背後でお嬢様たちの冷たい視線が突き刺さる。

「お兄様も、優勝おめでとうございます！」

「だ、だから、お兄様じゃないって」

　カミトがたじたじになっていると、

「ミレーユ様、カミトを困らせてはだめ」

　すっと伸びてきた腕が、ミレーユをカミトから引き離した。

「あ、ミラ、なにするのよー」

　襟首を掴つかまれたままジタバタと暴れるミレーユ。

　メイド服に身を包んだ元〈破烈の師団〉師団長、ミラ・バセットだ。

　彼女は左右で色の違う瞳でカミトを見つめると、

「カミト、お帰りなさい」

「ああ。ただいま、ミラ」

　カミトはミラの頭にぽんと手をのせた。

「……あ、う……」

　カアッと顔を赤らめて硬直するミラ。

「……はあ。カミト君、さっそく夜の魔王さんね」

「ま、魔王の称号なんて夜の魔王で十分だって……そ、そういうことなの？」

「ま、まて、お前ら、なにか誤解してないか？」

　あわてて弁解するカミト。

　──と、その時だ。

「やれやれ。相変わらずだな、坊やは」

　奥の階段から呆あきれたような声が降ってきた。

「……！」

　カミト以外の全員がハッと背筋を正し、横一列に並ぶ。

「──〈チーム・スカーレット〉諸君、優勝おめでとう」

　手を叩たたきながら階段を下りてきたのは、スーツ姿のグレイワースだ。

「あんた、その……身体はもういいのか？」

　カミトがぶっきらぼうに訊たずねると、

「ふふっ、真っ先に身体の心配とは。よほど私の身体が忘れられないようだな」

「な、なに言ってんだ、んなわけあるか！」

「カ、カミト、あんたまさか学院長にまで……」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　お嬢様たちの視線が首筋にグサグサ突き刺さる。

　グレイワースは、そんな彼女たちの反応をおもしろがるように笑うと、

「カミト、私の部屋に来い」

　有無を言わせぬ口調で命令した。

「え？」

「お前に、最後の奥義を授けてやる」
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　女の子たちの冷たい視線を背中に浴びつつ、カミトは部屋に案内された。

　グレイワースはソファに腰掛け、テーブルの上に置いた酒瓶を手にとると、

「そこにかけるがいい。酒はどうだ？」

　グラスに琥こ珀はく色の液体をそそぐ。

「あんた療養中だろ。やめとけよ」

「おや、めずらしいな。心配してくれてるのか？」

「……んなわけあるか」

　カミトは無言でグラスを取りあげた。

「……で、なんなんだよ。最後の奥義ってのは」

　決勝戦の直前、カミトはグレイワースから絶剣の奥義を継承した。

〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉──対人用のカウンター剣技。この剣技を伝授したことによって〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉は精霊使いとしての力を失ったのだ。

「そう急せくな。この剣舞をマスターすれば、お前は真の魔王となる」

「……真の魔王？　どういうことだ──」

　カミトはハッとした。

　グレイワースはソファの上に身を横たえると、

「いまこそ教えてやろう、──夜の烈華螺旋剣舞をな」

「……」

「……」

　沈黙がおとずれた。

「……てめえ」

　グレイワースの襟首を掴つかむカミト。

「ふふ、この奥義を修得すれば、学院の娘たちもたちまち乱れ堕おちてしまうぞ。もっとも、おまえが使えば激しすぎて失神してしまうかもしれんがな」

「あ、あんたそれでも学院長か！」

　カミトは怒鳴った。

「なんなら、私で試してみてもかまわんぞ。すでに精霊との交感はできない身だ。純潔を守る必要もあるまい？」

　指先で胸もとを開くと、黒の下着がチラッと覗のぞく。

「か、からかうなよ……」

　カミトは顔を赤らめ、視線を逸そらした。

「ふふ、坊やは本当に可愛かわいいな」

　グレイワースは喉の奥で笑うと、ソファに掛けなおした。

「まずはよくやった、と褒めておこう。坊やを学院に呼んだ甲か斐いがあったというものだ」

「あんたに褒められると居心地が悪いな」

　カミトは憎まれ口を叩たたきながら、

「……まあ、その、あんたには感謝してる。おかげで学院の仲間に出会えたし──」

　カミトは手袋を脱ぎ、左手の精霊刻印を見せた。

「大切なものも取り戻せた」

「闇精霊を取り戻したのは坊や自身の力だ。私はなにもしてないよ」

　グレイワースはふっと肩をすくめる。

　カミトは向かいの椅子に腰掛けて、

「……グレイワース、あんたに聞きたいことがある」

　と、切り出した。

「ほう？」

「──二十四年前。あんたが〈精霊剣舞祭〉で優勝した日のことだ」

「……懐かしいな」

「二十四年前のあの日、あんたは〈精霊王〉に奇跡を願い、不老不死を手に入れた」

「……不老不死などというものではないよ、あれは」

　グレイワースの目が鋭い光を帯びる。

「そう、あんたは確かに言った。精霊王の奇跡はそんな万能なものではないと」

「だが、あんなことができる力は奇跡と呼ぶしかない。あのとき、私は帝国を守る必要があった。たとえみずからの肉体に楔くさびを打ち込もうとね」

　魔女は自身の心臓を指差した。

「呪装刻印だ。心臓にも移植している」

「〈十二騎将ナンバーズ〉のルーリエ・リザルディアから訊きいたよ」

「……あのお喋しやべりめ」

　舌打ちするグレイワース。

「あんたは、〈精霊王〉の真祭殿でなにを見た？」

「〈誓約ゲツシユ〉は知っているだろう。〈精霊王〉の真祭殿で見聞きしたことを話してはならない。最も厳正な誓約だ」

「話せとはいわないさ。質問に答えるだけでいい」

　カミトは首を振った。

「あんたは、真祭殿であの闇を見たか？」

「闇だと？」

　怪け訝げんそうな顔になる。

「なんのことだ？」

（……グレイワースは、あれを見ていないのか？）

　訝いぶかしむカミト。

　──と、その時。突然、部屋の窓が開き、黒い翼が舞い散った。

「なっ……」

　カミトは椅子から立ち上がる。

　窓枠の上に降り立ったのは──

　夜色のドレスに身を包んだ闇精霊。

「久しぶりね、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉」

「ふん、闇精霊か」

　不敵に微笑ほほえむグレイワース。

「レスティア、どうしたんだ？　いままでどこに──」

「カミト、教国の飛行艇が密かに〈廃都〉へ向かったわ」

「……なに？」

　嫌な予感が駆け抜ける。

「〈精霊剣舞祭〉は終わったんだぞ。どうして〈廃都〉に戻る必要が……」

「彼女の狙いはおそらく──」

　と、レスティアは虚空を見上げ──

「〈水の精霊王〉の分身、でしょうね」






第六章　再び廃都へ






　カミトはすぐに、チームメイトのお嬢様たちを城館のロビーへ招集した。

　みんなこれから寝ようとしているところだったらしく、いたって不機嫌そうだ。

　唯一、スカーレットだけが元気そうだった。

（……猫だけに夜行性なのかもしれないな）

「……もう、なにがあったのよ。〈精霊剣舞祭〉は終わったのよ」

「私はいつも九時には寝ると決めているのだぞ」

　腰に手をあてて怒るクレアとエリス。

　ただし、二人とも可愛かわいらしいパジャマ姿なのでイマイチ迫力がない。

　……というか可愛い。

「悪い、緊急事態なんだ。まずいことになった」

「緊急事態ってなによ」

「アルファス教国の飛行艇が〈廃都〉に向かったらしい」

「……廃都に？」

　クレアは訝いぶかしげに眉をひそめた。

「あんな場所に、いまさらなんの用があるのかしら？」

「おそらく、彼女の狙いはイセリアだろう」

「……っ！」

　全員がハッとした。クレアの救出を手伝ってくれた、水鏡色の髪の少女。

「どうして……どうしてあの娘こが狙われるんですの！」

　リンスレットがカミトに詰め寄った。

「イセリアは最高位の精霊だ。シェーラは、彼女を捕らえて、契約精霊にしようとしているのかもしれない」

「そんな……！」

　魔精霊に精霊を奪われたことを思い出したのか、リンスレットが悲痛な声を上げる。

（あるいは、何かほかに狙いがあるのか……）

　イセリア・シーウォード。

　三年前のあの日、カミトが解放した精霊王の一柱。

　魔女は、そのことを知って行動を起こしたのだろうか──

「しかし、連中はどこでイセリアのことを？」

　エリスが首を傾かしげる。

「おそらく、フェンリルの記憶を辿たどったのだろうさ」

　グレイワースが静かに階段を下りてきた。

「精霊刻印を通じて、契約者は契約精霊の記憶を垣かい間ま見みることができる。フェンリルの記憶の中に、その精霊のことがあったのだろう」

「そんな……」

　動揺するリンスレット。

「グレイワース、魔精霊の使い手だったあんたなら、〈フェンリル〉を取り戻す方法を知ってるんじゃないか？」

「残念ながら、私は騎士であって精霊学の権威ではない」

　グレイワースは首を横に振る。

「そもそも魔精霊というカテゴリー自体、精霊調査会が勝手に作ったものだ。精神構造が不可解な精霊の総称としてな。ゆえにまともな研究はされておらず、個々の魔精霊に関する資料はほとんどないのが現状だ」

「……そうか」

「しかし、あの魔氷精霊を救い出せる可能性ということならば、なくはない」

「え？」

「魔精霊〈バンダースナッチ〉は、すでに交わされた契約を上書きする力を持っているようだが、その効力も精霊契約の一種と考えられるだろう。そして、精霊契約には必ずあるものを伴う──」

「……精霊刻印か」

「坊やにしては察しがいいな。奪われた〈フェンリル〉には、魔精霊によって刻まれた精霊刻印があるはずだ。それを──」

「テルミヌス・エストで破壊する、か」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の柄を強く握った。

「ただし、あくまで可能性だ。あの魔精霊の特性は私にもわからん」

「……ああ、わかった。でも、試してみる価値はあるな」

　カミトはリンスレットに向かって頷うなずいてみせる。

「とにかく、すぐに〈廃都〉へ向かおうと思う。彼女を渡すわけにはいかない」

「え、ええ、そうですわ！　わたくし、あの娘こと約束しましたもの。必ずあの場所から連れ出して差し上げますと」

「……けれど、封印解放の方法はまだわからないわ」

「それに関しては考えがある」

　難しい顔のフィアナに向かって、カミトは言った。

　夢の中で見た少女。あれが、本当に解放された〈精霊王〉なのだとすれば──

　真名を媒介として封印を解くことが出来る。

（……彼女には、聞かなくちゃならないこともあるしな）

「しかし、どうやって〈廃都〉へ向かうんだ？」

　エリスが疑問を投げかける。

「〈神儀院〉の転移魔術は使えないのか？」

〈神儀院〉に事情を説明すれば、転移用の〈門〉を開いてくれるだろう。

「あれは儀式が必要なのよ。あの〈魔石〉だって、決まった場所に転送するだけだし」

　フィアナが首を横に振る。

「じゃあ、どうすれば──」

　と、歯は噛がみしたその時。

「やれやれ、私の力が必要なようだな」

　グレイワースが肩をすくめた。

「あんた、力は完全に失ったんじゃ……」

「力というのは精霊使いとしての力だけではない、ということだよ」

　グレイワースはふっと笑った。

「〈浮遊島ラグナ・イース〉の突とつ端たんで待っているといい。足を用意してやる」
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「……ここで待ってろって、いったいどうするつもりなんだ？」

「学院長にはお考えがあるのよ」

　一時間後。カミトたちは〈浮遊島〉の北西にある突端部に集まっていた。

　真夜中の空気は寒い。〈浮遊島〉全体を覆っている結界のおかげで風はないものの、空気そのものが肌を冷たくする。

「……寒いな。手が凍りそうだ」

　分厚い防寒具の下で、カミトは身を震わせた。

「入学したときにやったローレンフロストの雪山合宿を思い出すわね」

「うむ、あれは地獄だったな」

　ぎゅーっと火猫を抱きしめるクレアに、エリスが深く頷うなずく。

「このくらいの寒さはなんともありませんわ」

　雪国育ちのリンスレットだけは、平然としていた。

「……っていうか、それあったかそうだな。俺おれもスカーレット抱かせてくれ」

「べつにいいけど、スカーレットはあたし以外には懐かないわよ」

　クレアがスカーレットの脇を抱いてカミトにわたす。

　スカーレットはくるっと身をまるめ、おとなしくカミトの腕におさまった。

「……おお、あったかいな」

　身体の芯まで温まる感じだ。

「ニャー、ニャー♪」

　嬉うれしそうに喉を鳴らす火猫精霊。

「……～っ、な、なんでそんなに懐いてるのよ！」

「カ、カミト、ずるいぞ！　私もモフモフしたい！」

　エリスが手を伸ばすと、スカーレットは嫌がるようにジタバタ暴れた。

「カミト君、こうして身体をくっつけあえば、もっと温まるわよ」

　ふよんふよんっ。

「フィアナ!?」

「な、なな、なにしてるのよ、エロ王女！」

　その時、不意に突風が吹きつけて、女の子たちの髪がいっせいに舞い上がった。

「な、なんだ!?」

　崖の下から、巨大な物体が浮上する。

　月明かりの下、夜闇に浮かび上がったその姿に──

「最新型の〈ウィング・ラプター〉級戦闘艇だわ！」

　クレアが驚きの声を上げた。

　飛竜を模した流線型。船体は魔導銀で舗装され、両翼の翼はあわい輝きを放っている。

　たしか、帝国が保有する十二隻の小型飛行艇のうちの一隻だ。

　と、操そう舵だ室しつの扉が開き、グレイワースが甲板にあらわれた。

「これを使うがいい。ただし絶対に壊すなよ」

「こんな短時間でどうやって飛行艇の許可を取ったんだ!?」

　吹き荒れる風に煽あおられながら、カミトが叫ぶ。

　王族専用艦を除く飛行艇はすべてファーレンガルト家の管轄であるため、騎士団の許可がなくては、飛行艇を飛ばすことなどできるはずがない。

「私を誰だれだと思っている。軍の連中を脅す材料などいくらでもある」

「そんなことしてるから、あんたはしょっちゅう命を狙われるんだ」

「そのときは、坊やが守ってくれるんだろう？」

「……知るか」

　目を逸そらすカミト。

「早く乗れ、時間はないぞ」

　グレイワースに急せかされ、クレアたちは崖の端から甲板に飛び乗った。

「ほら、行くぞ──」

「ちょ、ちょっと待って……きゃっ！」

　飛び移るのを躊躇ためらうフィアナを抱きかかえて跳ぶカミト。

「も、もう、カミト君ってば……」

　甲板の上に下りたフィアナは、顔を真まっ赤かにして呟つぶやく。

「この船なら、教国の旧式飛行艇に追いつくこともできるわね！」

「ああ。祖父が買い付けた最新鋭の飛行艇だからな」

　クレアの言葉に頷うなずくエリス。アルファス教国に新型の飛行艇は存在しない。せいぜい〈骸連盟マーダーズ〉から横流しされた、ランバール戦争時代の旧型艇だろう。

　グレイワースは飛行艇から飛び降りると、カミトたちのほうを振り向いた。

「私にできるのはここまでだ。あとはおまえたちで操縦しろ」

「乗手は貸してくれないのか？」

「こんな夜更けに手配できるはずもなかろう。エーテルの濃い〈浮遊島ラグナ・イース〉の周辺ならばこのように浮かべることはできるが、スピードを出すとなると、風の精霊鉱石を核とした〈精霊機関〉を起動する必要がある。エリス、できるな？」

「は、はい！」

　ぴしっと背筋を正して頷くエリス。

「操縦は誰がするんだ？」

〈教導院〉出身のカミトでも、さすがに飛行艇の操縦まではできない。

（特務技能者のリリィはそんな技術も持ってたけどな──）

「一応、王族専用の小型艦なら動かしたことがあるわ」

　フィアナが操そう舵だ室しつの中を見ながら呟く。

　中央に精霊文字の刻まれた黒い石版が置かれていた。

　石版に手を触れ、思念を送り込んで操縦するタイプらしい。

「基本的な操作は変わらん。優秀な姫ひめ巫み女このお前なら容易たやすく動かせるはずだ」

　外からグレイワースが声をかける。

「あたしとスカーレットは甲板で精霊を警戒するわ。リンスレットは夜食をお願い。小型艇でも簡単な厨ちゆう房ぼうくらいはあるはずよ」

「了解ですわ！」

「俺おれはなにをすればいい？」

「えっと、カミトは……」

　クレアはしばらく考えて──

「とりあえず、着くまで寝てていいんじゃない？」

　……役立たずだった。

　まあ、他ほかにやるべきこともないのでしかたない。

「誰だれか〈廃都〉の場所はわかるのか？」

「そこの闇精霊ならば知っているだろう？」

「……相変わらず、遠慮というものがないわね、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉」

　闇の魔剣が、夜色のドレスをまとった少女に姿を変えた。

　美しい黒翼をはためかせ、夜空を舞う。

「レスティア！」

「……まあいいわ。〈廃都〉までは私が先導してあげる。感謝するのね」

「闇精霊、あんたは信用できないわ。学院でなにをしたか、忘れたとはいわせないわよ」

　クレアが頭上のレスティアを睨にらんだ。

「別にいいけど、人間のあなたたちに安全な航路がわかるのかしら。魔神級精霊の領域に入ったら、こんな船、木こっ端ぱ微み塵じんにされるわよ」

「……～っ！」

「クレア、大丈夫だ。俺の相棒を信じてくれ」

　カミトはクレアの肩にぽんと手をのせる。

「……はあ、わかったわよ」

　クレアは肩をすくめると、

　掌てのひらに小さな炎を灯ともし、レスティアに手渡した。

「……これはなに？」

　きょとん、と首を傾かしげるレスティア。

「あんた光属性の魔術は仕えないでしょ。暗闇の中だとよく見えないから、それを目印にするのよ」

「ああ、なるほど。人間は不便ね」

　納得して、燃える火球をうけとるレスティア。

「よし、急ごう。先にイセリアを保護するぞ」
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「……さすが最新の戦闘艇だな。まるで風の精霊みたいだ」

　轟ごう々ごうと唸うなる風の音。船室の窓から外を眺めながら、カミトは呟つぶやいた。

　船体の周囲に展開した風の結界が、雲間を斬り裂いていく。機関部のエリスも相当がんばっているに違いない。

「……しかし、寝てろって言われてもな」

　カミトは一人呟つぶやいた。

　たしかに決勝戦での疲労は残っている。だが、全部女の子に任せて一人だけ寝ているというのも、なんだか落ち着かない。

「まあ、いても邪魔になるってのはわかってるんだが……」

　ベッドに横になってみる。

　と、ポケットの中でなにか硬いものがあたった。

「……そういえば、渡しそびれてたな」

　カミトは思い出した。

　クレアの姉からペンダントを預かっていたのだ。

　エルステイン家の紋章である、炎の獅し子しの刻まれたペンダント。

　修羅の道に堕おちてなお、彼女が捨てられなかったものだ。

　カミトはベッドから起き上がった。

　通路に出て、甲板へ続く階段を上ろうとして──

　……思わず、立ち止まる。

　調理場の扉の隙すき間まから、いい匂いが漂っていた。

（……リンスレットが夜食を作ってるのか）

　胃がぐるぐると鳴る。そういえば、カミトは今朝からまともに食事をしていない。

　ふらふらと匂いにつられるように厨ちゆう房ぼうの扉を開けると、

「……カミトさん、どうしましたの？」

　エプロン姿のリンスレットが、おたまを持ったまま振り向いた。

　火の精霊鉱石の上にのせた鍋がぐつぐつ音をたてている。いい匂いを漂わせているのはこのスープのようだ。

「腹が減ってな。いい匂いがしたもんだから、つい」

「……そうでしたの。ちょっとお待ちくださいまし」

　リンスレットはお椀わんに湯気のたつスープをよそってくれた。

「ジャガイモとベーコンのスープですわ。貯蔵庫にあった野菜はこれくらいで」

「いや、十分だ。うまそうだな」

　スープをひと口飲む。

「……ああ、うまい」

　身体の芯から温まるような美お味いしさだ。

「塩しお気けがちょうどいいな」

「こ、こんなものでよければ、いくらでも作ってさしあげますわ」

　顔を赤らめ、くるくると髪を巻くリンスレット。

　カミトはスープを一気に飲み干した。

「ご馳走様。……ありがとな」

「もう部屋に戻られますの？」

「いや、ちょっと甲板を見てくるよ」

　カミトが調理場を出て行こうとすると、

「あ、あの……」

「……リンスレット？」

　背後から制服の袖を掴つかまれる。

　……いや、掴むというよりは、指先でつまむという感じだ。

「そ、その……」

　リンスレットは躊ちゆう躇ちよするようにうつむくと、

「わ、わたくしの……手を、握ってくださいますか？」

　か細い声で囁ささやく。

　カミトを見上げるエメラルドの瞳が揺れていた。

〈精霊刻印〉を失った右手。その指先が、不安そうに震えている。

　みんなの前では気丈に振る舞っている彼女だが──

　本当は心細くてしかたないのだろう。

　……カミトは無言で彼女の手を握った。やわらかく繊細な女の子の指先を。

「フェンリルは絶対に取り返す。大丈夫だ」

「……はい」

　カミトに手を握られたまま、リンスレットはこくっと頷うなずいた。
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　船室の外に出るとやはり肌寒い。

　肩を震わせながら、カミトはクレアの姿を探した。

　クレアは甲板の上でスカーレットを抱いて座っていた。

「クレア──」

　階段を上っていき、声をかけると、

「ふあっ……カ、カミト!?」

　驚いた様子で振り向く。

「下で寝てなさいよ。疲れてるんでしょ」

「そんな気分でもなくてな。ほら、リンスレットのスープ、もってきたぞ」

　カミトは湯気のたつスープを床に置いた。

「あ、ありがと……」

「隣、座ってもいいか？」

「……へ？　あ、う、うん……」

　カミトはクレアの隣に腰をおろした。

　……気まずい沈黙がおとずれる。

　なにしろ、決勝戦ではいろいろなことがありすぎた。

　おたがい、何から話せばいいのか探りあぐねていると──

「闇精霊、取り戻せてよかったわね」

　先に口を開いたのはクレアのほうだった。

　遠く、雲間に見える明かりに視線を向けながら、呟つぶやく。

　闇に紛まぎれて姿はよく見えないが、船を先導するレスティアだ。

「……ああ。そのために、俺おれは三年間、旅をしてきたんだからな」

「そう……」

　クレアはちょっと拗すねたように唇を尖とがらせる。

「その、残念だったな。……せっかく再会できたのに」

「……そうね。姉様に会えたのはよかったけれど、あんな話を聞いてしまうと、ね──」

「〈精霊王〉が狂ってるって話か」

「ええ。にわかには信じられないけれど、でも……」

　不安そうにスカーレットをぎゅっと抱きしめる。

「姉様が叛はん逆ぎやくした理由が、精霊王があたしを贄にえとして求めたからだって……」

「……たしかに、それは気になるな」

〈火の精霊王〉は、エルステインの焔ほのおの使い手であるクレアを贄として求めた。

　この世界の条理法則を超越した〈炎を燃やす焔〉。

〈精霊王〉はなぜ、そんなものを求めたのか──

「これから、どうするんだ？　またルビアを探すのか？」

「……そうね」

　クレアは難しい表情で呟いた。

　彼女自身、まだ考えがまとまっていないのだろう。

　古来より〈精霊剣舞祭〉優勝者の肉親には、恩赦が与えられるのが慣例だ。だが、たとえクレアが願い出たとしても、帝国はルビア・エルステインを許しはしないだろう。

〈精霊王〉への叛逆は、決して許される罪ではない。

（──といって、ルビアの訴えを公表するわけにもいかないけどな）

　信じる者はいないだろうし、〈精霊王〉が得体のしれないものに侵され、狂乱している、などということが明るみに出れば、大陸に大きな混乱が巻き起こるのは間違いない。

「そうだ、これ──」

　と、カミトはポケットからペンダントを取りだした。

「……獅し子しの紋章!?　なんでカミトが──」

「ルビアに託されたんだ。お前に渡してくれって」

　ペンダントを渡すと、クレアはそれをぎゅっと握った。

「……温かい。このペンダントには炎の力が宿っているのよ」

　優しい眼まな差ざしでペンダントをみつめるクレア。

　その横顔に、カミトはドキッと心臓が高鳴る。

「……でも、姉様は、どうしてこれをあたしに？」

「お前への形見のつもりだったんだろうな、あのときは」

「そんな……」

「……心配するな。お前の姉貴はしぶといよ。お前に似てな」

　ぽん、と頭に手をのせると、

「そ、そうね……姉様は、強い人だもの」

　クレアはこくっと小さく頷うなずいた。

「それ、また会ったときに返してやれよ」

「うん……」

　ペンダントを大切そうにしまうクレア。

　それから、顔を上げると──

「と、ところで……」

　こほん、と咳せき払ばらいしてカミトに詰め寄った。

「うん？」

「──カミトが本物の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉だったのね」

「ぐ……」

　……唐突に来た。

「そ、それは……だな……」

「だめ。もう誤ご魔ま化かしても無駄よ。自分で名乗ったんだから」

「ご、誤魔化すつもりはない……ぞ……」

　視線を逸そらして頭をかく。

「……で、なにか言うことは？」

　むっとして睨にらむクレア。

「……その、隠しててすまん」

　カミトは素直に謝った。

「ふーん、ずっと騙だましてたんだ？」

「う……」

「──あたし、ずっと彼女に憧れてたのよ」

「……わ、悪かった！」

　甲板の床に手をついて謝るカミト。

　と──

「……はあ、もういいわ。ほら、顔あげて」

　クレアは軽くため息をつくと、

「……その、ありがとう」

「え？」

　クレアの口から出た意外な言葉に、カミトは眉をひそめた。

　クレアはほんのわずかに口もとをゆるめ、

「えっと、前にも話したかもだけど……三年前、すべてを諦めていたあたしを救ってくれたのは、三年前に見た彼女の剣舞よ。レン・アッシュベルがいなければ、あたしはきっと〈精霊剣舞祭〉を目指すこともなかった。……だから、ありがとう」

「クレア……」

「な、なんか、照れるわね、こういうの……」

「お、おう……」

　顔を赤らめ、目を逸そらす二人。

「……そ、そういえば、エリスたちには話したの？」

「……いや、まだ……」

「そう……」

　クレアはくすっと微笑ほほえむと、桜色の唇に人差し指を軽くそえる。

「いいわ。秘密にしといてあげる。──二人だけの、ね」

　思わず見惚れてしまうほど、魅力的な笑顔だった。






第七章　封破の儀






〈浮遊島ラグナ・イース〉を飛び立ってから、数時間後。

　飛行艇〈ウィング・ラプター〉は、廃都の上空に到達した。

「上空から見ると、ずいぶん印象が違うな」

　操舵室そうだしつの窓から下を覗のぞき込こみ、呟くカミト。

　遺跡は深い森に覆われていて、月明かりだけでは、ほとんど何も見えない。

　だが、ほんの数刻前まで、カミトたちはたしかにここで剣舞を舞っていたのだ。

「たしか、地下遺跡への入り口は、廃都の中心部にあったよな」

「上からだと、探しようがないわね」

　石版を操作するフィアナがため息をつく。

「たぶん、あそこだと思うわ。ほら、あの炎が激しく燃えてるところ」

　クレアが斜め前方を指差した。

　視線を移すと、炎が放射状に燃え広がっている場所がある。

「そうか。ミュアの魔炎精霊ヴアララカールが暴れた場所だな」

　廃都の中心部で放たれたあの炎が、いまだに燃え盛っているのだ。

「教国の戦闘艇は見当たらないな。ひょっとして、途中で追い抜いたか？」

「こう視界が悪いと、さすがに発見するのは難しいわね。フィアナ、あのクレーターのところに強行着陸できる？」

「やってみるわ」

　フィアナは頷うなずくと、石版の表面を指先でなぞる。

　飛行艇は進路を変更すると、廃都の中心部にゆっくりと降下していった。
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　地下遺跡の入り口は、瓦が礫れきに埋もれた祭殿の中にあった。

　ミュアの〈ヴァララカール〉と戦ったとき、リンスレットが出てきた場所だ。

「〈廃都〉の亡霊よ、安らかに眠りなさい──〈闇魔閃雷ヘルブラスト〉！」

　遺跡を守るように群がる〈廃精霊〉を、レスティアが広域殲滅せんめつ魔術で薙なぎ払はらう。

　影のような〈廃精霊〉の群れは、一瞬にして虚空に消滅した。

「……容赦ないな」

　カミトが呟つぶやくと、

「あれはかつて精霊戦争の英雄だったものたちよ。あんな姿で永遠に怨念を増幅させるよりは、ひと思いに滅ぼしてあげるのが慈悲というものだわ」

　レスティアは黄昏色の瞳をふっと翳かげらせる。

「だから、カミト──」

「うん？」

「もし私があんな姿になってしまったら、同じように──」

「……レスティア、つまらない冗談は嫌いだぞ」

　言い捨てて、カミトは輝く聖剣を手に地下への階段を下りていく。

「急いだほうがいいわ。解放の儀式には時間がかかるから」

「船に残してきた二人も心配ですわ」

「ああ、そうだな」

　先導するカミトのあとを、フィアナとリンスレットがついてくる。

　地上にはクレアとエリスを残してあった。飛行艇を教国に発見された場合、奪われる危険があるからだ。フィアナは〈封破の儀〉を執り行うため、リンスレットはあの少女精霊を召喚するために必要なので、同行してもらっている。

　カミトは二人の護衛だ。

　シェーラ・カーンが〈フェンリル〉の記憶を覗のぞいてイセリアのことを知ったのなら、すでにこの地下遺跡に侵入している可能性が高い。

「この遺跡は、精霊たちの墳墓なのね」

　フィアナが石壁の表面に触れながら呟くと、

「ここに彫られているのは、〈精霊戦争〉を戦った精霊たちの真名よ」

　レスティアが足を止めて頷いた。

　精霊戦争。

　はるか太古、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉が〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉に反旗を翻したことによって起きた戦争──と、そう云われている。

「レスティアは〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の軍勢にいたのか？」

　振り向いて訊ねるカミト。

「ええ、かつての私は軍勢を率いる立場にあったわ。あの〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉とは、戦場で何度か刃を交えたこともある点」

　珍しく、苦い顔でうめくレスティア。

　……彼女にとって、あまり思い出したくない記憶のようだ。

「そういえば、クレアにスカーレットの真名を教えたのって、レスティアなんだよな」

「本当は気が進まなかったのだけど、あの状況では仕方なかったのよ。もっとも、クレア・ルージュは、まだあの火猫を使いこなせていないようだけど」

「そうなのか……」

　カミトはふたたび歩きだしながら、

「たしかエストも精霊兵器って聞いたが──」

　通路の奥を聖剣の光で照らす。

「二人は、前に顔を合わせたことはあるのか？」

「直接戦ったことは一度もないわね」

　意外にも、レスティアは首を横に振った。

「彼女は気まぐれで、どちらの陣営にも属していなかったの。〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉と〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉、双方ともに最強の剣精霊を恐れていた。いまの聖剣さんは、彼女の記憶も力も継承していない状態だから軽口も叩けるけれど、正直、私も彼女のオリジナルと喧けん嘩かをする気にはなれないわね」

「……まてまて。俺おれの知る限り、いまのエストだって最強クラスの精霊なんだが」

「それについて異論はないわ」

　レスティアは肩をすくめると、

「けれど忘れないで。あなたが手にしている聖剣は本来、あの〈精霊王〉すら畏おそれる存在だということを。そしてその力は、あなた自身を蝕むしばむ呪いでもあるのよ」

「……！」

　カミトはハッと息を呑み──

　輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の刃に目を落とした。

（……そういえば、そのことも考えないとな）

　かつて魔王スライマンを滅ぼした、伝説の聖剣。

　しかし、その真の姿は〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉の命を奪った呪いの魔剣なのだ。

〈精霊剣舞祭〉の優勝者に与えられる〈精霊王〉の奇跡の力で、その呪いを解いてもらおうと考えていたのだが──

（……あの闇に、エストを触れさせることはできない）

　エストの呪いを解くには、何か別の方法を考える必要がある。

　と、そんなことを考えながら、しばらく通路を進んでいくと。

　通路がいくつも枝分かれした、巨大な空洞に出た。

「ここがいいと思いますわ」

「そうね。これだけ広ければ〈封破の儀〉も問題なく執り行えるわ」

　リンスレットの呟つぶやきに、フィアナも賛同する。

「わかった」

　カミトが聖剣の刃を地面に突き立てると、まばゆい光が周囲を明るく照らした。

「主君の招きに応じ、出いでよ──〈騎士精霊ゲオルギウス〉！」

　フィアナが召喚の詞ことばを唱えて騎士精霊を呼び出す。

　騎士精霊が胸の甲かつ冑ちゆうを開くと、ガランガランとやかましい金属音がして、様々な調理器具が転がり出てきた。

「これでいいかしら？」

「ええ。これさえあれば、百枚でも二百枚でも焼けますわ」

　フライパンと火の精霊鉱石を片手に、ぐっと気合いを入れるリンスレット。

　さっそく、熱したフライパンにバターをひきはじめる。

　じゅうじゅうと食欲をそそる音が洞窟の中に響く。

「ねえカミト、彼女はなにをしようとしているの？」

　レスティアが興味深そうに訊きいてくる。

「ああ、例の精霊をパンケーキで召喚するんだ」

「……え？」

　きょとん、として固まるレスティア。

　彼女がこんな顔になるのはめずらしい。

「いったい何を考えているの？　そんなことできるわけないでしょう」

「いや、最初は俺おれもそう思ってたんだが……」

　高位精霊の召喚には、数日間にわたる盛大な祭儀を必要とするのが通例だ。

　パンケーキで召喚できる高位精霊など、聞いたことがない。

「私も初めて見たときはショックだったわ。〈神儀院〉で教わってきた常識とか価値観が、根底からひっくり返された感じよ」

「まあ、あの精霊が特殊なだけだと思うけどな……」

　呆あきれたように呟つぶやくフィアナに苦笑するカミト。

「……とても信じられないわ」

　レスティアはまだ半信半疑のようだ。

　やがて、溶けたバターのいい匂いが漂ってきた。

「ふふ、なかなか上手じょうずに焼けましたわ」

　リンスレットが焼きたてのパンケーキをお皿にのせる。

　たちのぼる湯気。たっぷりの蜂蜜がとても美お味いしそうだ。

「ちょっと食べてもいいか？」

「もちろんですわ。まだまだたくさん作りますから、闇精霊さんもどうぞ」

「……せっかくだから、いただくわ」

　レスティアはドレスの裾をなおし、カミトの横にちょこんと座る。

　上品に小さく切り分けてから、はむっと口にして、

「……っ！」

　大きく目を見開く。

　……はむ。はむはむっ。

　すぐに無言で食べはじめた。

「初めてオトーフを食べたときのエストと同じ反応だな」

　カミトがからかうと、

「わ、私としたことが……」

　こほん、と咳せき払ばらいして目を逸そらすレスティア。

　と、その視線が、暗闇の奥を見つめたまま固まった。

「……」

「レスティア、どうしたんだ？」

　眉をひそめて、視線の先を追うと──

「……！」

　枝分かれした通路の先に、ぴょこん、と跳ねた髪が覗のぞいていた。

「あれって、ひょっとして……」

「精霊さんですわ！」

　リンスレットは立ち上がると、ぱたぱたと駆けだしていく。

「本当にパンケーキで〈精霊王〉を呼び出したわ……」

　レスティアが戦せん慄りつの表情で呟つぶやいた。
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　……ぱくぱくぱく。

　巫み女こ装しよう束ぞくを着た精霊の少女が、パンケーキを美味しそうに食べている。

「リンスレットのケーキ、とてもおいしい」

「ふふっ、たくさん食べてくださいな」

　その横で、追加のパンケーキをどんどん作るリンスレット。

　そんな二人の姿を眺めながら──

（……たしかに、この娘こだったよな）

　カミトは胸中で呟いた。

　切り揃そろえた水鏡色の髪。透き通った湖のような瞳。

　その姿は間違いなく、過去の記憶の中で、カミトが解放した少女だった。

　水の精霊王──〈イセリア・シーウォード〉。

　記憶の中にあるその顔は、いま目の前にいる少女そのものだ。

　三年前、すべての記憶を失った状態でここに召喚されたという彼女の証言も、カミトの記憶と一致する。

　彼女は、カミトが精霊王暗殺に失敗したあの日、この〈廃都〉に転送されたのだ。

　だが──

（……信じられないな。この娘が〈精霊王〉だなんて）

　カミトはまだ半信半疑だった。

　横に座るレスティアの耳元で囁ささやく。

「なあ、本当にこの娘が〈水の精霊王〉なのか？」

「ええ、間違いないわ」

　神妙な顔で頷うなずくレスティア。

「……そうか」

　カミトは頷くと、こんどはフィアナの方を向いた。

　フィアナはすでに本格的な儀式装束に着替え、儀式の準備をしていた。

　燭台しよくだいに火を灯ともし、地面に巨大な魔術方陣を描く。

「儀式にはすぐに取りかかれそうか？」

「もう少し待って。ここの地脈は不安定なの」

　床に印を刻みながら答えるフィアナ。

「……エストを使えればよかったんだがな」

　と、〈魔王殺しの聖剣〉の柄に手をのせ、呟くカミト。

　最高ランクの解呪性能を有する〈テルミヌス・エスト〉だが、こと結界の解除に関しては、お世辞にも使い勝手がいいとはいえない。

　封絶結界を解除するには、魔術の核となっている刻印を探し出し、破壊しなければ意味がないのだ。

　おそらく、この地下遺跡のどこかに核があるのだろうが──

　この遺跡の中からそれを探し出すのは、ほぼ不可能だ。

「……悪いな。もう少しだけ待ってくれ」

「私は三年間もここにいたのよ。待つのには慣れているわ」

　こくっと頷く少女。

「それに、あなたたちがこんなに早く戻ってきてくれるとは思わなかった」

「ああ。じつは君を狙ってる連中がいるんだ」

「私を狙って……もしかして、さっきの人間たち？」

　少女精霊がハッとする。

「何か知ってるのか？」

「武装した人間たちが、この地下遺跡に何人も入ってきたわ。中には精霊を使役する者もいるみたいだった」

「……シェーラ・カーンの手勢だ。君を狙ってる」

　少女精霊は嘆息した。

「私を軍用精霊として捕獲するつもりなのかしら。姿こそ人間を模しているけれど、私に高位精霊の力はないのに」

（……やはり、記憶だけでなく〈精霊王〉としての力も失ってるのか）

　彼女を封じている結界が力を抑え込んでいるのか、あるいは、あのおぞましき闇から解放されたとき、力のほとんどを失ってしまったのか──

「……なんにせよ、急いだほうがいいな。ここも見つかるかもしれない」

　呟つぶやいて、カミトは暗闇の奥に目をこらした。





　　　　◇






　──数分後、空洞の中にフィアナの魔術方陣が完成した。

　燭しよく台だいの炎は激しく燃え、地面に描かれた図形が淡い光こう芒ぼうを放つ。

　その図形の中心に、巫み女こ服姿の少女精霊は立っていた。

「私はここにいればいいのね？」

「はい。御おん身みに負担がかかるかもしれませんが、ご辛抱ください」

　少女精霊の前にかしずくフィアナ。最高位の儀式装束に身を包んだ王女様は、普段の姿が嘘うそに思えるほどの神々しさに満ちている。

（……本当に〈精霊姫〉候補の姫ひめ巫み女こだったんだな）

「カミト君、なんか失礼なこと考えてるでしょ」

　フィアナはカミトをムッと睨にらみ、

「それで、カミト君、本当なのね？　この精霊さんが、その──」

「ええ。私も半信半疑だったけれど、間違いないわ」

　答えたのはカミトではなく、レスティアだった。

「その娘むすめは分離した〈水の精霊王〉の化身よ」

　──儀式の準備が整ったあと、カミトは少女精霊の正体を話した。

　彼女が〈水の精霊王〉──イセリア・シーウォードの現うつし身みであることを。

　もちろん、三年前の暗殺計画のことははぐらかして、だ。

「……とても信じられませんわ。この娘こが〈水の精霊王〉だなんて」

「ええ、私もよ……」

　リンスレットの手を不安そうに握る少女。

　聞かされた自身の正体に、本人が一番、ショックを受けているようだ。

「私たちを謀たばかっていないでしょうね、闇精霊」

「あら、そんなことをしてなんの意味があるのかしら。いずれにせよ、その娘むすめの封印を解放すればわかることよ」

　フィアナの詰問を軽く受け流すレスティア。

「真名が間違っていれば、封印解放は失敗するわ」

「ここはレスティアを信じてくれ、フィアナ。この娘この存在は、ルビアの話していた〈精霊王〉の狂乱を解き明かす鍵になるかもしれないんだ」

　カミトが口を挟むと、

「……わかったわ。カミト君がそう言うなら」

　フィアナは渋々といった様子で頷うなずいた。

　両手を組むと、ふたたび少女精霊に向きなおる。

「イセリア様、一度始めた儀式は中断することができません。よろしいですか？」

「……わかったわ」

　こくっと頷く。

「カミト君たちは、儀式が終わるまで離れていて」

「ああ、わかった」

　地面から〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を抜き、カミトは空洞の壁ぎわまで下がる。

　フィアナは静かに立ち上がると──

「──汝なんじ、イセリア・シーウォード、御おん身みをここに解放する」

　透き通った声で宣告した。

　四隅に設置された祭壇が激しい光を放つ。

　巨大な魔術方陣が火花を散らし、イセリアの全身を貫いた。

「……っ！　あ、あ、ああああああああっ！」

　喘あえぐような悲鳴。少女は両手で頭を抱え、苦しそうに膝を折る。

「精霊さん！」

「……儀式が失敗したのか!?」

　思わず、駆け寄りそうになる二人を──

「違うわ、カミト──」

　レスティアが手で制した。

「あれは封印が解ける際の負荷。〈封破の儀〉が成功している証拠よ。……あのお姫様、さすがに〈精霊姫〉の候補だっただけあるわね」

「……う、う……頭……痛……い……」

　全身を貫く光の奔流に、懸命に耐える少女精霊。

　その小柄な身体が小刻みに震えはじめる。

「……怖い……黒い闇が……私を……食べ……て……」

「……闇？」

　少女の呟つぶやきに、カミトはハッとした。

「ひょっとして、彼女は過去の記憶を思い出してるのか……」

「ええ、そのようね」

　レスティアが頷うなずく。

　──と、その時だ。

「──へえ、面白いことをしているじゃない」

「……っ!?」

　暗闇の奥から響く声。

　カミトが振り向くと──

　教国の魔女が、紅あかい唇をゆがめて嗤わらっていた。
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「シェーラ・カーン……！」

「──奇遇ね。こんなところでまた会えるなんて」

　教国の魔女はくすりと嗤い、闇の奥から踏み出した。

「でも生あい憎にく、私の目的はその精霊さんよ。あなたと遊んでいる暇はないわ」

「……そうかよ」

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構えながら、

「〈フェンリル〉をどうした？」

　カミトは剣けん呑のんに訊きく。

「──ふふ、あの魔狼なら、ここにいるわよ」

　シェーラはくすりと嗤い、召喚式を詠唱した。

　と、空洞内に冷たい吹雪が吹き荒れ、虚空から巨大な狼が姿をあらわす。

「……！」

　だが、その姿は〈フェンリル〉とは似ても似つかない。

　雪のような毛皮は漆黒に染まり、その瞳は血のように赤い。

　魔氷精霊の気高さは失われ、全身から禍まが々まがしい気配を放っていた。

「フェンリル……！」

「まて、リンスレット──」

　駆け出そうとする彼女の腕を、カミトは咄とつ嗟さにつかむ。

「カミトさん……！」

（……精霊使いが、七、八人か）

　カミトは冷静に、暗闇の奥に潜む敵の数を目算した。

　シェーラ・カーンの実力はすでに知っている。教国では魔精霊使いとして畏おそれられている彼女だが、得意なのは召喚術で、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを使った剣舞には不慣れなようだ。

　その実力は、ミュアやレオノーラなどのエース級精霊使いに比べれば数段劣る。

（……問題は配下のほうだな。数が多い）

　闇に浮かび上がる白い仮面。全員が真しん紅くの軍服を身に纏まとっている。

　軍属の精霊使いとなれば、それなりに手て練だれのはずだ。下へ手たに動くわけにはいかない。

　眼前のシェーラを警戒したまま、視線を後方に移す。

〈封破の儀〉は続いていた。フィアナは状況の変化に乱されることなく、目を閉じて一心不乱に祈き祷とうを捧ささげている。

（……さすがに、王女様は肝がすわってるな）

　カミトは舌を巻いた。

　彼女はカミトたちを信頼し、自分の役割に専念してくれている。

　イセリアは魔術方陣の中で苦しんでいるようだ。

「リンスレット、イセリアのそばについててやってくれ」

「……わ、わかりましたわ」

　シェーラを睨にらみながらも、素直にしたがうリンスレット。

「カミトさん、どうか〈フェンリル〉を──」

「ああ、わかってる」

　カミトは頷うなずいて、

「レスティア──」

　背後に声をかけると、闇精霊の少女はすぐにカミトの手をとった。

「──私はあなたの剣、あなたの望むままに」

　透き通った声が響き、カミトの手に〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が構築される。

　──私の真ま似ねをしないでください、闇精霊。

　──あら、細かいとカミトに嫌われるわよ。

　途と端たん、頭の中で二人の声が響いた。

「……だから喧けん嘩かするなって」

　うめくように呟つぶやいて、双剣に神威カムイを籠こめる。

　逆手に構えた双剣は、瞬時にその姿を小型の短剣へと変化させた。

　一撃の威力は劣るものの、集団戦では小回りの効くこちらのほうが都合がいい。

「……二柱の契約精霊を同時に扱うか。さすが〈魔王〉の後継者」

　シェーラ・カーンが愉快そうに嗤わらう。

（……口調が変わった？）

　ゾワリ、と肌が粟あわ立だつような感覚を覚える。

　シェーラの奇妙な変化については、エリスたちから話を聞いていた。

　戦闘の最中、まるで別人格のようになったと──

（たしかに、いままでの魔女とはなにかが違う……）

「たかが精霊一体相手に大おお袈げ裟さかと思ったが──」

　シェーラがすっと手を伸ばした。

「こいつらを連れてきて正解だったな」

　と、仮面の少女達が、一糸乱れぬ動作で前に進み出る。

「──マスター、ご命令を」

　同時に口を開く、軍服の少女達。

「精霊は捕らえろ。あとは殺しても構わん。ただし、カゼハヤ・カミトの肉体は傷付けるなよ。あれは俺おれのものだ」

「は──」

　少女達が抜剣した。刃が淡い輝きを放っている。魔導銀ミスリルの短刀だ。

（あの武器……騎士のものじゃない。暗殺技能者か!?）

　刹せつ那な、空気が動くのを、カミトは肌で感じた。

　少女達は一斉に──否、ほんの僅わずかに呼吸をずらして殺到する。

（……っ、この動き、まさか──！）

　カミトはすぐに気付いた。

　常人には予測不可能な攻撃軌道。空洞の壁を、あたかも地面であるかのように利用する高次立体移動の技術は、〈教導院〉出身の暗殺技能者に特有のものだ。

　一瞬で背後に回り込まれ、上下左右を囲まれる。暗闇に閃ひらめく白はく刃じん。魔導銀ミスリルの短刀にくくられた鋼線が、カミトの四肢に絡みつく。

（……絶死の陣か！）

〈教導院〉の集団戦技。非精霊使いの暗殺技能者が、強力な精霊騎士を倒すために開発された技だ。嵌はまれば抵抗する間もなく、カミトの四肢は千切れ飛ぶ──

（……っ、舐なめるなよ！）

　カミトは〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉に神威カムイを籠こめた。

　黒い雷光が爆はぜ、鋼線を伝って仮面の少女達を弾はじき飛とばす。

〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉──〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉時代の得意技、その応用だ。

（……倒したのは二人か。意外と少ないな）

　消えた気配を数える。

　他ほかの連中は咄とつ嗟さに鋼線を手放したのだろう、練度は相当に高い。

　自由になった腕で、双剣を構え──

「……まさか、教国の王女様が〈教導院〉の暗殺技能者を飼ってるとはな」

　と、通路の奥にいるシェーラに声をかける。

「こいつらはルビア・エルステインが抱えてた私兵だよ」

　魔女は肩をすくめて言った。

「あの女は〈教導院〉の遺児を配下にしていた。そいつをそっくり奪って、教団の尖せん兵ぺいとして再教育してやったのさ」

「……ルビアも教国に利用されてたってわけか」

　呟つぶやきながら、前に一歩踏み出す。

（……あと六人か）

　平均的な暗殺技能者の潜在能力は、貴族である学院の生徒達にはおよばない。

　ただし、連中は精霊使い殺しの専門家だ。

　精霊使いを効率よく無力化する方法を幾通りも知っている。

　あるいは、ジオ・インザーギのような呪装刻印の実験体、ミュア・アレンスタールのように生まれつきの異能を備えた者もいる。……侮れる相手ではない。

　だが──

「……俺おれの仲間には、指一本触れさせない」

「それでこそ、俺の待ち望んだ〈魔王〉だ」

　シェーラがパチリと指を鳴らす。

　漆黒の魔狼が凄すさまじい吹雪を吐き出した。





　　　　◇






　猛吹雪が空洞の中を吹き荒れる。

　魔術方陣の中で苦しむイセリアの隣で、リンスレットはぎゅっと拳こぶしを握り締めた。

　吹雪の向こうで、獣の咆ほう哮こうと剣けん戟げきの音が響く。

「カミトさん……！」

　何度も駆けだしそうになって、踏みとどまる。

　契約精霊を失ったいまのリンスレットは、一人の無力な少女に過ぎない。

（……毅き然ぜんとしなくては。わたくしはローレンフロストの長女なんですのよ！）

　すぐ側でイセリアが頑張っているのだ。

　不安そうなところを見せるわけにはいかない。

　けれど──

（フェンリル……どうか、お願い……わたくしの声を聞いて！）

　あの心優しい魔氷精霊がカミトに牙を剥むいている。

　その現実に、心が引き裂かれそうなほどの痛みを覚える。

　と、その時。

　背後から袖を引かれる感覚があった。

「……精霊さん？」

　ハッとして振り向く。

　魔術方陣の中から、イセリアが手を伸ばしていた。

「……リンスレット、お願い。私の……手を、握っ……ていて……」

　苦痛に耐えながら、喘あえぐように言葉を紡ぐ。

「わ、わかりましたわ！」

　リンスレットはイセリアの手をそっと握り締めた。

「その、大丈夫ですの？」

「うん……少しだけ、思い出したの……私自身のこと……」

　リンスレットの手を一生懸命に握りながら、彼女は口を開く。

「……私は……水の元素を司つかさどる者……だから……あなたに、少しだけ、力を……」

「……え？」

　途と端たん。リンスレットの右手にほのかな輝きが生まれた。

　精霊の力が神威カムイによって引き出された、精霊魔術の輝きだ。

「……いったい、なにが──」

　碧へき玉ぎよくの瞳を見開くリンスレット。

　イセリアの小さな手を伝って、途と轍てつもない神威が溢あふれてくる。

「これは──！」

「私の力を使って……彼を……たすけて、あげて──」





　　　　◇






（思った以上にキツイな、こいつは──）

　荒れ狂う吹雪の中で放たれる無数の鋼線を、カミトの双剣が弾はじく。

　閉ざされた視界から襲い来るフェンリルの爪。吹き荒れる風の音は聴覚を麻ま痺ひさせ、その冷気はカミトの体力を確実に奪っていく。

（……気配だけで躱かわし続けるのも限界か）

　閃ひらめく氷爪ひようそうを、魔剣の刃で跳ね上げて──

　カミトは狂乱の魔氷精霊から距離をとる。

　倒す機会なら、いくらでもあった。

　だが、相手は〈フェンリル〉だ。力の加減を誤れば、殺してしまいかねない。

（どこかに、魔精霊の刻んだ〈精霊刻印〉があるはずだ──）

　それを〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉で破壊すればいい。

　だが、それらしきものは、いまのところ見当たらない。

　吹雪の範囲外に出た途端、短剣の刃が頬ほおをかすめる。

〈教導院〉の暗殺者は、絶えず位置を変えながらカミトを狙っている。

　オオオオオオオオオオンッ！

　吹雪の中から突然、フェンリルが出現した。

　眼前で大おお顎あごを開き、冷気の吐息を放つ──

（しまった──）

　その時──

　カミトは気付く。

（……そこか！）

　同時。背後に生まれる気配。

　暗殺者の握る魔導銀ミスリルの短剣が首筋に迫る。

「……っ！」

　冷たい刃の感触が首筋を撫なでた、刹せつ那な。

「我が敵を永えい劫ごうの呪氷に閉ざせ、裁きの刻とき来るまで──〈魔氷の樹海アイス・フオレスト〉！」

　凜りんとした声が空気を震わせた。

　地面から伸びた呪氷の蔦つたが、カミトを囲む暗殺者達の身体を氷漬けにする。

　複数の対象をまとめて無力化する、高位の精霊魔術だ。

（……まさか、リンスレットが？）

　契約精霊を失った状態で、これほどの精霊魔術を行使することは不可能だ。

　しかし、聞こえたのはたしかに彼女の声だった。

　背後の殺気が消えると同時。

「俺おれの腕が欲しいなら、くれてやる──」

　カミトは右腕をフェンリルの口こう腔こうに突き込んだ。

　そして──

「──頼む、エスト！」

　渾こん身しんの神威カムイを〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に注ぎ込む。

　次の瞬間。閃せん光こうが炸さく裂れつし、魔氷精霊の全身を光で染め上げた。

　そう。呪縛の〈精霊刻印〉が刻まれていたのは、魔狼の舌。

　フェンリルが顎を開いた一瞬に、カミトはその刻印を貫いたのだ。

　吹き荒れる吹雪が止み、空洞内にもとの静寂が戻る。

「……まだやるか？　シェーラ・カーン」

　立ち尽くす〈フェンリル〉の口腔から〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を引き抜くと──

　カミトは教国の魔女に視線をやった。

「……」

　残った〈教導院〉の手勢は三人。シェーラは自身の魔精霊〈バンダースナッチ〉を見せていないが、精霊奪取の能力にさえ気を付ければ、どうとでもなるだろう。

　魔女は肩をすくめると、

「やめておこう。この肉体では、勝ち目はなさそうだ」

　意外にもあっさりと言ってきた。

　部下の少女たちに向かって、手で合図をする。

　彼女たちが倒れた味方を素早く回収し、闇の奥へ消えるのを待ってから、魔女はカミトのほうに向き直った。

「──また会おうぜ。もう一人の〈魔王〉」

　そして、なにか魔術の詠唱のようなものを唱えたかと思うと──

　その姿は忽こつ然ぜんと消えていた。
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「──フェンリル！」

　駆け寄ったリンスレットが、〈フェンリル〉の巨体を抱きしめた。

「……よかった……戻って、きてくれましたのね」

　碧へき玉ぎよくの瞳に涙が浮かぶ。

　彼女は雪のような体毛に顔をうずめて泣きじゃくった。

　くぅん……。

　大きな舌でリンスレットの頬ほおをぺろぺろ舐なめるフェンリル。

「……く、くすぐったいですわ、もう……」

「──よかったな、リンスレット」

　カミトが声をかけると、

「カ、カミトさんのおかげですわ！」

　リンスレットは、こんどはカミトに抱きついた。
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「……っ！　リ、リンスレット……！」

　ふよんっ。

　女の子の甘い匂い。

　やわらかな胸の感触に、ドキドキしてしまう。

　──と。

「こっちも終わったわよ、カミト君」

　カミトはハッとして振り向いた。

　輝く魔術方陣の光の中心に──

　その少女は静かにたたずんでいた。

「イセリア……記憶が、戻ったのか？」

　少女はこくっと頷うなずくと、

「ええ。私は〈水の精霊王〉──イセリア・シーウォード」

　自らの名前を、そう厳おごそかに口にした。






第八章　解放された精霊王






　地下遺跡からイセリアを連れ出したカミトたちは、すぐに飛行艇に戻った。

　合流したとき、クレアとエリスはひどく疲弊していた。

　カミトたちが地下でシェーラ・カーンと戦っている間、地上のほうは〈廃精霊〉の群れに襲われ続けていたらしい。

　それでも、二人はなんとか飛行艇を守り抜いてくれていた。

「……遅くなって悪い。二人とも大丈夫か？」

　甲板の上でへたりこむ二人に、カミトが声をかけると、

「まあ、なんとか、ね……」

「……熱い風呂で御祓みそぎをしたいところだな」

　疲れた微笑を浮かべながら、言ってくる。

　大きな怪け我がをしている様子はないが、疲労の色は相当に濃いようだ。スカーレットは床にぺたっと身体を伸ばし、魔鳥の姿になったシムルグも船の縁で羽を休めている。

「わたくし、なにか栄養のあるものを作ってきますわ！」

　調理室にパタパタと駆け下りていくリンスレット。

「私は治ち癒ゆの鉱石をとってくるわね」

　フィアナもそのあとを追う。

「──その様子では、すぐに飛ぶことはできなさそうね」

　レスティアが縁に腰掛けて呟つぶやいた。

　たしかに、エリスがこの状態では風の精霊機関の起動は無理だろう。

「……すまない、カミト」

「気にするな。ここは俺おれが見張るから、二人は休んでてくれ」

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手に、カミトは縁の下を見下ろした。

　影のような廃都の亡霊は、船体の下から無限に染み出してくるようだ。

「なかなか厄介だな……」

　と。

「──その二人の神威カムイを回復させればいいのね」

　船室からあらわれた少女が、声を発した。

「イセリア？」

　その場の全員が、きょとんとする。

　イセリアはクレアたちの前に歩いてくると、すっと手をかざし、

「──水よ、清き乙女の魂を癒いやし給え」

　短く呪文を詠唱した。

　優しい光が二人を包み、たちまち傷を癒していく。

「これは……！」

「あたしたちの神威が、回復している!?」

　驚きに目を見開くエリスとクレア。

　カミトも目を瞠みはる。フィアナの治ち癒ゆ魔術でさえ、神威を急激に回復させることは不可能だ。それを、この少女はいとも簡単に実現してみせたのだ。

「……なるほど。この程度の魔術なら、力を失った状態でも問題なく使えるようね」

　と、自身の力を確かめるように呟くイセリア。

　呆ほうけた表情のエリスに目を向けると、

「十分に回復したかしら」

「う、うむ、神威が全身に満みち溢あふれているようだ」

「よかった。では、飛行艇を発進させましょう──」

　イセリアはカミトのほうを振り向いて、

「──あなたたちに、話すべきことがあるわ」





　　　　◇






「……こ、この娘こが、水の精霊王ですって!?」

　開口一番、驚きの声を上げたのはクレアだった。

　船内の一番広い一室。カミトたちは大きな長テーブルで会議中だ。テーブルの上には、リンスレットの用意した焼き菓子と紅茶が置かれ、優雅な芳香を漂わせている。

「……そう考えるしかないわね」

　と、フィアナがため息まじりに頷うなずいた。

「〈封破の儀〉は、精霊の真名に干渉して封印を解く儀式魔術、この御お方かたは間違いなく、イセリア・シーウォード様よ」

　船はすでに安定飛行路に入ったので、細かな操縦は必要ない。

　駆動機関の精霊鉱石も順調に起動しているため、フィアナとエリスもいったん手を離してこちらに集まっていた。

　周辺の見張りはレスティアに任せてある。

「で、でも……」

　クレアはまだ信じられない様子だ。

　当のイセリアはリンスレットの隣で、紅茶を啜すすっている。

　焼き菓子を口に入れるたび、水鏡色の髪がぴょんと跳ねるのが可愛かわいらしい。

　彼女は紅茶のカップを静かに置くと、

「〈精霊王〉といっても、いまの私は現うつし身みに過ぎないわ」

「現し身？」

「ええ。記憶も不完全な状態だし、力のほとんどは本体の方に残してきてしまった。簡単な精霊魔術くらいは使えるけれど、本来の力にはほど遠い」

「……いまのエストみたいなもんか」

　右手の刻印に目を落としながら、カミトは呟つぶやく。……それでも、クレアたちを一瞬で癒いやした力は、並の精霊などよりはるかに上なのだが。

「……しかし、なぜ精霊王様が、あのような場所に封印されていたのですか？」

　と、エリスがもっともな疑問を口にする。

「……それは、よく覚えていないの」

　少女は首を振った。

「けれど、三年前に何かがあったのは確かよ。闇に囚とらわれ、狂乱した私を、救い出してくれた人がいる──」

「……っ！」

　思わず、紅茶を吹きそうになるカミト。

　イセリアが怪け訝げんそうな顔でこちらを見る。

　幸いにも、気付いた様子はないようだが──

（狂乱した〈精霊王〉か……）

　レスティアを呑のみ込こみ、彼女の中に眠る〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉を汚染した存在。

　──〈この世ならざる闇〉。

「その闇が〈精霊王〉を狂乱させているんだな？」

「……ええ」

　頷うなずくイセリアの指先が、かすかに震えた。

「姉様の話は、本当だったのね……」

　ぽつりと呟つぶやくクレア。

「いったい何なの？　その〈精霊王〉に寄生している闇って──」

「──あれは、決して名付けることはできない、異界の存在よ」

「……異界？」

　その場の全員が怪け訝げんな顔をする。

「えっと、それは、どういう……」

「そのままの意味よ。人間界でも〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でもない、第三の世界。なぜ、あんなものが呼び出されてしまったのか、いつ、誰だれが、何の目的で呼び出したのか、私にはわからない──」

「人間界でも、〈元素精霊界〉でもない、第三の……」

　荒唐無稽な話だ。〈神儀院〉も精霊調査会も、異世界の存在は否ひ定ていしている。

　しかし──

　カミトはあの闇をこの目で見ていた。

　あらゆる〈願い〉を叶かなえる奇跡の力の根源。

〈元素精霊界〉を司つかさどる〈精霊王〉さえ喰くらう存在を──

「……信じられないわ。信じられないけれど……」

　クレアの唇が震える。

「姉様は、それを〈この世ならざるもの〉と呼んでいたわ──」

「……」

　沈黙。〈精霊王〉自身によって語られた真実に、誰もが絶句していた。

　やがて──

「──ここからが、本題よ」

　と、イセリアは切り出した。

　部屋に緊張が走る。

「ひとつ、あなたたちに訊きくわ。数百年前から続くこの〈精霊剣舞祭〉は、いったいなんのために開催されていると思う？」

「……？」

　唐突な質問に、カミトたちは顔を見合わせる。

「〈精霊王〉を喜ばせるため、じゃないのか？」

「そう。けれどそれは祭儀の一面に過ぎないわ」

　と、首を横に振るイセリア。

「〈精霊剣舞祭〉は、私たち〈精霊王〉が、自らの狂乱を抑えるために作り上げた仕組みシステムなの。ここ数百年の間、人間にこの世ならざる奇跡の力を分け与えることで、私たちはかろうじて精神を安定させてきた──」

「〈精霊王〉を安定させるシステム……」

　フィアナが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「あの闇の浸食が深まるたびに、私達は人間界に〈精霊剣舞祭〉の開催を通達してきた。いずれ、私たちを浸食する闇を完全に浄化できると期待してね。事実、そのシステムはよく機能していたわ。──これまでは」

「……」

〈精霊剣舞祭〉の意味。その真実に全員が息を呑のむ。

〈精霊剣舞祭〉の制度は数百年前に創設された。

　──ということは、少なくとも数百年前から、異界の闇は〈精霊王〉を蝕むしばみ、その精神を少しずつ狂わせていたということだ。

「……これまでは、ってことは──」

「ええ。近年の〈精霊剣舞祭〉は機能不全に陥っている。もともと不完全なシステムだったのか、それとも、なにか切っ掛けがあったのかはわからないけれど、その結果が〈精霊王〉の暴走を招いたことは疑いないわ」

　……心あたりはあった。

　たしかに、今回の〈精霊剣舞祭〉はおかしなことが多すぎた。

　前大会から、たった三年という短い間隔。ネペンテス・ロアのような化け物の出場。決勝戦のフィールドに選ばれた〈廃都〉──

　それらが意味するものは〈精霊剣舞祭〉という制度の綻ほころびだ。

「もはや〈精霊剣舞祭〉の浄化作用には期待できない。私たち〈精霊王〉が、このまま異界の闇に蝕まれれば、やがてその手で世界を滅ぼしてしまう。この〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉も、人間界も──」

「そんな……！」

　クレアが思わずテーブルから立ち上がった。

　──世界の破滅。

　突然、そんなことを突き付けられて、冷静でいられるはずがない。

「異界の闇が〈元素精霊界〉を滅ぼすっていうのか？」

　あの闇そのものに、意志があるようには思えなかったが──

「あの闇の意志は関係ない。けれど私たちの狂乱は、確実に破滅をもたらすわ」

　……たしかに、大おお袈げ裟さな話ではない。

　ルビア・エルステインを叛はん逆ぎやくに走らせた、ディルスの悲劇。

　あんなことが、何度も引き起こされたら──

「──だから、あなたたちに、頼みがあるの」

　イセリアは静かに口を開く。

「頼み？」

「あなたたちは、明日の謁えつ見けんで、〈精霊王〉に直接拝はい謁えつする機会を得るわ」

（まさか……！）

　ハッと息を呑のむカミト。

「──そこで、異界の闇に囚とらわれた〈精霊王〉を解放して」

「……！」

　全員が顔を見合わせた。

「……そ、そんなことが出来るんですの？」

　リンスレットが訊きく。

「無理よ。そんなの──」

「だって、あたしたち、ただの学院生で……」

「私が協力するわ」

　イセリアがさえぎるように言った。

「できなければ、世界はあの異界の闇に呑み込まれる──」

「……」

「この〈廃都〉であなたたちと出会ったのも、偶然ではないのかもしれない。私はこの世界の運命を、あなたたちに託すしかない──」

　切羽詰まった表情で訴える〈水の精霊王〉。

（精霊王暗殺、か……）

　カミトの脳裏に蘇よみがえるのは、三年前のあの日の記憶だ。

（……あのとき、俺おれは一度失敗している）

　レスティアを失ったあげく──

　彼女の中に眠る〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志を汚染されてしまった。

　カミトは動揺するクレアたちを見回してから、

「……少し、考えさせてくれ」

　ようやく言葉を発した。

「構わないわ。けれど、明日の謁見の前には答えをだして欲しい」

　水の精霊王の瞳が、カミトをまっすぐに見つめた。






第九章　最後の夜






　明け方。カミトたちは〈浮遊島ラグナ・イース〉の城館へ帰還した。

　ひとまず、イセリアをリンスレットに預けて、部屋に戻る。

　考えなければならないことは、いくつもあった。

　それでも、襲い来る睡魔には勝てず、カミトはベッドに倒れるように寝転ぶと、失った睡眠時間を取り戻すように眠った。

　こんなに深く眠ったのはひさしぶりだ。

　……数時間後。ようやく微睡まどろみから目覚めると、

「ぁ、ん……」

「ふぁ……」

　寝返りをうつたび、耳元でなんだか可愛かわいらしい声が聞こえる。

（ん、夢か……？）

　心地のよい微睡みの中で、カミトは首をかしげた。

　両方の腕に、ふよふよとやわらかい感触があたっている。

（なんだこれ、すごく気持ちいいぞ……）

　寝ぼけたまま、目の前のそれを掴つかむ。

　ふよふよっ。ふよふよんっ。

「……んっ、カミ……ト、そんな……」

「……やっ……そこは、だめです……」

　指先を動かすたび、かすかな吐息が首筋にかかる。

（……って、これは夢じゃない!?）

　カミトがハッと目を開くと──

「あら、もう起きてしまったの？」

　レスティアが悪戯いたずらっぽく覗のぞき込こんでいた。

「レ、レスティア！」

　途と端たん、カミトの顔がカアッと熱くなる。

　彼女は下着姿で、カミトに添い寝していたのだ。

「な、なな、なにしてるんだ、おまえ！」

「私はカミトの契約精霊よ。閨ねやを一緒にするのは当然のことだわ」

　囁ささやいて、控えめながらも弾力のある胸を押しつけてくる。

　頬ほおに落ちかかる黒髪。下着の肩かた紐ひもがほどけているのが、妙に艶なまめかしい。

「ほら、まだ寝てていいのよ」

「お、おい……」

　ほっそりとした腕がカミトの腕に絡みつく。

　と、こんどは、逆の腕がぐいっとひっぱられた。

「……え？」

「カミト、闇精霊から離れてください」

　冷たい鋼はがねのような声。

　透き通る白銀の髪。搾りたてのミルクのような肌が目に眩まぶしい。

　ベッドの反対側で、全裸ニーソの剣精霊が添い寝していた。

「エ、エスト……！」

「カミトは私のマスターです」

　むぎゅっと腕を抱きしめてくるエスト。小さくて可愛かわいらしい胸が腕にあたる。

「……わ！」

「あら、聖剣さんこそ、カミトから離れてくれる？」

　こんどはレスティアがカミトを引き寄せて、やわらかい胸の谷間に腕を挟む。

「……ま、まて！」

「ふふ、カミト、身体が固くなってるわよ」

「カミト、私ではあなたの剣として不十分なのですか？」

　耳元で交わされる甘い囁ささやき声。首筋を撫なでる吐息。

（こ、これは、精霊サンドイッチ……！）

　脳裏にそんな言葉が思い浮かぶ。

「こっちよ、カミト」

「カミト、惑わされてはだめです」

　ふよんっ。ふよよんっ。

「だ、だめだ、それ以上は……！」

　最後の理性の一滴を振り絞って叫ぶ。

　と、突然。

「カミト、もうすぐ祝賀会が始まるわよ──」

　部屋の扉が開いた。

「……っ！」

　そこにいたのは──

　扉を開いたまま固まった、クレアとお嬢様たちだった。

「な、なな、な、なにをしているの、カミト？」

「〈神儀院〉の城館で破廉恥行為に及ぶとはいい度胸だな……」

「せ、精霊さんはずるいですわ！」

「……カミト君、私もちょっとこれは許せないわ」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「ち、違うんだ、これは──」

　ベッドの上でほぼ全裸の精霊二人に抱きつかれながら、カミトは虚むなしい弁解をした。





　　　　◇






　夕刻。スーツに着替えたカミトは、大祭殿で催される優勝祝賀会へ出席した。

　広大なフロアには、すでに各国から招かれた貴族がひしめき合い、〈精霊剣舞祭〉の話題に華を咲かせている。

　あのあと、また眠ってしまったエストは剣の姿で壁にたてかけてあった。

　パーティー会場で帯剣するわけにもいかないし、ここなら常に視界に入るからだ。

　レスティアのほうはまたどこかへ消えてしまった。まあ、気まぐれな彼女のことだから、またひょっこり戻ってくるだろう。

「チーム・スカーレットの男の精霊使いよ……」「レン・アッシュベル様を倒したって──」「ちょ、ちょっと怖いけど、話しかけてみようかしら」「だ、だめよ、近付いたら魔性の虜とりこにされてしまうわ」「でも、ちょっとカッコイイ……かも」

　貴族の少女たちはヒソヒソ話しながら、カミトを遠巻きにしていた。

　優勝チームは祝賀会の主役だ。注目を浴びるのは仕方ないが──

「い、行くわよ、カミト」

「あ、おい……」

　クレアが腕をひっぱって人混みを抜けていく。

　わずかに膨らんだ胸が腕にあたって、カミトはドキッとする。

　クレアのドレス姿は、控えめにいっても、ものすごく綺き麗れいだ。

　胸もとに薔ば薇らをあしらったシンプルなドレス。純白の生地に、クレアの真しん紅くの髪と紅玉の瞳がよく映える。

（……黙ってさえいれば本当に可愛かわいいんだよな、こいつは）

　カミトは顔を赤らめながら、大胆にひらいた胸もとから目を逸そらした。

　フロアの中央ではすでに〈精霊剣舞祭〉の参加選手が集まっていた。

　見知った顔はいくつかあるが、無論、その中に〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の姿はない。

　ひょっとしたら、ミュアは姿を見せてくれるかもと思ったのだが──

「お、カミトじゃねーか」

　と、気安く声をかけてきたのは──

「ああ、シャオ──」

〈四神スーシン〉のシャオ・フー。敵チームながら、彼女とはすでに気軽に話せる仲だ。

　シャオは、大胆なスリットのついたクイナ帝国の伝統衣装を身に纏まとっていた。

「せっかくの祝賀会なのにまた戦闘服か？」

「戦闘服じゃなくて、ドレスなんだけどな」

　苦笑して肩をすくめるシャオ。

「わ、悪い……」

「まあ、剣舞のときに着てたのとほとんど同じもんだから、戦闘服でも間違ってないかな。でも、生地とかちょっと違うんだぜ」

　スカートの裾をまくり、すらっと伸びた脚をチラッと見せてくる。

「……っ、お、女の子がはしたないぞ！」

　あわてて注意すると、

「女の子って……そ、そんなこといわれたの、初めてだよ」

　顔を赤らめて呟つぶやくシャオ。

　と──

「むー、シャオ！　あのてっぺんのケーキをとってくれ！」

　遠くのほうで、聞き覚えのある皇女様の声が聞こえてきた。

「あー、リンファ様が呼んでるな。それじゃ、またなカミト。クイナ帝国に来ることがあったら、武家四将の屋敷を訪ねてくれ。必ずもてなすから」

「ああ」

　軽く握手を交わして別れる。

「……～っ！」

　と、何な故ぜかクレアが不機嫌そうに睨にらんできた。

「……ずいぶん仲がいいのね、シャオ・フーと」

「まあ、尊敬しあえる好敵手って奴やつだな」

「……ふ、ふーん」

　不満そうに唇を尖とがらせるクレア。

「本当にそれだけですか？　カゼハヤ・カミト──」

「……え？」

　聞こえてきた声に振り向くと──

　可か憐れんなドレス姿の令嬢が背後に立っていた。

「お、おまえ、レオノーラか!?」

「む、失礼ですね、この格好がそんなに滑稽ですか？」

「ち、違う違う……！」

　カミトはぶんぶん首を振った。

「竜騎士の軍服を見慣れていたから、その、驚いて……」

　正直な感想を言えば、レオノーラのドレス姿は息を呑のむほど綺き麗れいだった。

　胸もとを飾る可愛かわいらしいリボン。肩の露出した紫色のドレスは、優美な身体のラインを余すところなく表現している。

　と、そこで──

　カミトはふと、あることが気になった。

「……その、ひょっとして、いまもはいてないのか？」

「ちょ、ちょっと、なんて質問するのよ！」

　クレアがあわてるが、

「……いえ、せっかくなので、あなたの選んでくれた下着を穿はいています」

　顔を赤らめて答えるレオノーラ。

「選んだ下着って……あ、あの水着のことか？」

　たぶん、決勝戦前の〈水霊祭〉で着た水着のことを言っているのだろう。

　たしかに、あれは下着としても使えるタイプの水着ではあったが──

　……なんだろう。ドレスの下に水着を着ていると意識すると、いろいろと変な想像が膨らんでしまう。

「な、なぜ私の身体を凝視しているのですか！　この変態、変態！」

　虫ケラを見るような目でカミトを睨にらむレオノーラ。

「あ、ああ、あんた、レオノーラにまで……」

　ゴゴゴゴ……クレアの髪が炎のように揺れている。

「まてまて、変なことは考えてない！　おまえにお礼が言いたかったんだ」

「……お礼？」

　レオノーラがきょとんと首を傾かしげる。

「〈ロスト・カテドラル〉で、エリスとリンスレットを助けてくれただろ」

「あれはあなたへの借りを返しただけです。感謝される謂いわれはありません」

「それでも、助かった。ありがとな」

　カミトが手を差し出すと──

　レオノーラはその手を躊躇ためらわずに握ってくれた。

　彼女の表情がふっと緩む。

「……可お笑かしいですね」

「ん？」

「あなたと出会う以前の私は、殿方の手を握るなんて、考えられませんでした」

「そ、そうか……」

　まっすぐに見つめられ、ドキッとしてしまう。

「いつかまた、あなたと剣舞を舞える日を楽しみにしていますよ」

　レオノーラは踵きびすを返して歩いていく。

　その凜り々りしい背中に見み惚ほれていると──

「もうっ、なに見惚れてるの。いくわよ」

　クレアに腕をくいっと引っぱられた。





　　　　◇






　フロアの奥では〈精霊王〉に奉納する供く物もつが饗きようされ、奥に設けられた祭壇では、五人の〈精霊姫〉が厳おごそかに演舞を舞っていた。

「〈精霊姫〉の演舞が見られる機会は貴重よ。カミトもしっかり見ておきなさい」

「ああ。レイハも綺き麗れいだな」

　炎の前で踊るレイハは、カミトたちと話していた時とはまるで別人のようだ。

　カミトが感心して眺めていると、

「……～っ、せ、精霊姫をいやらしい目で見るなんて、本当に変態ね！」

「お、お前が見ろって言ったんだろ！」

「そんな風ふうに見つめなさい、なんていってないもん！」

　クレアは拗すねたように唇をとがらせる。

　と。

「お兄様っ！」

　突然、背後から抱きつかれた。

「ミ、ミレーユ……」

　抱きついてきたのは、可愛かわいらしいドレスで着飾ったミレーユだ。

　ローレンフロスト家の三女は、愛らしい紺こん碧ぺきの瞳でカミトを見上げると、

「お兄様、お姉さまの〈フェンリル〉を取り戻してくれたのね。ありがとう！」

　ぎゅーっと抱きしめてくる。

「いや、〈フェンリル〉を救ったのはリンスレットの想おもいだよ」

　カミトは苦笑して、プラチナブロンドの髪をそっと撫なでる。

　さわさわさわ。

「……ふぁんっ、もう、お兄様ってば……」

　気持ちよさそうに目を細めるミレーユ。

「う、うう～……」

　背後でクレアのうめく声が聞こえるが、

　そこへ──

「もう、ミレーユ、こんなところにいましたのね！」

　ドレス姿のリンスレットが駆け寄ってきた。

「リンスレット……綺麗だな」

　カミトは思わず声に出して呟つぶやいた。

　肩の露出した大人っぽいデザインの青いドレス。

　眩まばゆいプラチナブロンドの髪が、まるで夜空に輝く綺き羅ら星ぼしのようだ。

「な、なにを仰おつしやいますの、カミトさん！」

　カアアアッと真まっ赤かになって湯気を噴くリンスレット。

「ふふっ、よかったわね、お姉様。お姉さまってば、今朝部屋に戻ってからずっとお兄様のことばかり話して──きゃんっ！」

「ミレーユ。ローレンフロストの令嬢たるもの、はしたない真ま似ねをしてはだめ」

　と、メイド服姿のミラがいつの間にかあらわれ、ミレーユをカミトから引き離した。

「もうっ、ミラは固いんだから。わたし知ってるのよ。ミラがお兄様のベッドメイクをするときに、シーツをくんかくんかして……むぐぐぐ」

「ミレーユ、あなたには厳しい教育が必要」

「むぐぐ……む～……」

　口を封じられ、いずこかへ連れ去られるミレーユ。

「……ミラもすっかり一人前のメイドさんだな」

　カミトはひとしきり感心して頷うなずくと、

「そういえば、キャロルは？」

　リンスレットのメイドの姿がないことに気付く。

「キャロルは部屋でお留守番をしてもらっていますわ。イセリア様と一緒に」

「……そうか。キャロルと一緒だと、なんだか不安だな」

　カミトが不安になって呟つぶやくと、

「……ああ、やっと解放されたわ」

　フィアナが憔しよう悴すいした表情でやってきた。

「お疲れ様。悪いわね、面倒な役目を押しつけちゃって」

「気にすることはないわ。『ラ・パルフェ』のケーキでいいわよ」

「……はいはい、わかったわよ」

　肩をすくめるクレア。

　彼女はオルデシア帝国の有力貴族たちの集まる場所で、代表挨あい拶さつをしてきたのだ。

　本来はチームの指揮官であるクレアが出るべきなのだろうが、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹である彼女をこころよく思わない貴族は大勢いる。だから、王族であるフィアナが代わりに出向いた、というわけだ。

　そんなフィアナの衣装は、銀糸を縫い込んだ豪ごう奢しやなドレスだ。

　ほっそりとした腕には銀の腕輪。頭には宝石をあしらったティアラをつけている。

「そうしてると、まるで本物のお姫様みたいだな」

「いちおう、本物のお姫様なんだけれど。というか、それ褒めているのかしら？」

　ひと差し指を頬ほおにあて、首を傾かしげるお姫様。

「……む、カ、カミト、ここにいたのか」

　と、今度はエリスがやってきた。

　こちらは背中の大胆に開いた、黒のイヴニングドレスだ。

　おろした髪と相まって、普段のエリスよりもぐっと大人っぽい印象を受ける。

　エリスはカミトと目が合うと、ドギマギと視線を逸そらした。

　……なんだか、様子が変だ。

「エリス、どうしたんだ？」

「いや、その……祖父に捕まってしまってな」

　うつむいて、もじもじと指先を絡めるエリス。

（エリスの祖父って……ファーレンガルト公か）

　ファーレンガルト公爵家の当主にして、帝国の筆頭軍事顧問。

　オルデシア帝国騎士団を統すべる大貴族だ。

「ファーレンガルト公は、優勝を喜んでくれたんじゃないのか？」

「う、うむ、それは、そうなのだが、その……」

　エリスはもごもごと口くち籠ごもると、

「〈精霊剣舞祭〉での君の活躍を見た祖父が、その、き、君を婚約者にと……」

　どんどん小声になっていく。……最後のほうはほとんど聞き取れなかった。

「……うん？」

　訝いぶかしげに眉をひそめるカミト。

　──と、その時だ。

「……っ!?」

　左手の刻印がズキリと疼うずいた。

「カミト、どうしたの？」

「……悪い、ちょっと外の空気を吸ってくる」

「え？　ちょ、ちょっと……」

「すぐ戻る！」

　カミトはクレアたちと別れると、人混みの中に姿を消した。
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　左手の疼きに誘われるように──

　カミトは大祭殿の外のテラスに出た。

　夜の冷たい空気が頬ほおを撫なでる。

　テラスに人は一人もいなかった。

（……人払いの結界か）

　左手に導かれるまま、真まっ直すぐにテラスの奥へと進む。

　と、手て摺すりの上に──

　闇色のドレスを纏まとう黒翼の天使が、そっと舞い降りた。

「お楽しみのところ、呼び出してごめんなさい、カミト」

「いや、ちょうど外の空気を吸いたいと思ってたところだ」

　カミトは手摺りにもたれかかった。

「こんな場所で顕現して大丈夫か？」

　大祭殿の中には、ルミナリス率いる〈聖霊騎士団〉がいる。彼女たちの狙いがレスティアならば、ここに姿をあらわすのは危険だ。

「大丈夫。神聖ルギア王国も、こんなに人が大勢いる場所では動けないでしょう」

「それもそうか」

「それに、いざとなったらカミトが守ってくれるわ」

　レスティアは手て摺すりから下りると、そっとカミトに顔を近付けた。

　そして──

「カミト、結論は出た？」

「……」

　何を──とは、訊きき返さなかった。

「謁えつ見けんまで時間はあと少しよ」

「……わかってる」

　答えはすでに決まっていた。

　イセリア・シーウォードの話が真実なら──

〈精霊王〉をあの闇から解放しなければ、世界はいずれ滅びを迎えるのだから。

　だが、いまだ迷いを棄すてきれないのも事実だった。

（……俺おれは、恐れているんだ）

　もう一度、大切なものを失ってしまうことを。

（……俺には、ルビア・エルステインのような強さはない）

　大陸の未来のために、すべてを犠牲にする覚悟がない。

「……不安なんだ。〈魔王〉の力がまた目覚めてしまわないか」

　一度は、〈闇の精霊姫〉となったクレアが抑えてくれた〈魔王〉の力。

　だが、ルビアは言い残していた。〈魔王〉の力は消え去ったわけではないと。

　汚染された〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の声に導かれ、ふたたび理性を失ってしまうかもしれない。

「──大丈夫、私がいるわ」

　葛藤するカミトの左手に、レスティアが手を添えた。

「カミト、あなたがどんな選択をしようと、私はカミトと共にある」

　憂いをおびた黄昏色の瞳が、カミトを見つめる。

「──だから、あなたは後悔のない選択をして」

「……！」

　彼女の唇がそっと頬ほおに触れ、離れる。

「……さよなら」

　夜空に黒い羽を残して、闇精霊は虚空へ飛び去った。

「……レスティア」

　月が雲間に翳かげる。

　──決断の時が近付いていた。
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（……後悔のない選択、か）

　テラスから戻る途中で──

「カミト……カミトってば」

「うん？」

　むぎゅっと後ろ襟をつかまれる。

「……もう、どこへ行ってたのよ」

　クレアだった。……どうやら、カミトを探していたらしい。

「悪い……」

「闇精霊と話していたのね」

　と、テラスの方に視線を向ける彼女。

　さすがに〈精霊姫〉の妹だけあって、勘が鋭い。

「ああ、まあな」

「……」

　素直に認めると、クレアはわずかに頬ほおを膨らませ、

「ねえ、カミト──」

　すっと顔を近付けてくる。

「な、なんだよ……」

　さっきのキスを思い出し、動揺するカミト。

「相手がいないの。踊ってくれる？」

「おまえ、黙ってれば可愛かわいいんだから、踊る相手なんていくらでも──」

「踊りたい相手がいないのよ、ばか。けど……あ、あんたなら、いいわ」

　上目遣いに呟つぶやく。

「……それは光栄だな」

「ほ、ほら、リードして」

　クレアはカミトの両手を握ると、小柄な身体を密着させてきた。

　カミトはドキッとした。カミトのほうが背が高いので、ドレスから覗のぞく、わずかな胸の膨らみを見下ろす形になってしまうのだ。

「たいしたステップはできないぞ」

　目を逸そらしながら、腰のくびれに手を添えるカミト。

「じゃあ、あたしがリードするわね」

「ああ……」

　とくにこだわる様子もなく、クレアがリードに回る。

　さすが貴族のお嬢様。完璧なステップだ。

　密着した肌から伝わってくる体温。女の子の身体の柔らかさ。

　どうしても、意識してしまう。

　と──

「カミト、聞いて──」

　クレアが耳もとで囁ささやいた。

「あの話……あたし、覚悟を決めたわ」

「……そうか」

　カミトは短く頷うなずく。

「姉様は、たった一人で大陸の未来を救おうとしていた。その方法自体は間違っていたかもしれないけれど……あたしは、姉様のその意志を継ぎたい」

「……失敗すれば、命はないぞ」

「わかっているわ」

　クレアは真剣な表情で頷いた。

　フロアの隅で足を止め──

「でも、もう決めたことよ」

　すっと手を離して、振り返った。

　そこに──

　フィアナ、エリス、リンスレットの三人が集まっていた。

　全員が覚悟を決めた表情で頷く。

「みんな……」

「──〈精霊王〉を解放して、大陸を救うわ」
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　クレアがはっきりと口にする。

（……ああ。俺おれのチームメイトは、こうだったな）

　カミトは苦笑した。

　眩まぶしいくらいにまっすぐで、誇り高く、凜りんとしている。

　本当に魅力的な──女の子たちだ。

　彼女たちと〈精霊剣舞祭〉を戦ってきたことを、誇りに思う。

　そんな彼女たちに、カミトは──

「ああ」

　と、短く頷うなずく。

　──心は決まった。






エピローグ






　──これでいい。

　と、少女はひとり呟つぶやく。

　夜の闇の中を飛びながら。

　彼と交わした、最後の唇の感触を思い出しながら。

　──これでいいの……これで、私は使命を果たせる。

　頬ほおをつたう涙は、風に流されて散ってゆく。

　胸の中で、彼女が目覚めかけている。

〈闇の精霊王〉──レン・アッシュドールが。

　異界の闇に触れた彼女の意志は、彼を〈魔王〉に変えてしまうだろう。

　そうなれば、もうもとには戻れない。

〈精霊王〉は異界の闇に呑のみ込こまれ、ほどなく世界は終しゆう焉えんを迎える。

　──そんなことは、させない。

　彼と、彼の生きるこの世界を、守れるのなら──
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　まだ月が昇っている、夜明け前。

　カミトたちは謁えつ見けんの儀に招集された。

　入念な御祓みそぎを済ませたあとで、真新しい制服に着替える。

　学院の制服は略式霊装であり、儀礼装束としての格は高くないのだが、謁見の儀には〈精霊剣舞祭〉を戦った儀礼服でのぞむことが慣例となっているのだ。

　カミトたちは、五人の〈精霊姫〉に案内され、大祭殿の奥の扉の前にやってきた。

　異空間──〈無限回廊〉へと繋つながる扉だ。

　緊張しているのか、誰だれ一人として口を開く者はいない。

（……あの扉、三年前の記憶と同じだ）

　胸中で呟つぶやくカミト。

「──この扉から先へお進みください。ただし、決して脇道にそれたり、引き返してはなりません。さもなくば、永久に〈無限回廊〉を彷徨さまようことになるでしょう」

〈精霊姫〉の言葉に頷うなずくと、カミトたちは扉の中へ足を踏み入れた。

　──どこまでも続く回廊。

　遠近感の狂った〈無限回廊〉を歩き続ける。

　謁見の扉の前に来たところで──

　カミトは立ち止まった。

「もう大丈夫だな」

「そうね、ここは隔絶された異空間。誰にも話を聞かれることはないわ」

　フィアナが頷く。

　この世ならざる異界の闇から〈精霊王〉を解放する。

　だが、ことはそう単純ではない。

　ルビア・エルステインは〈魔王〉の力で、〈精霊王〉もろとも闇を滅ぼそうとした。

　しかし〈精霊王〉を滅ぼせば、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉及び人間界に壊滅的な被害が出るのは明らかだ。そんな方法は、とうてい受け入れられない。

　それに、カミトが〈魔王〉の力に頼れば──

（……汚染された彼女は、あの闇をこちらの世界へ呼び込むだろう）

　だから、〈魔王〉の力を使わずに〈精霊王〉を解放しなくてはならない。

　鍵となるのは、水の精霊王の現うつし身みである、イセリア・シーウォードだ。

　彼女が、まだ残っている〈精霊王〉の理性を呼び起こすことが出来るか──

　それにすべてがかかっている。

　薄氷を踏むような計画だ。

　失敗すれば、カミトの命だけでは済まない。

「最後の確認だ。本当にいいのか？」

「──二度は言わないわ、カミト」

　クレアはきっぱりと首を振った。

「騎士たるもの一度した決断は翻さない」

「心は決めていますわ」

「私もカミト君を信じるわ」

　エリス、リンスレット、フィアナもそれぞれ頷うなずく。

　──私はあなたの剣、あなたの望むままに。

　──カミト、私は貴方あなたと運命を共にするわ。

　両手に握る双剣も答えてくれた。

「わかった。行くぞ──」

　大きく頷いて、カミトは謁えつ見けんの扉を開く。
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　カミトたちの目の前に、巨大な階段があらわれた。

　頂上の玉座は眩まばゆい光輝に覆われて、見ることさえ叶かなわない。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉をそっと握り込む。

　すべての〈精霊王〉を解放するのは不可能だ。

（──解放するのは〈火の精霊王ヴオルカニクス〉）

　現在は活動休止状態にあるものの、闇の浸食が最も進んでいる〈精霊王〉だ。

　狂乱の発作が起きれば、ふたたびクレアを贄にえとして求めるだろう。

　カミトを先頭に、〈チーム・スカーレット〉は大階段を進んでいく。

　その懐に見えない刃を潜ませて。

　階段の中腹にある祭壇の前で、カミトたちは平へい伏ふくした。

　──汝なんじらの剣舞、見事であった。

　頭上で、〈精霊王〉の声が響く。




　──最良の供く物もつに報いるべく、我等はこの世ならざる奇跡を与えよう。

　──汝らは何を願う？




「俺おれたちは──」

　カミトは、静かに顔を上げた。

　そして、三年前と同じ〈願い〉を口にする。




「──俺たちは〈精霊王〉の死を望む」




　その瞬間。

　光輝に満ちた玉座から闇が噴き出した。

　人の心に安らぎを与える、夜の闇ではない。

　この世ならざる異界の闇が。

「あれが、精霊王の〈願い〉──！」

　クレアの喉から戦せん慄りつの呻うめきが洩もれる。

　玉座から溢あふれた大量の闇が、流れ出る血のように階段を浸していく。

「──始めるぞ。〈精霊王〉の暗殺を！」

　叫び、カミトは両手に精霊魔装エレメンタルヴアツフエの双剣を構築。巨大な階段を一気に走り込む。

〈精霊王〉の奇跡が、自己の死の矛盾を修正するまでの数秒間。

　その間かん隙げきに、すべてを終わらせる──！

「出いでよ、凍いてつく氷牙の獣──〈フェンリル〉！」

　背後でリンスレットがフェンリルを召喚した。

　巨大な白狼は強きよう靱じんな脚力で一気に跳躍し、カミトに並ぶ。

　オオオオオオオンッ！

　フェンリルが咆ほう哮こうした。大きく開いた顎あぎとから猛烈な吹雪を発生させる。

　否。吐き出したのは吹雪のみではない。

「〈精霊王〉！　お前たちにまだ心が残っているなら、私の声を聞いて──！」

　吹き荒れる吹雪に水鏡色の髪をなびかせて──

　フェンリルの口こう腔こうから現れた、イセリア・シーウォードが叫ぶ。

「いまよ……私が……意識を引き戻しているうちに……！」

　溢れ出る闇の噴出が一瞬、止まった。

　イセリアの声が、わずかに残っていた〈精霊王〉の理性に届いたのか──

「おおおおおおおおおおっ！」

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉と、〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉。

　光と闇の双剣を手に──カミトは跳躍した。

　おぞましい異界の闇に覆われた玉座。

　その奥で燃える炎を、カミトは確かに見た。

　呑のみ込こもうとする闇を斬り払い、一気に駆け込む。

「──目を覚ませ、〈火の精霊王〉！」

　白銀に輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、玉座にわだかまる闇を斬り裂く。

　聖剣の刃が、闇の奥で燃える炎を貫いて──

　──闇ノ申シ子ヨ──

「……っ!?」

　声が聞こえた。

　カミトを〈魔王〉の覚醒へと誘う、彼女の声が。

（……そん……な……！）

　カミトは胸中で絶句した。

「……っ！」

　意志とは裏腹に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振りかざしたまま硬直する。

　動けない。まるで頭ず蓋がいの中で響く言葉に呪縛されたかのように。

〈精霊王〉を解放する白銀の刃は、わずかに届かない。

　時間が止まる。

　──〈魔王〉ヨ……ヲ、真ナル闇ヲ、解キ放テ──

「……あ、あ、あああああああああっ！」

　次の瞬間。カミトの意識は異界の闇に呑のみ込こまれた。
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（……ここ……は……？）

　底知れない闇の中に、どこまでも沈んでいく。

　終わることのない永えい劫ごうの闇。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の光さえ、たちまち消えてしまう。

（……俺おれの意識の中なのか？　それとも──）

　果てしなく堕おちてゆく身体。抗あらがうことは不可能だ。

（俺は、どこへ……）

　そんな疑問さえも、霞かすみがかったように消えてゆく。

　蝕むしばまれる精神。思考さえも放棄しそうになった、その寸前。

　闇の深奥に──

　カミトはそれを見た。

（なん……だ……あれは……）

　冷たい戦せん慄りつが全身を貫いた。

　この世ならざる闇の奥で、蠢うごめくものがいる。

　精霊でも、人間でもない。

　それは無数の──

（……天使？）

　ふと脳裏に浮かんだのは、その呼び名だった。

　この世界には実在しない、御伽話の存在。

　それが──

　何千何万という軍勢が、闇の底から這はい出だそうとしている。

（あれが、ルビアの見た絶望の正体……）

　最悪の予感が閃ひらめく。

（……っ、あんなものが〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に入って来たら──）

　世界は終わる。

　と──

「──大丈夫よ、カミト」

　耳もとで声が聞こえた。

（……？）

　汚染された〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の声ではない。

　声の主は、カミトの目の前で微笑ほほえんでいた。

「レス……ティア……？」

　左手に握った魔剣が、いつのまにか消えている。

　彼女は両手を広げると──

　堕おちていくカミトを両手で抱きとめた。





　　　　◇






　カミトを呑のみ込こんでいた無限の闇が消失する。

　気が付くと──

　カミトは〈精霊王〉の玉座の前に立っていた。

　目の前に、儚はかなく微笑むレスティアの顔がある。

　その可か憐れんな唇がかすかに震える。

「聖剣さん、ごめんなさい。こんな役目を押しつけてしまって」

「……！」

　まばゆく輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉。

　その冷たい刃は──

　まっすぐに、レスティアの胸を貫いていた。

「……レスティア？」

　目を見開き、乾いた声で呟つぶやくカミト。

「……どう……して……」

「簡単な……ことよ、カミト……」

　息も絶え絶えな様子で、レスティアは首を振った。

「〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志が消滅すれば、あなたが〈魔王〉になることはない。だから、彼女の意志が私を呑み込むその一瞬に、私を殺して欲しかったの」

「そ……んな……」

　最初から──

　最初から、こうすると決めていたのか。

　たった一人で。〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志ごと、みずからを葬ると。

　震える指先が、突き立った剣の柄を手放した。

[image: ]

「──さよなら、カミト」

　彼女の頬を涙の雫しずくが伝う。

「聖剣さん、カミトを……守ってあげて、ね……」

「レスティア……レスティアアアアアアアアッ！」

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の光が失われると同時。

　闇精霊の少女の姿は、虚空へ消えた。





──ＥＮＤ








あとがき






　──あなたがどんな決断をしても、私はあなたと共にあるから。




　本書をお手にとってくださった皆様、本当にありがとうございます。お待たせいたしました。『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』第一一弾『精霊王暗殺』をお届けいたします！

　さて、長く続いた『精霊剣舞祭編』も今巻で完結です。が、あくまで第二部が完結しただけなので（謎なぞも伏線もたくさん残っているので）本編の話はまだまだ続きますよ！

　謝辞です。今回も素晴らしい表紙と挿絵を描いてくださった桜さくらはんぺん先生。本当にありがとうございました。やわらかい表情のクレアがとても可愛かわいいです。

　超絶クオリティの漫画版を連載してくださっている氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生、本誌のほうではついにエストが登場ですね。毎月一読者として楽しみにしています。

　担当編集の成なり田たさん、今回もいろいろとありがとうございました。

　そしてもちろん、最大の感謝は読者の皆様に！

　著者の近況ですが、二月に台湾たいわんでサイン会をする機会がありました。台湾のファンの方の熱気は日に本ほんに負けないくらいすごくて、みんな親切で、ご飯も美お味いしくて、本当に素晴らしい体験をさせていただきました。機会があればぜひまた行きたいですね。

　お仕事方面では、富ふ士じ見み書しよ房ぼう×メディアファクトリーの合同企画『グランクレスト』のＴＲＰＧリプレイにプレイヤーとして参加させていただくことになりました。ＭＦ文庫Ｊからは、平ひら坂さか読よみ先生、さがら総そう先生、硯すずり先生、そして志し瑞みずが参加します。面白いリプレイになると思うので楽しみにしていてください。

　最後に恒例の人気投票結果（一〇巻時点）を発表します。一位と二位は圧倒的得票数でエスト＆レスティアの精霊コンビが独占。三位カミト、四位レオノーラ、五位クレア、六位フィアナ、七位リンスレット、八位エリス、九位ルビア、十位スカーレット、となっています。五位から八位までは相変わらず僅きん差さの大接戦ですね。アンケートの感想はいつも大切に読ませてもらっていますので、どしどし送ってくださると嬉うれしいです。

　──そんなわけで、次回は第三部『精霊戦争編』が開始になります。シリーズ開始当初の構想ではこの第三部で完結予定だったので、ようやくここまで来たなと思うと感慨深いです。『ラブ増量、面白さ倍増、バトル上等！』をモットーに、これまで以上にスケールアップして突っ走っていくので、どうぞお付き合いよろしくお願いいたします！





二〇一三年　六月　志瑞祐ゆう[image: ]




















　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　[image: ]ちっぱい！ちっぱい！

　　11巻表紙は一周回ってクレアを描いていただきました。１巻からの彼女の成長を見ていると感慨深いですね。（秘密のトレーニングで彼女の胸もちょっとは成長しているんですよ！）。というわけで第二部〈聖霊剣舞祭編〉完結──物語は新たなステージへ突き進みます！




　　第四回ＭＦ文庫ライトノベル新人賞受賞。なごみ系ケルトコメディ『やってきたよ、ドルイドさん！』シリーズ、お城擬人化ファンタジー『白銀の城姫』シリーズを上梓。




　イラストレーター

　桜はんぺん（さくら・はんぺん）

　　４月６日生まれのゲーム原画家、イラストレーター。

　　原画担当に『さくらビットマップ』、『SuGily Wish』『LOVELY QUEST』（ＨＯＯＫＳＯＦＴ）など。

　　好きなことは絵を描くこと、睡眠。

　　ＨＰ「Petite*Cerisier」

　　http://petitecerisier.moo.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／桜はんぺん

　　装丁／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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